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は じ め に

佐賀県の淡水魚の由来

淡水 魚 の うち特 に純 淡水 魚 十 次 淡水 魚)は 、陸 と海 で 区切 られ た狭 い水

域 に生 息 す る。 支流 か ら支 流へ の移 動 は別 として、海 や 峠 を越 えて別 な河 川

に移動 す る こ とが で きな いた め、河 川 ご とに生 息す る魚 は異 な るはず で あ る。

しか し、実 際 に は佐 賀 県 内 に生 息 す る淡 水 魚の 多 くは、 日本最 大 の淡 水域 で

あ る琵 琶湖 を含 む西 日本 に共通 してお り、東 シナ海 や対 馬海 峡 をは さん だ中

国 大 陸 につい て も同 じ こ とが言 える。

これ は、 今 か らお よそ90万 年 前 か ら2万 年 前 にか けて訪れ た ギ ュン ツ氷 期、

ミンデル氷 期 、 リス氷 期、 ウルム氷 期 の4回 の氷 河期 な どの折 に海水 面が 低

下 し、当 時 は平 原 で あ った東 シナ海 の海 底 で、大 陸 と西 日本 の各 河川 が合 流

して一 っ の大 きな河川 にな った こ とが あ るた め と考 え られ てい る。

さ らに細 か く見 る と北部 九州 には、 ヒナモ ロ コ、 セ ボ シタ ビラ、 カゼ トゲ

タナ ゴや ア リア ケギバ チ な どが見 られ る。 これ らは、最 後 の海 退 期 で ある ウ

ル ム氷 期 に渡 っ て来 て、本 州 まで侵 入 す る こ とがで きなか った もの の子孫 で

あ る可能性 が 高 い と考 え られ てい る。

純 淡水 魚以外 で はヤマ ノカ ミ、 ア リア ケシ ラウオ 、ハ ゼ クチ な どの回遊 魚

や周 縁的 淡水 魚が有 明 海 お よび、 その 流入河 川 に見 られ る。 この中 に は、 ア

リアケ ヒメ シ ラウオや エ ツの ように、 そ の後 独 自の進化 を遂 げた もの もあ る。

カ ワム ツの分布 カネ ヒラの分 布 カゼ トゲタナゴの分布

「フ ィール ド図鑑 淡水 魚 王(東 海大 学 出版会)よ り転 載

このように、佐賀県や有明海沿岸を含めた北部九州の淡水魚は日本 と中国

大陸との接点として、ひいては日本列島の成立の過程を示唆する重要なもの

として注目されている。

佐賀県の河川概況

県内 の河川 は、筑後 川 、嘉瀬 川 、松 浦川 、有 田川 、六 角川 、塩 田川(多 良

岳 を水源 とす る中小河 川 を含 め る)を 中心 と した6つ の水系 に大 別 す る こ と

が で きる。 それ ぞれ独 自な景観 を持 ち、生 息す る淡 水魚 類相 も異 な る。

この うち、 脊振 ・天 山 山岳 地 帯、 多 良岳 山岳地 帯 を水源 とす る河川 は、 急

峻 な上流部 を持 ちヤマ メ な どの渓流 の 魚が生 息 す る。 これ に対 し、松浦 ・杵

島丘 陵地帯 に水源 を発 す る河川 は中流域 が発 達 す る。 塩分 濃度 の低 い有 明海

に注 ぐ河 川 には、 ヤマ ノ カ ミな どの他 で は見 られ ない魚 が生息 す る。 この う

ち、佐 賀平 坦 地 を流れ る もの は長大 な感 潮域 と発 達 した ク リー クを持 つた め、

北部 九州特 産 魚や タナ ゴ の仲 間 が豊 富 で ある。 これ に対 し、多 良岳 に源 を発

す る河川 の多 くは源 流 か ら一 気 に海 まで流下 す るた め河 口付近 まで礫 底 とな

ってお り、純 淡水 魚 は乏 しいが ヨシ ノボ リ類 が多 くウ ツセ ミカ ジカ も生 息 す

る。 また 、玄界 灘 に注 ぐ河川 にはサ ケや イ トヨな どの冷水 性 の回遊 魚 が見 ら

れ る。

佐賀 県 は小 さ な県で あ りなが ら、 この よ うな理 由 で有数 な淡 水魚 の宝 庫 と

な って い る。 しか し、近 年 で はほ とん どの河 川 に は砂 防 ダムや 河 口堰 な ど多

くの堰 で分 断 され 、 ク リー クや 用水路 は圃場 整備 によ り巨大 で単調 な水 路 へ
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河口からの距離(㎞)

と変貌 した。 また 、 ジ ャンボ タニ シ対 策 の た め、水 田か らの排水 が塩 ビ管 に

切 り替 え られ産 卵 の ため遡 上 で きる水 田 も減 少 して しまっ た。 こう した生 息

環境 の変化 の ほか 外来 魚 の侵 入 な どによ って、 県内 の淡水 魚類 相 も大 き く変

貌 してい くこ とが 予想 され る。

この よ うな 中で 、本書 は20世 紀 末 期 の県 内の 自然 の記録 として貴 重 な もの

とな る こ とで あ ろ う。 また本 来 は、 この よ うな本 は私 の ような若輩 者 で はな

く、専 門家 によ る綿 密 な研 究 に基づ い て出版 され るべ き もの で あ る と思 うが、

教育 の現場 で若 い人 々 の 自然離 れが 急速 に進 み つつ あ る こ とを実感 し、何 ら

か の形 で世 に公 表 され る必 要性 を痛感 した。 また、本 書 が世 に出 る ことで21

世紀 を担 う子供 た ち の中か ら興味 を持 って くれ る人 間 が現 れ る こ とを期待 し

て、不 完全 な もの なが ら世 に出 す こ と とした 。

また、本 書 が出版 され るに あた って は、多 くの人 の惜 しみ な い ご協 力 とご

尽力 が あ った ことを宋筆 なが ら明記 し謝意 を表 す る。

なお 、 この本 は1993年8月 か ら1995年4月 まで佐 賀 新 聞 に78回 に渡 っ て連

載 され た 「さが の淡 水魚 王 を加筆 修正 した もの を元 に、新 た に15種 を加 えた

もので あ る。 田島 正敏

大切にしたい故郷の淡水魚

木村 清朗(元 九州大学農学部教授)

私 は大 学 に入 るまで、杵 島郡 山 内町 にす み、子供 の頃 か ら釣 りが好 きで あ っ

た 。佐賀 県 の淡水 魚類 を と くに勉 強 したわ けで はないが 、故 郷 の魚 はや は り

懐 か しい。

本 県 の北 は玄界 灘 に、南 は有 明海 に面 して い る。 玄海 には東か ら玉 島川 、

松浦 川、 有 田川 な どが、有 明海 には筑後 川 、嘉瀬 川 、六 角川 、塩 田川 、鹿 島

川、 多良 川 な どが 注 いで い る。 玉 島川 は アユ釣 りの発 祥 の地 とされ、玉 島神

社 に は 「神功皇 后 垂論 の石 王が 祭 られ、 その伝説 は全 国 に流布 されて い る。

奈良 時代 にな る と、大伴 旅 人、 家持 父子 によ る玉 島川 の アユ釣 りの歌 が、万

葉集 に集録 され てい て有名 で あ る。 当時 は うら若 い女性 が ア ユ を釣 ってい た

ようで あ る。 どんな方 法 に よった ので あ ろうか。

佐賀 県 の 山は もとも と浅 く、 森林 が あ ま り発達 してい ない ので、 筑後 川下

流部 を除 け ば、 どの川 も規模 が小 さ く、 水量豊 か とはい い難 い。 常 に、 慢性

的 な水 不足 に悩 ん だ といわ れ、 藩政 時代 か ら治水 、利水 工事 が行 わ れ て きた。

唐津 藩 主寺沢 志摩 守広 高 が造 った大 黒井 手(井 堰)、 佐 賀鍋 島藩 の成 富 兵庫

茂 安 に よる馬頭 井手 は、 い ずれ も松浦 川 中流 に あ り、現 在 も補修 され なが ら

その機 能 を発揮 してい る。大 黒井 手上 流 の伊万 里市 桃 の川 で、40年 も前 に私

はア ユの友 釣 りを楽 しんだ ことが ある。結構 、 型 が良 か った。魚 には比較 的

や さ しい堰 だ った ので あ ろ う。 また、 この井手 まで3月 に唐 津湾 か ら遡 って

くるウグ イ(イ ダ)は 、 全長30～40cmで 、雄 の腹 部 は赤 くな って美 しい。 バ

リに掛 か る とス ピー ドが あ る強 い引 き をみせ、 爽快 そ の もの。今 も夢 にでて

くる楽 しい思 い出で あ る。

本 県 の川 は小 な りといえ ど も、上 流 で はヤマ メが 、 中流で はオ イ カ ワ、 コ

イな どが釣 り人達 を楽 しませ て い る。 玄海側 の川へ 、時 々、冷 水性 の サ ケが

秋 に遡上 す る。古 老 に よれ ば、産卵 もしていた らしい。 中流 の ヨシや水 草 の

蔭 で は、 オ ヤニ ラ ミが 静 か に胸 鰭 と目玉 を動 か して いた。 その俗称 も面 白い。

鯉蓋 の縁 で緑 色 に光 る斑 紋 を 「夜 の 目王、本 当 の眼 を 「昼 の 目王 に見立 て て、

山 内町 あた りで は ヨル メ ヒル メ と呼 ぶ。 近頃 は希 少種 の仲 間入 りを してい る。
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子供 の頃 、 この オヤ ニ ラ ミ様 を焼 い て食 べ た記憶 もあ る。今 な ら確 実 に罰 が

当た るで あ ろ う。

有 明海側 で は中下流 域 に佐賀 平野 が 広が り、 わが 国 で も有 数 の、穀 倉地 帯

に な ってい る。古 くか ら干 拓 が行 われ た関係 で 、網 の 目の ように灌概 用 の ク

リー クが 発達 し、 ほ とん どの河川 が つなが っ てい る。 これ らの地 域 を巡 る と、

成 富兵 庫 の名 前 を聞 く所 が多 い。

この よ うな先達 や維 新以 降 の事績 に は、 技術 的 な制約 もあ り天 然 の石 や土

と水 が それ ぞれ の連携 を失 って いな い。 ク リー クにつ いて い えば、環 境 が変

化 に富 み、水 草類 が よ く繁 茂 して 平野部 の魚類 、 と くに コイ科 の仲 間 の生 息

や繁殖 に絶好 の場 を提 供 す る こ とに なった 。 コイ、 フナ類、 美 しい体 色 の タ

ナ ゴ類 、 美味 しいオ イ カワや カマ ツ カ、産卵 が 面 白い ツチ フ キ、 これ らを狙

うナマ ズ、 ウナ ギ、 カム ル チー な どの楽 園 で あ った 。

また大 小 の溜地 や近 年建 設 され た ダム湖 な どには、 コイ以 外 に他地 方 か ら

ゲ ン ゴロ ウブナ、 ワカサ ギ、 あ るい は外 来種 のブ ラ ックバ スや ブル ー ギル な

どが 、移 殖 され てい る。

淡 水魚 類 に関 して い えば、大 陸 に近 い こと もあ って、・佐賀 、福 岡 の両 県 は

九州 で も最 も種類 が豊 富 で あ る。 本書 の主 な執筆 者 、 田島正 敏教 諭(県 立 白

石高校)に よれ ば、移 入種 も含 めて29科88種5亜 種 に及 ぶ。 結構 多様 性 に富

ん でい る。 そ して、 川や ク リー ク、溜地 な どにす む これ らの魚類 は、戦後 し

ば ら く県民 の重 要 な蛋 白源 であ った ことを忘 れて はな らない。

有 明海 は比 較 的浅 く、 最大潮 位 差6mを こえ る。 広大 な干 潟 がで きるな ど、

生物 の生 産力 が 高 くて、水 産上 重 要 な水域 で あ る。 その環境 条件 は、朝鮮 半

島西 岸 や中 国大 陸東岸 に よ く似 てい る。魚 類相 をみ る と、海 と川 を往 来 す る

エ ツ(カ タクチ イ ワシ科)、 ア リアケ シ ラウオ、 ア リア ケ ヒメ シラ ウオ属 、 ヤ

マ ノ カ ミ(カ ジ カ科)、 ハ ゼ クチ、 ム ツゴ ロ ウ(ハ ゼ科)な どが大 陸 と共通 の

特産 種 で ある。

純 粋 の淡水 魚 で は、 カゼ トゲ タナ ゴ、絶 滅危 惧種 の ヒナモ ロ コ(コ イ科)

は、 日本 の他 地 方で は決 してみ られ ない。

わが 国の 淡水 魚 のほ とん どは、 地史 的 に古 くか ら大 陸 と関係 が深 い のだが 、

上記 の特 産種 の多 くは佐 賀 、福 岡県 を中心 に して すむ の みで、比 較 的新 しい

時期 に九州 へ分布 して きた ので あ ろ う。 その理 由は、第 四紀 の数 回 にわた る

氷 河 の盛 衰 と関 係づ け られ てい る。氷 期 に は広 大 かつ厚 い氷 床 が地球 の高緯

度 地方 に発 達 した ため、温 暖 な現在 よ り海 水面 が120m、 研究 者 に よって は200

mも 下 が って いた とい う。 そ の際 に九州 北部 と、 朝鮮 半島 や大 陸 とが地 続 き

に なって各 水系 が っ なが り、魚類 相 を交 換 した らしい。 旧 ソ連邦 の故G.U.

リン ドベ ル ク博 士 は、 この ような立場 で、世 界各 地 の淡水 魚 や汽水 魚 の地理

的分布 を明快 に説 明 して い る。

さて、佐 賀 県で は近 年、 水辺 が急 激 な都市 化 の波 に呑 まれ 、 ダムや 河 口堰 、

取水堰 の建 設 、河 川工 事、 水 の富栄 養化 、 ク リー クの統合 、整 備 な どに よ り、

生息 魚類 各種 の減 少が 昨今 、取 りざた され て い る。 ヒナ モ ロ コにいた っ て は

生存 してい るか どうか あやふ やだ。 メダ カ も ドジ ョウ も減 った。 エ ツは漁 業

の対 象 として、将 来 も大丈 夫 だ ろ うか 。心 配 の種 が尽 きな い。

それ で も私 た ちの足 元 を注意 深 くみ る と、 まだ まだ淡水 魚類 の姿 を結構 目

にす る こ とがで きる。 本書 で は、 そ の ような魚類 が た くさんの美 しい写真 と

ともに紹 介 され て いて、 とて も楽 しい。私 は、 ど うか この よ うな仲 間 とそ の

生 息環境 が 、無事 に21世 紀 に引 き継 が れ る こ とを切 に望 む もの で ある。 限 り

ない欲 望 と便 利 さの追求 に、 少 し ブレー キが必 要 で はあ る まい か。

(きむら・せいろう 福岡市在住、農学博士、武雄高一鹿児島大水産学部

一九州大大学院農学研究科水産学専攻博士課程単位取得退学、農学部助手、

助教授を経て教授、今年3月 定年退官。主な研究分野は日本産淡水性サケ ・

マス類の生活史に関する研究、西日本における淡水魚類の生態学的研究、淡

水魚類による環境評価に関する研究)
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淡水魚 とは

淡水 魚 とい えば、普 通 に考 えれ ば淡水 に住 む魚 とい う こ とにな る。 しか し、

淡水 魚 は淡水 の みで生 活 す るので は ない。 ご存 じの よう にアユ は秋 にふ化 し

た稚 魚が 春 まで海 で生 活 す る し、 ウナ ギ はフ ィ リピ ン沖 の深海 底 に戻 って産

卵 す る。 また、一 般 に、海 水魚 と思わ れて い る もの で も汽水域 か ら純 淡水 域

に侵 入す る もの も意外 と多 い。 以下 に、生活 環 に よ る淡 水魚 の グル ー プ分 け

を述 べ る。 なお 、 円口類(ヤ ツメ ウナ ギの仲 間)は 厳 密 に は魚 で はな いが慣 例

に従 って魚 として扱 か って い る。

純淡水魚

淡 水 で一生 を過 ごす正真 正銘 の淡水 魚で 、 コイや ドジ ョウの仲 間 や ナマズ

や ギバ チの仲 間 な どの他 に カ ワヨ シノボ リな どの陸 封 魚 も含 まれ る。 海水 へ

の抵 抗性 が ほ とん どな く、海 に入 る ことが で きな いた め、分 布 の拡大 には氷

河期 な どの海 岸線 が後 退 した時期 に、複 数 の河 川が 合流 して1つ の大 きな河

川 や湖 に なる こ とが必 要 で あ る。 現在 の分 布 は、 日本列 島 が形成 され て きた

過程 の ような過 去 の地史 を物語 って い る もの と考 え られて い る。

通し回遊魚

淡水 と海 の間 を必 ず往 復 す る魚 の ことで 、 サケ の仲 間、 ハ ゼの仲 間、 な ど

が これ にあた る。 さ らに産卵 との関係 か ら、 ウナ ギや ヤ マノ カ ミな ど海 に入

って産卵 す る もの を降河 回遊 魚。 サ ケ、 イ トヨな ど産卵 のた め に川 に上 る も

の を遡 河 回遊 魚 。 また、 ア ユや ヌマ チチ ブ な どの ように産 卵 とは直 接 関係 な

く、遡 河 また は降河 を行 う もの を両側 回遊 魚 と細 か く分 け る ことが あ る。

周縁性淡水魚

ボ ラや スズ キの ように通 常 は海 で生 活 して い るが、 時 として淡水 域 や汽水

域 に も侵入 して くるものや 、マハ ゼ の よ うに汽 水域 の魚 としか呼 べな い もの

も含 まれ る。
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用語解説

亜 種(あ しゅ)離 れた地 域 に生 息す る一 見別種 に見 え る2つ の集 団が 、交

雑 して孫以 上 の子孫 を残 す こ とが で きる場 合 に用 い る。

脂 ビレ(あ ぶ らびれ)サ ケ科や ギ ギ科 な どの背 ビ レ と尾 ビレの間 にあ る鰭

条 の な い ヒレ。

浮 き石(う きい し)河 床 に見 られ る石 で下面 が土 砂 に埋没 して いな い もの。

魚 の 隠れ家 や餌 場 な どと して利 用 され る こ とが 多 い。

栄養 塩類(え いよ うえん るい)植 物 や植 物 プ ラ ンク トンが必 要 とす る無機

塩 類(肥 料)。

塩水 浴(え ん すい よ く)1～3%の 食 塩 水 に1～10分 ほ ど泳が せ て寄生 虫 な

どを除去 す る方法 。

追 い星(お いぼ し)繁 殖期 に見 られ る皮 膚 が硬 く変化 した 白色 の小点 ～ イ

ボ状 の突起 。 雄 に現 れ る もの が多 い。

学名(が くめ い)ラ テ ン語 で表 記 され た世界 共通 の名前 。通 常 は、属 名 ＋

種 小 名 の2つ の単 語 で表 され る。研 究 の進歩 に よって度 々変 更 され る難点

が あ る。

型(か た)亜 種 ほ どの違 い は見 られ ないが 、若 干 の違 いが見 られ る場 合 の

区別 として用 い られ る。後 の研 究 によっ て区別 の必 要 が無 くな るこ と もあ

るが 、種 や亜 種 に昇格 す る こと も多 い。

感 潮域(か ん ち ょうい き)河 川 の中で 潮 の干満 の影 響 を受 け る水域 の こと。

汽水 域 とその上 の淡 水域 の一部 も含 まれ る。有 明海 湾奥 部 で は淡水(あ お)

取水 を行 って いた所 は感 潮域 に含 まれ る。

鰭 条(き じ ょう)ヒ レに見 られ る筋。 棘 と軟条 の こ と。

汽 水域(き すい い き)河 口付 近 に見 られ る海水 と淡水 の混 じ りあ った塩 分

の薄 い水域 の こと。 塩分 に触 れ る と河 川水 に含 まれ ていた 物質 が凝 集沈殿

す るた め、 潟泥 の あ る ところ と考 えて も よい。

棘(き ょ く)鰭 条 の うち、硬 くて先端 の とが っ てい る もの。

銀毛(ぎ ん け)サ ケ ・マ スの仲 間で 河川 で生活 して いた幼 魚 が、 降海 に備

えてパ ー マー クが消 失 して銀 一色 にな った もの。 ス モル トともい う。

ケイ藻(け いそう)ケ イ酸質の殻を持つ単細胞植物。潟泥の表面の黄土色

や河川中流域の石の表面のヌメリはケイ藻の集団による。水生昆虫や魚の

餌 となる。

固有種(こ ゆ う しゅ)世 界 中 で狭 い特 定 の地域 に しか生 息 しな い もの。

婚 姻色(こ ん いん しょ く)産 卵 期 に現 れ る 目立 つ色合 いの こと。 野生 動物

で は、雄 に現 れ る ものが 多 い。

在来種(ざ い らい しゅ)外 来(帰 化)種 や 国 内で も別 な水系 か ら移入 され

た種 に対 して、 も とも とそ の地域 に生 息 して いた種 。

仔 魚(し ぎょ)ふ 化 して か ら各 鰭 条数 が成 魚 と同 じ にな るまで の個体 。

脂瞼(し けん)眼 や眼の周囲に見られる透明な厚い膜。前方視界の確保や

水の抵抗を抑える働きがある。

止 水域(し すい い き)湖 沼や 人工 的 に作 られ たた め池や ク リー クな ど流 れ

のほ とん どな い水 域。

沈み石(し ずみ い し)河 床 に見 られ る石 で下面 が半 ば土 砂 に埋没 してい る

もの。 ハ ゼ科 な どの産 卵 床 とな る以外 は、 利用 す る魚 はあ ま り多 くな い。

すみ わ け 同 じ生活 様 式 を もつ2種 が生 活 の場所 や時 間 を違 え る こ とで、競

争 を回避 して共存 を可能 として い る こ と。

瀬(せ)川 の浅 い ところ を示 す。 魚 に とって は餌場 と して機 能 す る こ とが

多 い。 白波 が立 つ よ うな場所 は早 瀬 とい い、底 質 は浮 き石 に なって い る こ

とが多 い。水 面 が穏 やか な場 所 は平瀬 とい い、 底質 は沈 み石 にな って い る

ことが 多 い。

側線(そ くせ ん)水 流や 水圧 を知 覚 す る器 官。 多 くの魚の体 側 に点列 状 に

並 ん でい る。

託卵(た くらん)子 供 の世話 をす る動 物 の巣 を乗 っ取 り、 自分 の子供 の世

話 を させ る こ と。 オオ ヨシキ リに託卵 す る カ ッコウ な どが有 名 で あ る。

稚魚(ち ぎ ょ)鰭 条 数が 成 魚 と同 じに なっ てか ら、鱗 が完成 す るまで の個

体 。

地 方名(ち ほ うめい)標 準和 名 に対 して方言 で の呼 び名 の こ と。 同 じ呼 称

で も地 方 に よって は別 な もの を指 して いた り、利 用価値 の低 い もの は区別

せず数 種 を混称 して いた りす るの で注意 を要 す るが、 その地方 の文 化 と生

き物 との 関わ りや利 用度 を推 測 す る こ とが で きる点 で は重 要 であ る。
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軟条(な ん じ ょう)鰭 条 の うち先端 の とが って い ない もの。柔 らか く節が

あ る。 最後 の2本 の軟 条 は付 け根 で癒合 してい な くて も1本 と数 える。

年魚(ね ん ぎ ょ)シ ロウ オやハ ゼ クチ の よ うに誕 生 か ら1年 で一 生 を終 え

る魚。 た だ し、古文 書 で は特 にア ユの み を示 して い る。

パ ーマ ー ク サ ケ ・マ スの仲 間 で淡水 で生 活 す る幼 魚期 の体 側 に共 通 に見 ら

れ る小 判型 の模 様 。サ ク ラマ スの河 川残 留型 で あ るヤマ メ な どは成 熟 して

もパ ーマ ー クは失 われ な い。

標 準 和 名(ひ ょう じゅん わ めい)日 本 国内 で通 用す る標準 的 な生物 名 。学

名 と異 な り変化 す る ことが な い。

富栄 養化(ふ えい よ うか)栄 養塩 類 が増加 す る こ と。 また、 その ような湖

を富 栄養湖 とい い、植物 プラ ン ク トンに よって緑 色 に濁 って い る。

淵(ふ ち)川 で水深 が 深 い と ころ。 県 内で は 「がぶ ろ王 とよばれ 、魚 の住

みか に なって い る こ とが多 い。瀬 よ りも流速 が遅 いた め、 シル トを堆積 さ

せ るた め健 全 な淵 の あ る河 川 で は瀬 も健 全 に保 たれ る。淵 ほ ど深 くない場

合 には 「トロ王 と呼 ばれ る。

PH(ペ ーハ ー)水 素 イ オ ン濃度 の こ とで、PH7が 中性 。 それ よ り大 き

い方 が アル カ リ性 、小 さい方が 酸性 。PH1、14が 最 も酸 性度 、 アル カ リ

性 度 が強 い。

未成 魚(み せ い ぎ ょ)う ろ こが 完成 してか ら最初 の成 熟 を迎 える まで の個

体 。

幼魚(よ うぎ ょ)ふ 化 してか ら成 魚 にな る まで の個体 を一 般 的 に示す 。厳

密 な意 味 で は使 用 しない。

陸封(り くふ う)本 来 は海 と淡 水 の間 を回遊 して いた魚 が、何 らか の原因

で一 生 を淡 水 で過 ごす よう にな る こ と。

魚の各部名称

全長

背びれ

側線

鰐ぶた

胸びれ
復びれ

尻びれ

尾びれ

軟条

体長

・腹 中線

背中線

〈縦扁〉〈側扁〉
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スナヤ ツメ
Lethenteron reissneri

ヤツメウナギ科

地 方名 やつめ うな ぎ、め くらうなぎ(幼 生)

大 き さ20cm

生息域 中～下流域

ヤ ツ メウナ ギの仲 間 は、 国 内で 回遊 性 の ミツバ ヤ ツ メ とカワヤ ツ メ、一生

を淡水 で過 ごす シベ リアヤ ツ メ とスナ ヤ ツメの4種 が 知 られ て い る。 県 内で

普 通 に見 られ る20cmほ どのヤ ツメ ウナ ギ はスナ ヤ ツメ と考 えて ほぼ間 違 いな

い。 しか し、 これ らは互 いに よ く似 て お り、 その 区別 は吸盤状 の口器 や その

歯 の形 を見 る必 要 が あ る。

産卵 期 は、4月 ～6月 とされ、上 流 の砂礫 底 で産卵 す る。卵 か らふ化 す る

と3年 間 を盲 目のア ンモ シー テス幼 生 として川底 に潜 って、 泥底 の有 機物 を

食 べ て生活 す る。

4年 目の冬 に は眼、 え ら穴 とも完 成 して成 体 に な るが 、吸血 生 活 は行 わな

い。変 態 と同 時 に消化 管 は退化 し餌 を とらな くな る。春 に産卵 を終 え る頃 に

は体 長 も3cmほ ど短 くな って死 亡 す る。

県 内 で は多 布施 川 に多 く、佐 賀市 水道 局付 近 で は3月 ～4月 にか けて石 に

口器 で 吸着 して い る姿 が岸 辺 か ら観 察 で き る。 また、1993年 下流 の佐 賀市 伊

勢 町 の小 水路 で昼 間 に遊泳 中 の レ ンガ色 のア ンモ シー テス幼 生が 捕獲 され て

い る。 この他 、厳 木川 や 田手 川 に も生 息情報 が あ る。 田手 川で はア ンモ シー

テ ス幼生 を、 「め くらうな ぎ」 と呼 ん でい る。

「か んの虫 王の薬 として、 ま ごた ろ うむ し(ヘ ビ トンボの幼虫)の 代 用 とし

て利 用 され る。

1993.4.3多 布施川(佐 賀市)

[]器'1993.4.3

多布施川(佐 賀市)

1995.4.24

アンモシーテス幼生

眼は皮下に埋没しエラ穴は

溝状 多布施川(佐賀市)

中原正登氏捕獲
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カ ワヤ ツ メ
Lethenteron japonicum

ヤツメウナ ギ科

地方名 やつ めうな ぎ

大 き さ50cm

生息域 中～下流域 、玄界灘側 にまれ に見 られ

る

魚類 とい う言 葉 は、 いわ ゆ る普通 の魚 で あ る硬 骨魚 類 とサ メや エイ な どの

軟 骨魚類 の両 方 を示す こ とが多 い。 しか し、 この ほか に も軟体 動物 で あ るタ

コや イカ を は じめ、昆 虫 と同 じ節足 動物 で あ るエ ビや カ ニ な ど も魚扱 い され

る こ とも少 な くない。 国外 で も同様 で、 クラゲ の英名 はジ ェ リー フィ ッシ ュ、

イカ は カ トル フ ィ ッシ ュ とい った具 合 であ る。

と ころで、 円 口類 に分 類 され るヤ ツメ ウナギ もウナギ どこ ろか 魚で す らな

い。 あ えて言 え ばカエ ルや サ ン シ ョウウオ を魚 と呼 ぶの に等 しい。 しか し、

軟 骨 とはい え脊 椎骨 を もつ遊 泳 生物 な ので、 通例 にな らっ て魚 として扱 う こ

とにす る。

1993年3月 上 旬 、唐津 市 の半 田川 で47cmの カ ワヤ ツ メが1個 体捕 獲 され た。

写 真 の個体 は この 時 の もので あ る。 カ ワヤ ツメ は本来 、 日本海 側 で は島根以

北 に、太平 洋側 で は茨城 県 以北 に分 布 す る とされて お り、県 内 の河川 に遡上

して来 る こ とは まれで あ る。

ヤ ツ メウナ ギ類 の幼生 は、 目が未 完成 で7対 の え ら穴 もまだ溝状 につ なが

って お り、 ア ンモ シーテ ス と呼 ばれ る。 ふ化 後、1年 ほ どは河川 中下 流 の軟

泥 底 に潜 って生 活 し、 変態 して降海 す る。海 で は吸盤 の ような 口 と鋭 い歯 で、

大 型 の魚 に食 い つ き、 吸血 鬼 の よ うな生活 をす る。2～3年 の海 中生 活 の後 、

夏 場 に河 川 に遡上 す るが餌 を とらず 、春 先 に産卵 して死亡 す る。

遡上 期 の もの はか な り美 味 で、新 鮮 な もの は蒲焼 きにす る。多量 の ビタ ミ

ンAを 含 み、 「とり目(夜 盲 症)」 の薬 として知 られ て い る。

1993本3.8半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏 捕獲

口器1993.3。8(同 上)
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ウナギ
Anguilla japonica

ウナギ科

地方名 お な ぎ 、 び りん そ一 、 び ろ っ そ 、 よ し

の こ うな ぎ、 あ お、 くろ、 ご ま、 が ね

くい 、 か に くい、 ぎ ん うな ぎ、 くちぼ

そ 、 しけ うな ぎ、 そ うめ ん こ(し らす)

大 き さ100cm

生息域 上流～河 口・汽水域 、ため池 ・ク リー ク

ウナ ギ は12世 紀頃 まで は「む な き王と呼 ばれ てい た らしい。「むな き王に は「棟

木王「胸 黄王「胸 開 き王な ど諸 説 あ る。

ウナ ギ を知 らぬ人 はい ないが 、 その産卵 生 態 は最近 まで不 明で あ った。体

内卵 が 見 つか らな いた め寄生 線 虫が子 供 と間違 え られて胎 生 と信 じ られた こ

ともあ る。 古 くは、 ア リス トテ レスが 「地 底 か ら ミミズが わ きウナギ となる王

と書 いて い る し、 日本 に も「山芋 変 じて ウ ナギ とな る王とい う言葉 が あ る。

現在 で は フ ィ リピン沖 の300～400mの 中 層で産 卵 し海 流 に乗 って ア ジア各

地 に分 散 す る と考 え られ て いる。仔 魚 は柳葉 状 で レプ トセ フ ァルス幼 生 と呼

ばれ 、近 海 で変態 して ウナ ギ型 の シ ラス にな り河川 に遡 上 す る。 うろ こが完

成 して ク ロコ と呼 ばれ る頃 には著 し く遡 上 力 を増 し、普 段 は河 川 と連 絡 の な

い よ うなた め池 に まで入 り込 む。

昔 か ら利用 度 の高 い魚 で、 県 内で も多 くの地 方名 を持 つ。玄海 側 で は 「あ

お王、 「くろ」、 「ごま王 の3つ の うち で、 「あ お王 を最良 とし、 「ごま王 は最下

級 とし養 殖 の対 象 としない。

これ に対 し、有 明 海側 で は有 明海 の カキ礁 に見 られ る 「しけ うな ぎ王 を最

良 、 その次 に筑 後川 に多 い 「あお」 を良 と し、 「がね くい(く ろ)王 を最下級

とす る。 かつ て養殖 が行 わ れ ない頃 、東 京築 地市場 で は有 明海 沿岸 産 の ウナ

ギ は他 の産 地 の約2倍 で取 引 され てい た とい う。

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)

ウナギのシラス1995.3.28塩Eヨ 川(塩 田町)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



マ アナ ゴ
(レプ トセファルス)

Conger  myriaster

アナゴ科

地 方名 あなご、 ど くら

大 き さ12.5cm

生息域 河 口 ・汽水域

「変 態王 とい う用語 は、成 長 に伴 って形 態 が変 化 す る こ とを意 味 す る用 語

で、 イ モム シが蝋(さ な ぎ)を 経 て チ ョウに なっ た り、 オ タマ ジ ャク シが カ

エル にな った りす る こ とを示 す。 魚 に も変 態す る ものが ある。 ヤ ツメ ウナギ

科 の魚 は、 ア ンモ シー テス幼生 か ら変 態 して成 体(親)に な る し、 ア ナ ゴ科

や ウ ミヘ ビ科 を含 むウナ ギ 目の魚 も変 態す る例 で あ る。

これ ら魚 の幼生 は透 明 で偏平 な柳 の葉 の様 な形 を してお り、 レプ トセ フ ァ

ル ス と総称 され る。 「薄 い頭」を意 味す る この名 称 は、 これ らの幼 生 が新種 と

思 われ て いた頃 、新属 の呼称 と して設定 され た もので あ った。 そ の後 、 これ

らが ウナ ギや アナ ゴ類 の幼 生 で あ る ことが 判明 して以 降 は、属名 としての価

値 は失 われ てい るが 、現 在 で は単 に柳 葉型 の幼 生 を示 す名称 として使 われ て

い る。

一 口に レプ トセ フ ァル ス幼 生 と呼 んで も
、親 の種 類 数 だ け幼 生 の種類 が あ

るわ けで、 それ が何 の幼 生 なの か は体 形や 筋節 数 、微 少 な色素胞 の有無 な ど

で 区別 され る。

ウナ ギ の レプ トセ フ ァル ス幼生 もマア ナ ゴの幼 生 とよ く似 るが、 こち らは

約6cmで シ ラス ウナギ に変態 して し まう。逆 に、マ アナ ゴの8.5cm以 下 の幼生

は、 まだ発 見 され てい ない。

いず れ にせ よ 「鮨 ネ タ」 の アナ ゴや 「蒲 焼 き王 にな るあの ウナ ギ も子 供 の

頃 は この よ うな姿 だ った とは、 にわ か には信 じ られ ない体 形 で あ る。

レプ トセフ ァル ス幼 生1994.3.29半 田ll1(唐津市)熊 本常夫氏 捕獲

レブ トセファルス幼生1994…3.29(同 上)
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コ ノ シ ロ

KonoSirus  punctatus

ニシン科

地方名 おやの しゃ くせ ん、 この しろ、つ な し、

はび ら、 はびろ

大 き さ30cm

生息域 河 口 ・汽水域

夏 に松 浦川 河 ロの松 浦大 堰 の魚 道 を見て い る と、 網 を入 れな くて も多 くの

魚 を観 察 す る こ とが で き る。40cmほ どの黒 色 の大型 魚 の大群 はボ ラで あ る。

また、 その わ きの浅瀬 で はヨ シノボ リ類 の稚魚 の群 が流 れ に抗 して遡 上 の機

会 を うかが って い る。流 れ の速 い魚道 の コ ンク リー ト壁 の藻 をつつ い てい る

の はセ ス ジボ ラ、 ときど き姿 を現 す のが ヒイ ラギや クサ フグ とい った具合 で

あ る。 それ らに混 じっ て3～4cmほ どの ス リムな小 魚 が数十 尾 の群 を な して 、

足下 の急 な流 れ に逆 らって上 っ てい く姿が 見 え る。 そ れが コ ノシ ロの幼 魚で

あ る。

体 は側 扁 して お り腹 縁 は鋭 い稜線 を形成 し、 全体 として包 丁 を思 わせ るよ

うな形 にな って い る。 また、背 ビ レの最後 方 の軟 条 が糸 状 に長 く伸 び てい る

のが 最大 の特 徴 で ある。

ニ シ ンの仲 間 は主 に プラ ンク トンを食 べ るプ ラ ンク トン フィーダ ー であ り、

飼育 にあた って は ミジ ン コや ブ ライ ン シュ リンプ(ア ル テ ミア)を 与 えて い

たが 、量 の確 保 がた いへ んで あ る。 あ る日、試 しに与 えて みた ミジ ンコウ キ

ク サ(1㎜ ほ どに しか成 長 しな い ウキ クサ の一種)を 喜 んで食 べ て くれ た の

には助 か った。 口 を開 けた ま ま、 小刻 み に上下 に頭 を振 りなが ら目 ま ぐる し

く泳 ぎ、 ものの数 分 もた つ とミジ ンコ ウキ クサ はすべ て な くなっ て しま う。

鮨 ネ タの 「こはだ 」 は10cm前 後 の コ ノシ ロの こ とで あ る。 また、 コノ シロ

の幼 魚 に似 た 「はだ ら」 「も うか り王と呼 ばれ る魚 はサ ッパ の ことで 、 岡山名

物 の 「ままか り漬 け王 の材 料 にされ る。県 内 で は利 用 され ない た め、 岡山 に

向 けて 出荷 され て いる ら しい。

幼魚1994.8.11松 浦川(唐 津市)

背 ビレ後端の鰭条が伸張す る

1994.8.11(同 上)
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エ ツ

Coilia nasus

カタクチイワシ科

地方名 えつ、 うばえつ

大 き さ60cm

生息域 下流 ～河 ロ ・汽水域、有 明海側のみ

有 明海 は、泥 の海 とい うイメ ー ジが あ るが、 泥が 広 が ってい るの は有 明海

の 中で も湾奥 部 だ けで、 遠か らず消滅 す る諫早 湾 と佐賀 県 の沿 岸 くらいで あ

る。 この水域 が 、有 明海 の生 物相 の独 自性 を維持 して い る といっ て も過 言 で

はな い。

カ タクチ イ ワ シ科 のエ ツ も世 界 中 で、有 明海湾 奥部 だ けに生息 す る 日本 固有

種 で、 環境 庁 に よ り希少 種 の指定 を受 けて い る。

体 色 は銀 白色 で背 側 が淡青 褐色 で 、生 時 は金色 の輝 きが あるが死 ぬ と色 は、

さめ て し まう。体形 は腹 縁 が鋭 く、 刀 の ような体 形 で ある。胸 ビ レの条 が 数

本 、 糸状 に著 し く伸 長 してい る。主上 顎 骨 の後部 も立 派 な ヒゲ を思わ せ る よ

うに後 に大 き く張 り出 してお り、 とて も 「煮 干 し王 の材料 に され るカタ クチ

イ ワシ の親 戚 とは思 えな い。

有 明海 沿岸 各地 には弘法 大師 が流 した ヨシの葉 が エ ツ にな った とい う伝 説

もあ る。

産 卵 は筑後 川 と六 角川 の感潮 域 の上 限の 淡水域 で行 われ る。河 口付 近 でふ

化 した稚 魚 は、河 川 や ク リー クで成 長 し秋 に海 に入 る。

しか し、 主 な産 卵場 で あ る筑 後 川で は、 産卵 群 自体 が漁 の対 象 とな って い

る上 に、筑後 大堰 に よって大 きな影響 を受 けてい る。 さ らに六 角川 の場 合 は、

既 に完成 して い る河 口堰 が稼 動す れ ば産 卵 場 その ものが消 失す る ことにな る。

このた め、 六角 川 の場 合 は重 ね て 「佐 賀 県六角 川 のエ ツ王 と して、 地域 個体

群 の指 定 も受 けて い る。

1995.3.14塩EBIl1(鹿 島市)藤 井秀男氏提供
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胸ビ レは糸状 に伸びる1995.3.14塩 田川(鹿 島市)藤 井秀 男氏提供

1995.3.14(同 上)

主上顎 骨は伸長する り995.3.14塩 田川(鹿 島市)藤 井秀 男氏提供

エ サをこ しとるための鯉祀

1995.3.14(同 上)

幼魚1991.8.4

佐賀 江水系のクリーク(佐 賀市)
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コ イ

Cyprinus carpio

コイ科

地 方 名 こい 、 の ご い 、 ひ ご い、 ま ご い

大 き さ100cm

生 息域 上流域下 部～河 口 ・汽水域、 ため池、

ク リーク

水 中 で は屈 折率 の違 い か らあ らゆ る もの が大 き く見 え る。 慣 れな い頃 はす

べ ての ものが陸上 の1.5倍 か ら2倍 に見 えて し まう ものだ。大 学 の卒業 論文 の

た め、潜 水調 査 をして いた時 の ことで あるが 、川岸 の ヨシの根元 の え ぐれ に

カワ ムツ の稚 魚 を百 数十 尾 を数 えた ところで 、 その薄 暗 い奥 に何 か 気配 が し

た 。 おそ るお そ る首 を突 っ込 んでみ る と、 直径3cmほ ど もあ りそ うな うろ こ

模様 の壁 が あった 。 それ をた どって い くと、 ギ ョッ とす るほ ど大 きな 魚の眼

が じろ っ とこっ ち を見 て いた。冷 静 に考 える と80cm程 度 の コイだ った と思 う

が、その時 は1.5m位 に見 えてい たわ けで あ る。この時 以来 、川 の水 を飲 む こ

とに抵 抗 はな くな った よ うに思 う。

コイ は ヒゲが あ るのが特 徴 の よ うにいわ れ るが、2対 つ ま り4本 の ヒゲ を

持 って い る こ とはあ ま り知 られ てい ない。前 方 の1対 は短 く、後 方 の ヒゲが

長 く目立 っ 。

昔 か ら馴 染 みの あ る魚 で、 以前 は県 内 の平野 部 の水 田で は 田植 え後 か ら夏

季 に水 を落 とす まで水 田で の養殖 が行 わ れて いた。 草取 りの手 間 も省 け、 コ

イの成 長 も著 しか った とい う。 また、 古 くか ら観 賞用 に品種 改 良 も行 われ て

お り、 様 々 な品種 が創 出 されて い る。 こうした飼育 品 種 は、野 生 の コイ(ノ

ゴイ)よ り体 高が 高 くな って お り、 ヤマ トゴイ と総称 されて 区別 され るこ と

が あ る。

コイ科 の 魚 は口 に歯 を持 た ない た め吸 引摂 餌 を行 う。 そ のかわ り喉 に咽 頭

歯 を持 つ。 コイ な どの大型 魚 は、 この歯 で 貝類 な どもか み砕 い て飲 み込 むの

で あ る。 その威 力 は10円 玉 を も曲げ て しま うほ どで あ る。

1993.9.11牛 津川(多 久市)

コイの顔1993.9.11(同 上)
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ゲンゴロウブナ
Carassius cuvieri

コイ科

地方名 ふ な、へ らぶな、 げんごろ うぶな

大 き さ62cm

生 息域 下流域 ～河 口 ・汽水域 、ため池、 ク リ

ーク

も とも とは琵 琶湖 にのみ生 息 す る 日本 固有種 で あ る。 しか し、以 前 は成長

が 早 い こ とか ら食 用 として 、近 年で は釣 りの対 象 として各 地 に移植 され、全

国 に広 まって い る。

県 内で は昭和8年 よ り、 琵琶 湖か ら取 り寄 せ た もの を増 殖 して放 流 され た。

その過 程 で、本 家 の もの よ り「優 しい面構 え王に変 異 し「栄 鮒」の名 を頂 戴 して

い る。

他 の フナ が雑食 性 で ミミズ を餌 として釣 るのに対 し、 ゲ ンゴロ ウブナ は プ

ラン ク トン フィー ダーで あ り、芋 や麩 等で 釣 る。体 もプ ラ ンク トン食 に適 し

た形 に特 化 してい る。例 えば他 の フナが水 底 を あさ るた め に口が下 向 きに突

出 す るの に対 し、 プ ラン ク トンを捕食 す る本種 は前方 にま っす ぐ突 き出す。

消化 管 も2倍 ほ ど長 い。

また、 え らの前半 分 の 白色 の部 分 は水 か ら餌 を こ し取 る機能 を持 ち、鰐祀

(さい は)と 呼 ばれ る。 この鯉 杷 は他 の フナが50本 前 後 な のに対 して、 プラ

ンク トン専 食 す るゲ ン ゴロ ウブナ は110本 ほ どで あ る。見 分 けがつ か ない場 合

は、 この鯉 杷 の数 を数 えれ ば よい のだが 、厄 介 な こ とに野生化 した ゲ ンゴ ロ

ウ ブナ に は鯉 祀数 が90本 程 度 しか な い もの が い る。 お そ ら く、在 来 の フナ と

交雑 してい るの だ ろ う。釣 り人 は これ を 「は んべ ら王 「あ いべ ら」等 と呼 んで

い る よ うで あ る。

プ ラ ンク トン食 性 で成 長が速 い こ とか ら、富 栄養 湖 の多 い フ ィ リピンへ移

植 され 、地 元 の漁 師か ら有 り難 が られ、時 の大 統領 夫 人 の名前 を頂 き 「イ メ

ル ダ フ ィ ッシュ」 の名 を頂戴 した そ うで あ る。 しか し、 マル コ スな き今で は

一体 どうい う扱 い を受 けて い るのだ ろうか。

1992.9.12田 手川(神 埼 町)

ゲンゴ ロウブナの顔1992.9.12(同 上)
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クリークの片隅で 岩田 淡水(佐 賀市)

私 が 釣 りの対 象 とす るヘ ラ ブナ のふ るさ とは滋賀 県 の琵 琶湖 で あ る。 琵琶

湖 固有種 のゲ ン ゴロ ウブナ がル ー ツで、 このゲ ンゴ ロ ウブナ を人工 的 に改 良

した のが ヘ ラブ ナだ。 明治 時代 、大 阪 の河 内地方 で大 が か りに養殖 、全 国 に

出荷 され る よ うにな ったた め、 カ ワチ ブナ とも呼 ば れて い るが、佐 賀 平野 ク

リー クや北 山ダ ム にい るヘ ラブナ は、佐 賀市 蓮池 町 の養 魚家 が昭和8年 、 琵

琶 湖産 の ゲ ンゴ ロ ウブナ を親 ブナ として改 良 し、 佐賀 の古 い呼 び名 の栄(さ

か え)を 取 って 「栄 ブナ」 と命 名 、産 卵 フ化 させ た体 長3セ ンチの稚 魚3万

3千 余 匹 を放 流 した のが始 ま り。 い らい昭和39年 まで県 当局 や 内水面 漁業協

同組合 な どの手 で放流 が続 け られ 、環境 に恵 まれて在 来 の マブ ナ をは るか に

しの ぐ旺盛 な繁殖 力 で広 が り、九 州 のヘ ラブ ナの宝 庫 とい われ る までの魚 影

とな った もので あ る。

佐 賀平 野 のた たず まいは近 年、 大 き く変容 した。 大小 迷路 の ようだ った ク

リー クが土地 改 良事業 に よって統 廃合 され 、人 間的 サ イズ を超 える直 線 の水

路 に画 一化 され た。 それ と一緒 に ネ コヤ ナ ギ な ど田 園 に彩 りを添 えて いた

木々 の緑 も消 えて しまった。 集落 が緑 のべ 一 ル を取 りはず され て、 不思議 に

遠 く、 そ して ひ とかた ま りに見 え るよ うにな った。 むか し、佐賀 平 野 の ク リ

ー ク に は 「ヌ クメ 王 とい う人 工魚 巣 が設置 して あった 。 ヌ クメの語 源 は 「温

め る王 で あ る。 ぬ くぬ く と保 護、 温存 す る とい う意 味 だ。 水落 ち後 こ こに居

着 い た コイや フナ を獲 る堀干 し と泥揚 げ は佐 賀平野 の農家 の年 中行 事 で あ り、

風物 詩 で もあった 。 しか し、姿 を消 した 。農 業 の変革 、農 村 の生活 様 式 の変

化 、都 市生 活者 との混住 化 、 それ に伴 う共 同体 の崩壊 … 時代 の流 れ とい う言

葉 だ けで はす まされ ない寂 しさ を釣 りが趣 味 の私 は感 ぜ ず には おれ ない。

あの浮 き草 の ホテ イア オイ。堀 の片隅 に浮 か び、淡 紫色 の花 を咲 かせ てい

た間 は、 可愛 い気 もあ った。 が、 い まは ど うだ ろ う。汚 れ た水 の栄養 をた っ

ぷ り吸収 して、 ネズ ミ算式 に大 繁殖 し、堀 を 占拠 して い る。 浮 き草稼 業 の気

まま さなん て、 うっか り気 を許 した人 間 を嘲 笑 す るか の よ うで は ないか。

魚 た ち は本 能 的 に敏 感 だ。 こんな場所 か らは脱 出す る。 だか ら堀 に よって

魚影 の濃 淡 が極端 だ。釣 りのポ イ ン ト選 びの ヒン トには な るが 、悲 しい こ と

で あ る。 自然 のなか に自 らを没 し、魚 た ち と対 話 す る釣 り。 私 た ちは佐賀 平

野 の ク リー クを こよな く愛 して い る。 ク リー ク を単 にかん がい 用水確 保 とい

う 「有 限 の価 値 」化 す るの で はな く、 水遊 びや 釣 りを通 して語 らう 「無 限 の

価値 王 あ る場 として生か す ことが 大切 で はな いだ ろ うか。

(いわた ・たんすい、本名 ・岩田誠、佐賀県内水面漁場管理委員、日本へら

鮒釣研究会本部常任理事、同佐賀さかえ支部長)

魚の たまり場 「ヌクメ」
堀覚え書き

佐賀 平野 に網 の 目の ように発達 して い る堀(ク リー ク)は 、 江湖(え

ご)の 名残 だ。 この堀 に、所 々 に魚 を集 め るた めに 「ヌ クメ」 が作 られ

てい た。堀 底 を深 く掘 り下 げ、材 木 を立 て並 べ魚 のた ま り場 とした もの

で、 「カ メ」とか 「ガ メ王と も呼 ばれ た。 これ はヌ ク メに割 れた瓶(か め)

を入 れ る こ とが多 い こ とか ら命 名 された らしい。

規模 は瓶 を入 れ ただ けの もの か ら、中 に は大 工 の手 を入 れ、棟 を張 り、

ヌ クメ内 が小屋 ぐらいの もの もあ った とい う。材料 の木 は松 を1年 間水

に浸 して お き、 つ るつ る に皮 が は げた もの を使 う と魚 の付 きが よ く、位

置 は 日当 た りの よい深 みで、 入 り口が南 向 きが最上 とされ た。
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ギンブナ

コイ耕

地方名 ぎんぶ な、ふな、ほんぶ な、 まぶな

大 き さ25cm

生息域 中流 ～河 口 ・汽水域、 ため池 ・ク リー

ク

フナ は急流 以外 な ら、 どこにで も見 られ る普 通 の魚で あ る。裏 を返 せ ば、

環 境 に非 常 に よ く適応 す る い うこ とで もあ り、事 実 大 きな形 態的 変異 が見 ら

れ る。例 えば、 た め池 の ギ ンブ ナ は体 高 も高 くゲ ン ゴロ ウブナ も顔 負 けで あ

った りす る。 その上 、分類 も混 乱 してお り意外 に面倒 な魚 で ある。

金 魚 を含 めて 、他 の フナ類 の染色 体 数 は100本(2倍 体)で あ るが 、 ギ ンブ

ナ だ けは、150本(3倍 体)で あ る。3倍 体 は種 な しス イ カの例 の よ うに、子

孫 を残 す こ とが で きな いはず な のだが 、 どっ こい3倍 体 の ギ ンブ ナは立 派 に

繁栄 してい る。

実 は、ギ ンブナ は雌 性 発生 とい う特殊 な発生 を行 う。精 子 は発 生 の きっ か

けを与 え るだ けで、 受精 の直 後 に精核 は卵 か ら放 出 され、 父親 の形 質 は遺 伝

せ ず、 子供 は母 親 とまった く同一 な遺 伝子 を持 つ クロー ン とな る。 そ のた め、

発生 の開始 には ドジ ョウの精 子 さ え も有効 で あ り、 その場 合 もあいの子 を生

じ るよ うな こ とはない。 実際 、 関東地 方 の ギ ンブナ は雌 ばか りだ とい う。

以 前 に県内 で調 べた十 数 匹 の中 に は、雄 は少 なか らず いた のだが 、不 思議

な こ とにすべ て15cm以 下 で あ り、雌 は18cm以 上 の もの ばか りで あった。

時折 、三 つ尾 の フナ が捕獲 され る こ とが あ る。 金魚 とフナ類 の 「あ いの子 王

と考 え られて お り 「鉄 魚王 と呼 ばれ て い る。 染色 体数 の 関係 でギ ンブナ とは

関係 な いはず で あ るが紹 介 してお く。 また、 まれ にコ イ とフナ類 の雑種 も生

まれ る こ とが あ るが、 こち らは コイナ と呼 ばれ る。

1994.5多 布 施川(佐 賀市)

ギンブナの顔1994.5(同 上)

Carassius auratus langsdorfii
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オオキンブナ
Carassius auratus buergeri

コイ科

地方名 きんぶな、ふ な、ほんぶな、 まぶ な

大 き さ30cm

生 息域 中流～河 口 ・汽 水域

琵 琶 湖 か ら移 入 された ゲ ンゴロ ウブナ と区別 して、在 来 の フナ はマ ブ ナ と

も呼 ばれ る。 しか し、必 ず しもマ ブナ=ギ ンブ ナ とい う図式 は成 り立 た ない。

日本 固有種 のゲ ン ゴロ ウブナ を除 き、 ユー ラ シア大 陸 に はキ ンブナ 系 とギ

ンブ ナ系 の フナが あ る とされ る。

日本 に も全 国 に分 布 す るギ ンブナ の他 に、 キ ンブ ナ系 の フナ として 、東 日

本 の キ ンブナ(15cm)、 諏 訪湖 一帯 のナ ガブ ナ(25cm)、 琵琶 湖 に は鮒 寿 司 に用

い られ るニ ゴロ ブナ(35cm)が 分布 し、西 日本 にはオ オ キ ンブナが 広 く分布 し

てい る。

ギ ン ブナ よ り体 高が低 く顔 立 ち も異 な る。 体色 もギ ンブ ナのオ リー ブ色 に

対 し黄 色 が強 く、腹 側 の各 ヒレ も赤 み が強 い。食 性 を反 映 して鯉杷 数 も少 な

く消化 管 も短 い。 背 ビ レの軟条 は14～16本 でギ ンブナ の17本 前後 よ りや や少

な く、 その分 背 ビレの基底 長 も短 くア ンバ ラ ンス な感 じを受 ける。

しか し、特 に九 州 のオ オ キン ブナ は形 態 的 には、 ギ ン ブナ と微 妙 に重複 す

る ところが多 く、 何 を もって 区別 で き る とは明 言 しか ね る ところが あ る。確

か に、河 川 に見 られ る30cmほ どの フナは体 高が 低 く、体 色 も黄 味が 強 いのだ

が、 背 ビ レ条 数 は17本 で あ る こ とが多 い。 ただ し、 松浦 川 の フナ は背 ビレ条

数が16本 の ものの割合 が 高 い ようだ。

フナ類 自体 が 多形性 の魚で 変異 に富 む た め、 分類 も混 乱 してお り、学 名 も

流動 的 で あ る。 いず れ にせ よ、泥 臭 い魚 の筆頭 で あ る フナ に も、"き ん さ ん"

と 、"ぎん さん"が い る と言 うこ とには違 い はない ようで あ る。

1994.5.5塩 田川(塩 田町)

オ オキンブ ナの顔1994。5.5(同 上)
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ヤ リタナ ゴ
Tanakia lanceolata

コイ科

地方名 たばや、で んぼや、べんばや、べ にば

や、あかぶ ち

大 き さ10cm

生息域 中～下流域

和 名 は 「槍 」 の よ うな 「た な ご」 の意味 で あ る。 か つて 、唐津 に勤 務 して

い た頃 、生徒 に名 前 を聞 かれ て そ う教 えた と ころ、 川 に もタナ ゴが い るのか

と驚 か れた こ とが あ る。海 に棲 む方 はウ ミタ ナゴ とい い、 コイ科 の タナ ゴ類

とは 「あか の他 魚」 で あ る。

しか し、 その繁 殖 法 はいず れ も変 わ っ てい る。 ウ ミタナ ゴの 方 は胎 生(卵

を体 内 でふ化 させ稚 魚 を出産 す る)の 魚 として有 名 で あ る。 これ に対 しコイ

科 の タナ ゴ類 はイ シガ イ科 の淡水産 二枚 貝 の 中に卵 を産 み つ ける。

ヤ リタナ ゴの雄 の婚 姻色 は背側 が 緑青 色 を帯 び、胸 ビレ付近 の腹 側 は淡 い桃

色 で美 しい。 また、 背 ビ レ と尾 ビ レの縁 には赤色 の帯 が 見 られ るが 、特 に尻

ビレ は鮮 や かで あ る。産卵 期 は春 か ら夏 にか けてで あ りそ れ以外 の季 節 で は

婚 姻 色 は消失 して い る。 しか し、水 槽 内で は水草 を多 く入 れた り十分 な 隠れ

家 を与 え る こ とで リラ ッ クス させ てお くとほ ぼ1年 中雄 の婚 姻色 を保 つ こと

が で きる。 これ に対 して、雌 の体色 は肩 に不 明 瞭 な暗色 斑 が見 られ るが基本

的 に銀一 色 で、短 い産 卵管 が あ る以 外 、 これ とい った特 徴 はな い。

タナ ゴの仲 間 で は比 較 的流 れ の速 い水 域 を好 み、 県 内河川 の 中下流 域 に広

く分 布 す る。 体 高が低 く眼径 ほ どもある長 い1対 の ヒゲ を持 つ ことの他 に、

背 ビレの条 で はな く膜 の方 に紡錘型 の黒 色斑 が1つ ず つあ り、全 体 として1

列 に並 んで い る こ とが特徴 で あ る。 これ らの形 態的 特徴 は同属 の アブ ラボテ

に もあて は まるが、色 彩 が大 き く異 な るた め、 背 ビ レの膜 を見 る こ とが ヤ リ

タナ ゴの最 も確 実 な識 別 法で あ る。

婚姻色1993.4.3多 布施川(佐 賀市)

婚姻色 の現れは じめた雄

1993.4.3(同 上)
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アブ ラボテ
Tanakia limbata

コイ科

地方名 たばや、でん ばや、べんばや、べ にば

や、 しぶたい、 しぶたご、 しびん た

大 きさ7cm

生息域 中流域

県 内で は、 タ ナ ゴの仲 間 は 「で ん ぼや 、べ ん ばや」 等 と混称 され るが、 ア

ブ ラボ テだ けは 「しぶ た い、 しび んた」 等 と呼 ばれ、 他 の タナ ゴ類 と区別 さ

れ る ことが ある よ うで あ る。 県外 に は 「くそば え ・くそぶ な ・にがぶ な」 な

どの地 方名 が あ る。 いずれ も、鯛 、脆(は や)、 鮒 に似 た まず い魚、 また は体

色 か ら出 た呼称 と思 わ れ る。 和名 の ア ブラ ボテ は油 色 の平 た い魚 の意味 で、

も と もと大 阪付 近 の呼称 で あ る。

タ ナ ゴの仲 間で は最 も速 い流速 を好 み 、名 古屋以 西 に広 く分布 す る。 瞬発

的 な突進 速 度が ず ば抜 けて お り、 水槽 の 中で飼 育 す る と他 の タナ ゴ類 よ りも

よ く馴 れ、持 ち前 の突進 力で餌 を独 り占 め し、 成長 速度 も他 を圧 倒 す る。

貝 か ら泳 出 した ばか りの稚 魚 は他 のタ ナ ゴ と同様 に背 ビ レにカゼ トゲ タ ナ

ゴを思 わせ るよ うな黒 色斑 紋 が見 られ るが 、2cmを 超 え る頃 には消失 して、

背 ビレ と尻 ビレの先端 が やや 黄土色 を帯 びて くる。 さ らに、 ヒレ を含 めた体

全体 が黄 土色 を帯 び る。成 熟 す る と黄緑 暗褐 色 に変 化 す る。 黄土 色 だ った ヒ

レは、黒 色 と鮮 やか なオ レンジ色 の縞模 様 が現 れ シ ックな色 調 にな る。 また、

この よ うな婚 姻色 は、九州 産 の ものが一 際鮮 や かで あ る ら しい。

成熟 した雄の鼻先には白色のいぼの様な構造が見られる。これは「追い星」

と呼ばれる角質化した固い組織で、成熟した雄によく発達する。繁殖期に他

の雄を突っついて排除する時に使われる。

初めて見た人は皮膚病 と勘違いするようであるが、人間で例えれば思春期

のニキビの様なもので、繁殖期の終わりには脱落してしまう。

婚姻色1991.10.27多 布 施川(佐 賀 市)

1994.8.1六 角川(武 雄市)
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セボシタビラ
Acheilognathus tabira subsp.2

コイ科

地 方名 たばや、でん ばや、 べんばや、べ にば

や

大 きさ8cm

生息域 中流域、小水路

タナ ゴ とい う名 前 は、 その側 扁 した体 形 か ら 「タイ の子」 が託 った もの と

いわ れ てい る。 これ に対 して セ ボ シタ ビラの タ ビラ とは タナ ゴの古名 で、 手

の ひ らの よ うな平 た い魚、とい う意味 らしい。

タ ビラの仲 間 は東 日本 の アカ ヒ レタ ビラ、西 日本 の シ ロ ヒレタ ビラ、北 部

九州 の セ ボシ タ ビラの3亜 種 に分 け られ てい る。本 州産 の2亜 種 は雄 の尻 ビ

レの縁が それ ぞれ赤 や 白の婚姻 色 を呈 す る こ とか ら、 セ ボシタ ビ ラは未成 魚

の背 ビレ に見 られ る黒 色斑(背 星)か らつ け られ た名 で あ る。

ほ とん どの タナ ゴの仲 間 は稚 魚期 に、背 ビレの前端 に黒色 斑 が見 られ るが、

セ ボ シタ ビラの黒 色斑 は少 し後 退 した位 置(第4軟 条 ～第6軟 条)に あ り、婚

姻 色 を発 現 す る直 前 まで見 られ る。

ヒゲ はヤ リタナ ゴ とカネ ヒラ の中間 で眼径 の1/2程 度。 体形 はヤ リタナ

ゴに似 てお り、婚 姻色 以外 で は背 ビレの黒色 点列 が カ ネ ヒラの様 に ヒレの筋

(軟条)に あ る こ と、尾部 に短 い青 色 の筋(縦 条)が ほ んの りと見 られ る こ

とで 区別 で きる。 や や流 れの あ る砂 礫底 を好 み、産 卵期 は2月 下 旬 か ら8月

上 旬 までの長 期 にお よぶ。

県 内 に は7種 の タナ ゴの仲 間が存 在 す るが、 このセ ボ シタ ビラ につ いて は、

田手 川 で1個 体 を捕獲 した に過 ぎな い。 しか し、筑 後川 をは さんだ福 岡 県柳

川市 付近 には多 い とい う。 また、長 崎 県壱 岐 に も多 く生 息 す る とい う。

なお、 唐津 市在 住 の荒巻 裕氏 に よる と、大 分 県玖 珠盆 地 で発見 されて いた

ヤ リタ ナ ゴ と思 われ て いた化石 は、骨 の形 態 よ りタ ビラ類 の化石 と判 断 で き

る とい う。

婚姻色1993.12大 牟田市

婚姻色の現れはじめた雄

背ビレに黒色の 「ホシ」がみえる

1993.12(同 上)
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カネ ヒラ
Acheilognathus rhombeus

コイ科

地方名 たばや、 でんばや、べん ばや、 べにば

や

大 きさ13cm

生息域 中流～下流域

日本最大のタナゴで、県内全域の平野を流れる河川に普通に見られる。し

かし、全国的には琵琶湖から広島県東部までと北部九州に分布するのみであ

る。

雄 の婚姻 色 は大変 豪華 で あ る。 白濁 した ピ ンク色 に染 まった尻 ビレ と後 方

に伸長 した背 ビレ を一杯 に広 げて縄 張 りを主 張 す る様 子 は、他 の タ ナゴ を見

慣 れ た 目に は 「で か い」 の一言 につ きる。特 に10cmを 超 え る ような大 型 の雄

の頭部 は金 属光 沢 を増 し、 まるで鉄 兜 をかぶ った よ うで 異様 な迫力 さ えあ る。

バ ラ タナ ゴ類 をそ の まま大 き くした よ うな魚 で あ るが 、微小 な ヒゲ を持 ち

体 側 の ブルー の線 は境界 が 不明 瞭 で金属光 沢 もない。 また、 やせ た未 成魚 は

体 高 も低 くヤ リタナ ゴ と紛 らわ しいが、 背 ビレを広 げて黒 色 点列 の位 置 を見

れ ば よい。夏 の終 わ り頃か ら婚 姻色 を呈 し始 め、 水面 上 か ら も美 しい ピン ク

色 の尻 ビ レで 一 目で それ とわ か る。

産卵は秋で、優勢な雄が二枚貝を中心に縄張りを作る。他の雄を追い払い、

陶酔したような表情で体をけいれんさせ雌を誘う。雌は臭いで貝の出水管の

位置を確認 し、腹部を貝に打ちつけるようにして産卵管を挿入し、瞬間的に

1個 から数個の卵を産みつける。直後に雄は雌を追い払い入水管の前で放精

する。こうした一連の動作を何回も繰り返す。稚魚は冬を貝の中で過ごし、

4月 頃に貝から泳出する。泳出して間もない稚魚の腹部はシマヨシノボリの

雌の婚姻色のような鮮やかなコバルトブルーである。

飼育は容易で観賞価値も高いが、植物食性が強い雑食性のため水草をかじ

って丸裸にしてしまう難点がある。

婚姻色1990.8.4城 原川水系の水路(干 代田町)

幼魚1993.5.24城 原川(神 埼町)
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タイリクバラタナゴ

Rhodeus ocellatus ocellatus

コイ科

地方名 たぼや、 でんぼや、べ んばや、 べにば

や

大 きさ8cm

生息域 小水 路、ため池 ・ク リーク

タイ リクバ ラタナ ゴ は和 名 が示 す とお り、本 来 は中 国大 陸 と台 湾 に生 息す

る魚 で あ る。 太平 洋戦 争 中 に食 料確 保 の ため、 中 国か らソウギ ョ等 が関 東 に

大 量 に移 入 され た折 に"密 入 国"し た らしい。 後 日、卵 を産 みっ け られ た二

枚 貝 が琵 琶湖 に移 入 され 、以 降、 毎年 各地 で行 わ れ るアユ や フナ の放流 に混

入 して あ っ とい う間 に全 国 にバ ラ まかれ て し まった。

また 、 その美 しさか ら観賞 魚 として売買 され、 そ の一部 が 自然界 に 「捨 て

魚」 された こ とも急 激 な分布 拡大 の要 因 に なっ てい る よ うだ。

タ イ リクバ ラ タナ ゴ はヒゲ もな く日本 固有 亜種 の ニ ッポ ンバ ラタナ ゴ と非

常 によ く似 て い る。最大 の識 別 点 は、腹 ビレ前端 に真 珠光 沢 の あ る白線 が見

られ る こ とで あ る。 しか し、雌 やニ ッポ ンバ ラタナ ゴ と交 雑 した もの で は見

られ なか った り、不 明 瞭で あ る こ とが多 い。 その ほか の特 徴 は、大 型 でニ ッ

ポ ンバ ラタ ナゴが成 熟 す るサ イズ にな って も背 ビレに幼 魚期 に み られ る黒 色

斑 紋 が残 っ てい る し、 成長 す る と体 長 が6cmを 超 え る。 また 、額 の角 度が 小

さ いた め、 その分 背 中の盛 り上 が りが きつ い。雄 の腹部 や尾柄 の婚 姻 色が ニ

ッポ ンバ ラタナ ゴが朱 色 に近 い レ ンガ色 で腹 ビ レが 黒 ずむ こ とが多 いの に対

し、 タイ リクバ ラ タナ ゴの婚姻 色 は真紅 のバ ラ を思 わせ る紅 赤色 で 、腹 ビレ

は透 明 で ある等 が あげ られ る。

県内 で は、武雄 市 、鹿 島市 、有 田町 等 の県西 部 に多 いが 、 その他 の地域 に

も雑 種 と思 われ る個体 が 点々 と生 息 して い る。 この中 で、鹿 島 市北部 の用水

路 に は、明 らか な タイ リクバ ラタナ ゴの特 徴 を備 えた もの ばか りが 多数 生息

して い る。

婚姻色1992.6塩 田川水系のクリーク(鹿島市)坂 本兼吾氏捕獲

1994.5.5塩 田川水系のク リーク(鹿 島市)
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ニッポンバラタナゴ

Rhodeus ocellatus kurunmeus

コイ科

地 方 名 たぼや、で んばや、べんばや、べ にぼ

や

大 きさ5cm

生息域 小水路、 ため池 ・ク リー ク

小 学3年 生 の頃、 学校 の帰 りに佐賀 城 の西堀 端 の浅 瀬 で レンガ色 の腹 を見

せ なが ら、盛 ん に餌 をつ いば んで い るバ ラ タナ ゴ を見 つ けて 「熱帯 魚 がお堀

にお る」 と思 った こ とを今 で も鮮 明 に思 い 出す。

か つて、 西 日本 のた め池 な どに普通 に見 られた この魚 は、環 境庁 に よって

絶滅 危 惧種 に指 定 され て い る。

本 種 の絶 滅 の危機 は、他 の動物 とやや 意味 合 いが異 な り近縁 の タ イ リクバ

ラタ ナ ゴ と交雑 して し まう こ とで、 日本 固有 亜種 が消 滅 す る とい うこ とにあ

る。 日本 の淡水 魚 は、 中国大 陸 か ら陸続 き とな った時 代 に渡 って きて、 その

後 と り残 され 、別(亜)種 と して分化 した もの であ る。

長 い地球 の歴 史 の 中で は、種 の分化 と平行 して、分 化 の途上 にあ った もの

同士 が再 び同化 す る ことは別 に珍 しい ことで はない か も知れ な いが、 それ が

人 間 の手 で行 われ る とな る と話 は別 で あ る。

現在 、大 阪産 の ものが東 京 の赤坂 御用 地 にて保 護 され て い るが 、本 家 の大

阪で は既 に雑種 化 して しま ってい る とい う。

県 内で も西部 を中心 に既 にタイ リクバ ラタナ ゴの侵 入 が確認 され てお り、

佐 賀城 跡 の お堀 で も雑 種化 が確 認 され てい る。佐 賀市 近 郊 は全 国で も最後 の

天 然 の生 息域 と思 わ れ る。 行政 等 に よ る緊 急 な隔離保 護 の施 策 を期待 したい

もので あ る。

繰 り返 す よ うだが、 本種 の最 大 の脅威 は遺 伝子 の撹 乱 で あ る。 ニ ッポ ン型

に見 えて もタイ リク型 の遺 伝子 を潜 在 して い る可 能性 が あ り、卵 を保 持 して

い る可能 性 の ある二枚 貝 も含 めて 、別 の水域 へ の放 流 は厳 に慎 んで いた だ き

た い。

婚姻色1992.5.5多 布 施川水系のク リーク(佐 賀市)

産卵管の伸びはじめた雌

1992.6晴 気川水系の水路(小城町)
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カゼ トゲタナゴ
Rhodeus atremius atremius

コイ科

地方名 たばや、でん ばや、 べんばや、べ にば

や

大 きさ5cm

生息域 小水路、 クリー ク

カゼ トゲ タナ ゴの雄 は産 卵期 に は愛 くる しいア イ ライ ン と口紅 で 、雌 を誘

う。 ヒゲ もな く一 見バ ラタ ナゴ類 に似 るが 、肩 部 の金属 光沢 が な く、体側 の

ブ ルー の線 も色彩 が 異 な る。 つ ま り、 バ ラタ ナ ゴ類 は水 色 の線 が背 ビレの起

点 よ り後 方 か ら始 まっ て、尾柄 付近 で細 ま って消 え入 るよ うに終 わ る。雌 は

線 自体 が細 く目立 た な い こ とが あ る。 これ に対 して カゼ トゲ タナ ゴで は コバ

ル トブルー の線 が背 ビレの起 点 よ り前 方 で始 ま り、 尾柄 末端 で 太 い ま ま断絶

す る。雌 も雄 と同様 で あ るが む しろ紺 色 に近 い。 また 、 その延 長 の尾 ビレの

基部 が雌 雄 と も黒 ず む。

カゼ トゲ タ ナ ゴは世 界 中 で北部 九州 にのみ生 息 す る極 端 に分 布域 の狭 い魚

で あ る。 河 川や ク リー ク も利 用 しない こ とはな いが、 む しろや や流 れ のあ る

水 の澄 んだ 小水路 を好 むの で農業 用水 路 は主 要 な生 息 地 で あった。

とこ ろが近 年 、 その よ うな環境 は、 圃場 整備 に よって単 調 で巨大 な水 路 に

変 わ って し まった。 また、宅 地化 に よって三 面 コ ンク リー ト張 りに なった り、

土砂 の堆積 で水 深が 異常 に浅 くな った りして 、徐 々 に、 かつ確 実 に悪化 して

い る。

現在、本種にとって一番安定した環境は、意外にも佐賀市街を網羅する多

布施川の小支流かも知れない。

広島県東部から兵庫県西部には、別亜種のスイゲンゼニタナゴが生息する。

素人目には同じに見える両亜種が離れて分布していることは日本列島の成立

を考える上で興味深い。残念ながら佐賀ほど平地の多くないこれらの地域に

分布するこの魚は、開発によって生息環境を奪われ、絶滅の危機に瀕してい

る。

雄1992.6晴 気川水 系の水路(小 城町)

雌1993.8晴 気川水系の水路(小城町
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淡水 魚 と
二枚 貝 につ いて

タナ ゴ の仲 間 が二枚 貝 に産卵 す る ことは広 く知 られ て い る。一 方 、二枚 貝

の幼 生(グ ロキデ ィ ウム幼生)は 、一 時期 ヨシ ノボ リ類 を中心 と した魚類 の

体 表 に寄 生 す る時期 が あ る。 つ ま り、 タ ナ ゴは二枚 貝 を 「ゆ りか ご王 として

利 用 し、二枚 貝 は魚類 を分布 拡大 の ため の移動 手段 として利 用 し、 お互 い に

持 ちつ持 た れっ(共 生)の 関係 を保 って い るので あ る。

二 枚 貝 は呼吸 のた め に、新 鮮 な水 を入水 管 か ら取 り入 れ 、 え らを経 由 して

出水 管 か ら排 出 す る。 この時 、水 の 中か ら微 小 な有 機物 を ろ過 して食 べ て い

る。 その食性 と高水温 や 酸欠 に も弱 いた め、長 期 間 の飼 育 はか な り難 しい。

飼育 下 の タナ ゴ類 の繁殖 の ため に は、 カ ネ ヒラ を除 いて は、 む しろ人 工授 精

の方 が確 実 で安 心で あ る。

県内 で は、イ シ ガイ科 の トンガ リサ サ ノハ、 ドブガ イ、 マ ツカサ ガ イ、 イ

シガイ の ほか にシ ジ ミガ イ科 のマ シジ ミ、 ヤ マ トシ ジ ミ等 が分布 す るが 、 シ

ジ ミガ イ科 の貝 は産卵 の対 象 にはな らな い。 なお 県 内で は、淡水 産 の二枚 貝

を総 称 してカ ラス ガイ と呼ぶ こ とが多 いが 、本 物 の カ ラスガ イは分布 しな い

よ うで あ る。

また ドブガイ につ いて は、従 来 タ ガイ、 ヌ マガ イ等 とい う名称 が使 わ れて

きたが 、それ らは生育 環境 の違 い に よる変異 に過 ぎず、近 年 で は同一種 の「型」

と して 区別 され て い るに過 ぎな い。

タナ ゴ類 の雌 は産卵 管 を イ シガ イ科 の二枚 貝 の 出水管 か ら挿入 し貝 の中 に

産 卵 す る。雄 は入 水管 に放 精 す る。精子 は水流 に よって運 ばれ 、貝 の 内部 で

受精 す る。

卵 は種 に よって異 な るが、洋 梨型 ～ だ 円形 でい ずれ も、 ク リーム 色 で もち

米 ほ どの大 きさで あ る。温 度 に もよるが1日 か ら数 日でふ化 す る。

ふ 化 した仔 魚 は刺激 に反応 して泳 ぐこ とが で きる。 しか し、 眼 どころか頭

す ら完成 してい な い状 態 で あ り、脱 ぎ捨 て られた卵 膜 が な けれ ば、卵 が泳 い

ドブガイの出水管からの匂いを嗅ぐニッポンバラタナゴ。雌は腹部

から伸びた産卵管を挿入して、卵を二枚貝の中に産みつける

1992.5。5多 布施川水系のクリーク(佐賀市)

イシがイの中で生活中のカネヒラの仔魚

1994.12嘉 瀬川水系の水路(久保田町)
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でい る よ うに しか見 えな い。早 くふ化 して反 射 的 に泳 ぐこ とで、二 枚 貝の え

らの ポケ ッ ト状 にな った袋(鯛 葉腔)に い ち早 く入 り込 み、外 界 へ放 出 され

ない た めの適応 で あ ろ う。 そ のた め に、卵 黄 の部 分 に は翼状 の突起 や 表面 に

微 小 な鱗状 の突起 も備 わ って い る。 ふ化 した仔 魚 は約1カ 月 あ ま り、秋 に産

卵 す るカネ ヒラ の仔 魚 にいた って は約半 年 を、狭 い ポケ ッ トの中 で過 ご して

十 分 に成長 し、卵 黄 を吸収 しつ くした頃 に貝 か ら泳 ぎ出 す。

二枚 貝 に卵 を産 み つ ける淡水 魚 は、 タナ ゴ類 の ほか に ヒガイ の仲間 が知 ら

れ てい る。 こち らは、 大胆 に も産卵 も放 精 も入水 管 か ら行 わ れ る。卵 は2㎜

ほ どで あ るが 、受 精後 に吸 水 して5㎜ ほ どに膨潤 す る ことで外 界 へ の放 出 を

免 れ る。 約10日 でふ化 して貝 か ら泳 ぎ出 し、2日 後 には餌 を とる こ とがで き

る。 また、近 くに二枚 貝 が生息 しない場 合 に は石 の割 れ 目な どに産卵 す る こ

とが あ る。

タナ ゴの仲 間 が二枚 貝 へ の依 存度 が 高 く、二枚 貝 な しで は生息 で きないの

に対 して、 ヒガ イの仲 間 の依存 度 は さほ ど高 くはない。

ドブガ イ イ シガ イ科

中、下 流 の流 れ の弱 い と ころや水 通 しの良 い ク リー クの砂 泥底 ～泥 底 に見

られ る。殻 は薄 いが 、成 長す る と20cmほ どにな る。 大型 の もの は、黒 色 で殻

頂部 が す り切 れ て 白 くな ってい る こ とが多 いが 、小 型 の もの は淡 褐色 で褐 色

や緑 色 の 同心 円状 の模 様 が あ り美 しい。 かつ て、 タガ イ、 ヌマ ガ イ と呼 ばれ

ていた もの は、 現在 で は ドブガ イの タガ イ型、 ヌ マガ イ型 とされ てい る。左

右 の殻 の噛 み合 わせ 部 に"歯"(一 般 に ち ょ うつが い と呼 ばれ る)が な い。

イ シガイ イ シガ イ科

やや 流 れの あ る中、下 流 の砂底 に見 られ る。 成長 す る と6cmに な る。 殻頂

付 近 に は織 の ような突起 が見 られ る ものが多 いが 、大型 の個 体 で はす り切 れ

て し まってい る こ とも多 い。 色 は ドブガ イ と同 じ ような変化 をす るが、 黒色

の ものの 中 には虹色 の光 沢 を もつ場合 もあ る。

マ ツカサ ガ イ イ シガ イ科

や や流 れ のあ る中、 下流 の砂底 に見 られ る。成 長 す る と5cmほ どにな る。

殻頂付 近 に はイ シガ イ よ り広 い範 囲 に明 瞭 な穎 粒状 の突起 が見 られ、時 とし

て全体 にお よんで い る もの もあ る。 稚貝 は淡 黄褐 色 で成長 に伴 って茶味 を増

し、黒 色 へ と変化 してい く。

トンガ リササ ノハ イ シガイ科

やや流 れ の強 い河川 や水 路 に生 息す る。成 長 す る と12cmほ どにな る。琵 琶

湖 にの み生息 す るサ サ ノハ ガ イの河 川型 とされ る。 タ ナゴ類 も利 用 しな い こ

とは ないが、 あ ま り好 まな い ようで あ る。

ドブガイ(みろくぎゃ一) イシガイ マツカサガイ トンガリササノハ

ニッポンバラタナゴの卵

(受精直後)

胚発生は盤割

(受精後絢3時 間)

ふ化直後の仔魚

(受精後約40時間)

ふ化後約20日目の仔魚

この後、卵黄を吸収しつくして、

二枚貝から泳ぎ出す
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春の水辺にて

中島 睦子(佐 賀市)

シ ソ科 の ホ トケ ノザ とい う紅 紫色 の花 が群 が って咲 く畦道 、 スイバ の葉 も

だ いぶ ん大 き くな った小川 の ほ と り、 キ ンポ ウゲ の黄色 の花 、 カ ラス ノエ ン

ドウ も可 愛 い花 を付 けて い る。 ああ春 に なった と実感 す る。

そん なの どか な一 日、鍋 島 町の荻 野地 区 の ク リー クで堀 干 し、佐 賀 で は ゴ

ミクイ とか、 ゴ ミア ゲ と も言 うら しい、 行事 が あ った。

自治 会 の方 々や 子供 クラブ、 ボ ラ ンテ ィア グルー プ、 消防 団等 の人 々が知

恵 と体 力 を 出 し合 っ て、数 十年 ぶ りの堀 の大 掃除 とな った。水 車 も大切 に保

管 されて いた もの を借 りて踏 め るよ うに してあ る。 ポ ンプや機 械 の力 を借 り

ク リー クの水 は段 々減 って ゆ き小 魚達 が 少 しで も水 の多 い方 へ移動 す る。鮒

な どは体 を寝 かせ て泳 いで い る。 ウロ コが キ ラキ ラ光 る。 メダ カ もい る。 ナ

マズ もい る。虹 色 に輝 くバ ラ タナ ゴ もい る。 ナマ ズや ドジ ョウ等 の川 魚 には

思 い 出が沢 山 あ る。 私 が子供 の 頃 は、竹 串 に刺 した川 魚 の素焼 きをわ らつ と

に刺 して保 存食 で あ った。 その ナマ ズの味 噌煮 が とて も好 きだ った。今 日、

久 しぶ りにナ マズ の味噌 汁 を頂 いた。 少 し思 い出 の味 とは違 った け ど懐 か し

か った 。

小 さい頃 、ザ ル です くっ た メダカや 鮒 をバ ケ ツや桶 に入 れ て、餌 は ミミズ

や ご飯 つぶ 、 それ に防火 用水 の 中 に沢 山 いた ピン ピン虫(ボ ウ フラの こと、

ピ ンピ ン虫 と呼 ん だ方が よ り特徴 を とらえて い る ようだ け ど)を 取 っ て入 れ

てや った。迷 い込 んで来 た カイ ツブ リもタ ライ に水 を張 って入 れ てみ た。で

もす ぐに逃 げ られた。 子供 なが ら水 鳥 とい う こ とを知 っ ていた らしい。生 き

物 との付 き合 いは、 田舎 の子供 達 に とっ て当た り前 の こ とで何 で もか んで も

飼 って いた。

春 、夏 、秋 と川遊 び は飽 きなか った 。川 は今 よ り身近 だ った。 入 り易 く上

り易 い よ うにな って いて 、草 も土砂 も石 ころ も程 よ くあ った。今 、堀 や川 が

コン ク リー トで整 備 され て い る所 が多 く子供 達 はあ ま り遊 ば な くなった。 も

っ と自然 を相 手 に遊 んで欲 しい。 ゆ った りと した時 間 を生 き物達 を見 つ めな

が ら、遊 び なが ら共有 して欲 しい。 川底 の砂 を素足 で踏 ん だ時 の感触 や草 の

根 元 をザ ルで す くって上 げ る時 の ワ クワ クす る ときめ きを体 験 させ てや りた

い。 その為 には、安 心 して入れ る川 、生 き物達 の棲 め る川 が必 要 であ る。

川 が本来 の 川で あ る よう に願 っ てい る。

(なか し ま ・むつ こ、 県緑 の ア ドバ イザ ー)

堀覚え書き 雨後の 「アガイイオ トリ」

堀 の近 くに暮 らす人々 に とって、雨 後 の楽 しみ の一 つ に 「アガイ イオ

トリ王 が あ った。6月 が コイ、 フナ の禁漁 期間 とな る以 前 は、 この梅 雨

の時期 が 「ア ガイ イオ トリ」 の最盛 期 だ った。

「ア ガイ イオ」 とい うの は 「上 が り魚」の意味 で、 か んが い用 に堀 を満

水 に した5月 中 ごろか ら、雨 がた くさん降 る日に、堀 の魚が岸 のメ ラ ク

チ(水 口)か ら、水 田 に向 けて、 よ く上 りこむ。

メ ラクチ つ ま り水 の落 ち 口は、 た いて い夏 に水 車 をか け て水 田 に水 を

踏 み込 む場所 とな ってい る。雨 で水 田 に あふれ る水 が落 ち てい る時、 こ

こを玉網(タ モ)で す くえ ば、 コイ、 フナ、 ドジ ョウ な どが捕 れ た。 ま

た メ ラクチ の下 に ウナギ ウケ を仕掛 けて もよか った。 水 の落 ち 口は溶存

酸素 や え さが 豊富 で、 しか も水 田 は産 卵場 所 と して堀 の魚 が入 り込 ん で

い った。

また堀端 の夜 は、「夜 振(ヨ ボイ)王 と称 して たい まつや カー バ イ トラ

ンプ片手 に 「アガ イイ オ トリ」 に 出か け る楽 しみ もあった 。玉 網 です く

うほか、狙 いを定 めて ヤ スで突 く攻撃 的 な もの も。闇夜 にあ っち こっ ち

にた い まつの 火が入 り乱 れ る情景 は、 村 の子供 に哀 愁 と驚異 の感 情 を与

えた とい う。
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ハ ク レ ン

Hypophthabmchthys molitrix

コイ科

地方名 れ んぎ ょ

大 き さ100cm

生息域 下流域 、ク リー ク、湖 沼

中 国原産 の魚 で、水 中 を漂 う有機 物 と くに植物 性 プ ラ ンク トンや藻 類 を捕

食 す る。成 長 が極 めて速 い ことか らほか の中国 四大家 魚 と同様 に食用 を目的

と して移 入 され 、利根 川水 系 に定着 した もので あ る。一 時期 霞 ヶ浦 での年 間

水 揚 げが1500tに 達 した こ とが あ る とい う。

現 在 で は、 埼玉 県羽 生市 よ り下 流 の利 根 川で 見 る こ とが で きる。雨 後 の翌

朝 に1m近 い大物 が3mほ どもジ ャンプす るダイ ナ ミックな姿 を見 る ことが

で きる とい う。

同 じ属 の コク レン に似 るが 、体色 は銀 白色 で背側 は緑 褐色 で 、暗色 の斑 紋

はない 。産卵 期 に は雌雄 と も暗紫 色 の婚姻色 が 現 れ るが追 い星 は生 じない。

体形 は側 扁 が強 く、 コク レ ン同様 に腹 中線 が竜 骨状 の突 起 が見 られ るが 、突

起 は コク レ ンよ り前 方 の、 の ど元 か らは じま る。腹 側 にた れ下 が った眼 もコ

ク レンほ ど極 端 で はな い。

植 物 プ ラ ンク トン食 に適応 して、鯉 杷 は同 じ食性 のゲ ンゴ ロ ウブナ よ りも

さ らに多 く900本 以上 で 、互 い に合 着 して 不規則 な隙間 が あい てい る。空 気呼

吸 も行 う ことが で きるた め酸 欠 に も耐 性 が高 く、 アオ コな ど も食 べ るため富

栄 養湖 の浄 化 に役立 つ一 方 、餌 を め ぐって の競 争 に不利 なゲ ン ゴロ ウブナ は

底 生生 物 を食 べ る ように変化 し、数 を減 らして い る ところ もあ る とい う。

県 内で は、1978年 に筑後 川で の記録 が あ る。 おそ ら く他 の 魚の放 流 に混 じ

って入 って きた もので あ ろ うが正 確 な ことは不明 で あ る。 い ずれ にせ よ、 ソ

ウギ ョ と同様 に長大 な河川 を流 下 しなが らふ化 す るた め、県 内で はや は り定

着 して いな い もの と思 われ る。
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コ ク レ ン

Hypophthalmichthys nobilis

コイ科

地 方名 れん ぎょ

大 きさ160cm

生息域 下流域、 ク リーク、湖沼

家 で飼 って、 直接 生活 に役 立 て る動 物 を 「家 畜 」 とい う。ニ ワ トリの場合

に は 「家禽 」 とい う言葉 が あ る。 中 国の農 村 で は食 用 目的 で淡 水生 の大 型魚

が飼 育 されて お り、 これ らは 「家 魚」 と呼 ばれ る。

さ して大 き くもない池 に、上 層で植 物 プ ラ ンク トン を食 うバ クレ ン、 中層

で動 物 プ ラ ンク トン を食 う コクレ ン、水底 の貝 を食 うアオ ウオ 、 そ して岸寄

りで草 を食 う ソウギ ョの四大 家 魚 を、池 の状況 を考 慮 しなが らコイ、 フナ等

とも組 み合 わせ て混 合養 殖 して い る。1000年 以 上前 の唐 の時代 か らの伝 統 と

い う ことで ある。

コク レンの幼 魚 の体色 は金 色 で あ るが 、成長 す るに従 って和 名 が示 す よ う

に黒 味 が強 くな る。 また、体 側 や ヒ レには不規 則 な暗色 斑 が現 れ る。産 卵期

の雄 の頭部 に追 い星 を生 じ るが 、婚姻 色 は不 明瞭 で あ る。 体形 は側 扁 が強 く、

腹 ビ レの付 け根 か ら肛 門 にか けて の腹 中線 が 、サ ッパ や コ ノシ ロの腹部 よ う

に竜 骨 状 に隆起 す る。

しか し、 何 よ りの特徴 は腹 側 に異様 にずれ た眼 で、 一度 見 た ら忘 れ られ な

い強烈 な 印象 を与 え る。 この神様 の気 ま ぐれ としか思 えない よ うな顔 っ きは

生 まれな が らの もので は な く、5cmほ どの幼 魚 の眼 は体 の中央 にあ る らしい。

県 内で は、1982年 に有 明海 の堤 防 か ら1㎞ 内 に設置 された ウケ ハゼ(漁 法)

で、110cm(11.5㎏)の 個 体 が捕獲 され てい る。 おそ ら くソウギ ョな ど に混 じ

って放 流 され た もので あ ろ う。 しか し、 ソウギ ョな どと同 じ理 由で、定 着 は

して い ない もの と思わ れ る。

有明海の ウケハゼで捕獲 されたコク レン(1982.7.29付 佐賀新聞掲 載)
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カワバ タモロコ

Hemigrammocypris rasborella

コイ科

地方名 めだか

大 きさ6cm

生 息域 ため池、 ク リーク

この魚の名前を漢字で書くと「川端諸子」。まるで女性の名前になってしま

う。「諸子」とは小魚の総称で、「川端」は新種記載時の標本提供者の名前に由

来する。

体 側 に暗色 の縦 条 が あ り、 その上 方 に金 色 の筋 が光 る。腹 側 には大 き く湾

曲 す る黒 色 の点 列が3列 見 られ るが、 産卵 期 に は雌 雄 と もに不 明瞭 にな り、

雄 は全身 が 金色 に輝 く。 このた め、 関西 で は「きんぼ て」「きん じゃ こ」な ど と

呼 ばれ る。

県内では、特に本種を示すような地方名はないが、モツゴ等と異なり内臓

を取らずに飴炊きにしても美味と言うことをご存じの方もあり、昔から水田

地帯で利用されていたようである。

水槽内でも簡単に産卵する。気が付 くと水草に淡水魚としてはやや小さめ

の丁度1㎜ ほどの透明な卵を産みつけている。しかし、ふ化までの時間が約

24時間と短 く、気がつかないうちにふ化してしまうことが多い。十分に大き

な水槽ならば自然増殖 も可能であるが、他の魚と同様に卵のうちにタッパー

のような浅い容器に隔離した方が望ましい。

日本固有種で静岡以西の太平洋側、四国の一部 と北部九州に分布する。流

れの緩やかな用水路や川、浅い湖沼やため池に生息する。

生息環境が人間の生活環境と重複するため近年減少が著しく、地域によっ

ては絶滅が危惧されている。

県内でも耕地整理をはじめ、宅地化による水路の陸化や荒廃等不安材料に

は事欠かない。特に目下急増中のブルーギルの生息する水域でカワバタモロ

コが見られないことも非常に心配なことである。

1994.5.5塩 田川水 系のクリーク(鹿 島市)

1992.6六 角川水系のク リー ク(白 石 町)
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ハ ス

Opsariichthys uncirostris uncirostris

コイ科

地方名 なし

大 き さ30cm

生息域 中～下流域

ハ ス は、本来 は琵 琶 湖淀 川水 系 と三方 湖 に特産 の魚 で あ った。 しか し、各

地 で アユ の放流 が盛 ん に な るにつれ ア ユ に混 じって放 流 され、 現在 で は全 国

ほ とん どの地域 に見 られ る ように なっ た。 オ イ カ ワにや や似 てお り、20cmを

超 える よ うな 「し らはや 」が釣 れ た な ど と言 う とき には、 このハ ス で ある こ と

が 多 い。

オ イカ ワ よ りさ らに体 幅が 薄 く(側 扁)、 ほほが広 い。手触 りも表皮 が ザ ラ

ッ と してい る割 に腹 部 はデ ロ ン とした感 じで柔 らか い。 最 大 の 特徴 は ロが

「く」「へ 」の字 に曲が っ てい る こ とで あ る。

コイ科 で は珍 し く魚食性 が あ り、 アユ を食 害 す るた め、 県外 に は懸 賞金 を

か けて い る漁 協 もある。 あの 素早 い アユ を追尾 して捕食 す る ほ どなので、 遊

泳 力 に優 れ 、 目 も大変 いい よ うだ 。

しか し、水槽 で は メダ カー 匹食 べ た こ とが な く、や は りコイ科 の魚 らし くも

っ ぱ らコイ用 の餌 ばか りを食 べ るので、 飼育 は思 った ほ ど難 し くはない。 た

だ、慣 れ て いな い もの は水 槽 か らよ く飛 び 出 して し まうので 、1週 間 はあ ら

ゆ る隙間 をふ さいで お く必 要が あ る。写 真 の婚姻 色 の現 れた雄 の背 ビ レの け

が は、 ヒー ター のサー モ スタ ッ トを投入 す るた めの 円形 の穴 か ら飛 び出 そ う

として引 っか か った時 の もので あ る。

県 内 には1978年 に はすで に侵 入 してお り、 現在 で は県 内 ほぼ全域 の 中流域

に見 られ る よ うにな った。 また 、水通 しさ え よけれ ば ク リー ク に も見 られ る。

婚姻色1991.8.30城 原川(神 埼 町)

未成魚1993.8.29六 角 川(武 雄市)
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オイカ ワ
Zacco platypus

コイ科

地 方 名 あ か は や 、 さん じ、 し らは や 、 は や 、

さ く らば や 、 や まぶ き、 あ か らい 、 あ

か っ ぱ

大 き さ15cm

生息域 中～下流域

川 の魚 とい う もの はな じみ深 い ようでい て意外 に知 られ てい ない こ とが 多

い。

そ もそ も人 が それ らを目 にす るの は釣 り上 げ られ た いわ ば陸 に上が った魚

か、 そ うで な けれ ば水 面下 を逃 げ惑 う姿で あ るか らで あ ろ う。 また、 魚 の天

敵 は水 鳥 で あ る ことが 多 く、水 面上 の動 く人 影 な どに は、非 常 に警戒 心 が強

い。 そ の上、 背 中側 の黒 っ ぽい体色 が保 護色 とな り、水 面上 か らは見 つ け に

くい。 この よ うな理 由で身 近 な水路 や 河川 に住 んで い る魚 で も意 外 に知 られ

てい な いの で あろ う。

オ イ カ ワは 「はや釣 り王 の対 象 として親 しまれ てい る、 ご く普 通 に見 られ

る魚 で あ る。 県 内で 「し らはや王 とい え ばオ イカ ワ を指 す こ とが多 い。一 般

に魚 の雄 は繁 殖期 にな る と婚姻 色 と呼 ばれ る派手 な色彩 を呈 す る ものが多 い。

そ の中で も本種 の雄 は熱帯 魚 も顔 負 けの極 彩色 の衣 装 を ま とう。 「あか らい」

や 「や まぶ き王 とい う地 方名 は、 こう した婚 姻色 の出 た雄 を示 す名称 で あ る

が、 それ が 「し らはや」 と同 じ魚 とは思 って いな い人 もいる。

カ ワム ツ と混称 され る こ ともあ るの で、簡 単 に相 違点 を挙 げてお く。

オ イ カ ワは体 幅 が薄 く、 うろ こがや や大 き く水 面 上 か らは うろ こが網 目模

様 に見 え る ことが ある。 また 、 カ ワム ツ は時 に不明 瞭 な こ ともあ るが体側 に

黒 条 が見 られ るが、 オ イカ ワに は不 規則 な淡色 の横 帯 が見 られ る。吻(鼻 孔

の前 方)に 朱 点 が見 られ るの もひ とつ の特徴 で あ る。 また、 カワム ツの各 ヒ

レは黄色 で あ る こ とが多 い。

婚 姻色1992.8.2松 浦川(伊 万里市)

1994.8.1六 角 川(武 雄市)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



カ ワ ム ツ(B型)

Zacco temminckii

コイ科

地方名 あかはや、 さん じ、 しらはや、 はや、

や まそ う、や まぶき、や まば え

大 き さ15cm

生息域 上流域の下部～中流域

県 内 で は、 フナ よ り体 高 の低 い淡 水 魚 をお しなべ て 「はや 王、 また は 「○○

ばや 王 と総 称 す る こ とが 多 い。 その 中で も個 体 数が 多 い本種 はオイ カ ワ と と

もに 「はや王 と呼 ばれ る こ との多 い魚 で あ る。側 面 の シル エ ッ トは似 てい る

が、体 幅 もオ イ カ ワ よ り厚 く、体側 に沿 った暗色 条 、雄 の婚 姻色 等 に よっ て

明確 に 区別 で きる。実 際、 ほ とん どの地 方名 はオ イカ ワ と混称 して い るが、

その 実体 はあ る川 で はカ ワム ツ を 「や まぶ き王と呼 び オ イカ ワ を 「あか はや王

と呼 ん でい るが、 別 の川 で は逆 にカ ワム ツ を 「あか はや 王、 オ イカ ワ を 「や ま

ぶ き王 と呼 んで い る とい った具 合 で、両 種 を同一 種 扱 い してい る こ とはほ と

ん どな い。

また、 「はや王、 「し らはや王はオ イ カワ とカ ワム ツの雌 また は婚 姻色 の現 れ

てい な い雄 を示 し、 その他 は婚 姻色 の 出た雄 を示す地 方 名 で ある。生 活域 か

らきた 「や まばえ王 だ けは カワム ツの み を指 して い る こ とが多 い よ うで あ る。

つ ま り、 オイ カ ワが 開 けた平 瀬 を同 じよ うな大 き さの個体 が集 まって遊 泳

す る事 が 多 いの に対 し、 カ ワム ツは岸 辺 の植 物 が繁茂 した やや流 れ の遅 い淀

み に大 小入 り乱れ て じっ として い るこ とが 多 い。 カ ワム ツが好 む よ うな環 境

は人 の手 の入 っ てい ない 山辺 に多 いの で あ る。

両者 の生活様 式 の違 い は近年 の河 川改 修 に よっ て明暗 を分 けた。 つ ま り、

川 幅 を広 げ淵 を埋 め、 か つ岸辺 の植 物 を刈 り払 う ことで 本種 は生 活 の場 を失

い、 かわ ってオ イカ ワが増 加 した。 両者 の生 息 数 の比 はそ の河川 の 自然度 を

計 る尺 度 と して も有効 な ほ どで あ る。

婚姻色1992.10.27E]手 川(神 埼 町)

未成魚1993.8晴 気川水系の水路(小城町)
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カ ワ ム ツ(A型)

Zacco sp.

コイ科

地方名 あかはや、 さん じ、 しらはや、 はや、

や まそ う、や まぶ き、ほ りぼや

大 き さ15cm

生息域　 中～下流域、 ク リーク ・ため池

1994年 の夏 は まれ にみ る大 渇水 で 、淡水 魚 に とっ て も受 難 の季節 だ った。

大挙 して河 口に押 し寄 せ るはず の ヨ シノボ リ類 の稚 魚 の姿 はな く、 水溜 ま り

と化 した 中小河 川 に は、産卵 を断念 した らしい婚姻 色 の消 えた 親魚 と流 れ の

あ った頃 にふ化 した少 数 の稚 魚 が息 も絶 え絶 えで あ った。

そ うした中 、比較 的状 況 の良 か った嘉瀬 川水 系 で久 しぶ りに美 しい婚 姻色

の現 れた カ ワム ツの雄 が捕獲 された 。普段 な ら見 向 き も しな い と ころだが 、

懐 か しい美 し さに見 とれ てい る と何 か違 う。 背 ビ レだ けでな く、黄 色 の はず

の胸 ビレ、腹 ビレ と もに朱色 であ る。体色 も含 めて不 透 明な ピンク っぽい朱

色 で あ る。

佐賀 県産 のカ ワム ツ につい ての疑 問が 一気 に解 けた。 つ ま り、何 故 ク リー

ク に もい るのか。体 側 の黒 条が 淡 い ものが多 く、 時 として それが 完全 に消 失

してい る こ とが あ る。 これ ら、 学生 時代 に見 た広 島 の カ ワム ツ と異 な る特徴

は、 すべ て止 水域 を好 む カ ワム ツA型 の特徴 で あ り、平野 の止 水域 の乏 しい

広島 で見 た もの はす べて カ ワム ツB型 だ ったの で あ る。 また 、県 内 に は、 ク

リー クに見 られ る 「はや 王 を意 味 す る 「ほ りぼや王 とい う呼 び方 が あ り、 カ

ワム ツA型 の地方 名 と考 え られ る。

追 い星 の 出方 も異 な るが、両 者 の形態 的 な相違 点 は側 線鱗 数 の他 に、尻 ビ

レ軟 条 がA型 の方が1本 少 ない9本 で あ る こ とな どが あ る。 生殖 的 隔離 の成

立 も確認 され てお り、遠 か らず別種 とされ るよ うで あ るの で、 この場 も これ

に従 う こ とに した。

婚姻色1994.8多 布施川水系(佐賀市)

1994.8(同 上)
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ヒナ モ ロ コ

Aphyocypris chinensis

コイ科

地方名　めだか

大 き さ　 6cm

生息域　 細流、用水路、 ため池 ・ク リーク

ヒナモ ロ コは国 内で は福 岡市 を中心 と した北 部九 州 に のみ生 息す る とされ

る絶 滅危 惧種 であ る。福 岡市 はシ ンボル フ ィ ッシュ として保 護 を行 ってい る。

　カ ワバ タモ ロ コに よ く似 るが、 こち らの方 が体 高 が 高 く体 幅 も薄 く、 全体

的 に平 べ った い。 ヒナ モ ロコ はむ しろ寸胴 で あ る。 また、 カ ワバ タモ ロ コの

腹 ビレ と尻 ビレの 間の腹 縁 は竜骨 状 の突起 にな ってお り、腹 部 の後 半 の肋骨

は浮 き出て い る こ とが多 い。 体側 には3本 の点 列 が大 き く腹 側 へ湾 曲 して い

る。 これ に対 して ヒナ モ ロコ は全 体 に地味 で、 体側 の黒 色 点列 は斜 め後 方 に

直走 す る。

　カ ワバ タモ ロ コが周年 、 た め池 に生 息 す るの に対 して、 ヒナモ ロ コは用水

路 や流 れ の緩や か な細 流 に生 息 し、冬 はため池 で越 冬 す る。福 岡市 近郊 で は、

この よ うな水 田地帯 は とうの昔 に宅地 化 され 、水路 は埋 め立 て を免 れ てい て

も排 水溝 と化 して お り、 天然 水域 で は絶滅 した と考 え られ て いた。 しか し、

1994年12月 に福 岡 県田主 丸 町の用 水路 で98尾 が捕獲 され てお り、周 辺地域 の

状況 の良 い と ころに は まだ生 存 して い る可 能性 はあ る。

　県 内で は、1978年 に筑 後川 、 巨勢川 、多 布施 川 、城 原川 、松 浦川 で確認 さ

れ て い るが 、 それ以 降 の確認 例 はな い。 県内 で も ヒナモ ロ コの好 む両側 か ら

ヤ ナ ギや草 の垂 れ下 が った様 な細 流 は見 られ な くな って し まったが 、何 とか

生 き残 ってい て欲 しい もの で ある。

1993.4　飼育個体　中嶋秀利氏提供

1993.4(同 上)中 嶋秀利氏提供
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体長102.0cm、体重12.3kgの成魚
1994.11.21　六角川水系のクリーク（武雄市）
岩永行弘氏捕獲（坂本兼吾氏撮影）

 



タカハヤ
Phoxinus oxycephalus jouyi

コイ科

地方名 あぶ らばや、あぶ らめ、 あぶ らぼ う、

くそばえ、 どろば え、 はや

大 き さ10cm

生息域　上～中流域

ヤ マメ が住 む よ うな上 流域 か ら中流域 まで生 息 す る。県 内 で も、水温 の低

い山間 部 に ご く普通 に見 られ る。 しか し、稚 魚 の遊 泳 力が 劣 るた めか、 夏季

に は意 外 な ほ ど下流 まで流下 し、 カワム ツ な どの稚 魚 と混群 を作 って い る こ

とが あ る。

これ までの調 査 で は、松 浦 川本 流 と六角 川 か らは、確 認 され て いな い。両

河川 とも規模 の割 に は源 流部 の標 高が 低 いた め、夏 の高 水温 に耐 え られ ず、

生息 しな いのだ ろう と思 ってい たが、 六角 川 の場合 、本 流 に はい ないが水 田

の わ きの用水 路 や、 谷筋 の細 流 の方 に は生 息 して い る らしい。

これ らの両 河 川の 上流部 は河床 が岩盤 む き出 しの状 態 で 、隠 れ家 に なる よ

うな浮 き石が 少 な い。 ど う も水 温 よ りも河床 型 の方 が重 要 な要素 ら しい。 そ

うい えば水 槽 内 で は確 か に水温25℃ 位 まで は平気 で あ る。

ヌル ッと した手 触 りか ら「あぶ らめ」「あぶ らばや王な どと呼 ば れ るが 、 この

呼称 は、平 野部 で はヌメ リの あ るムギ ツ クや カ ワ ヒガ イ を指 す ことが あ る。

また、体 色 や味 が不 味 な こ とか ら「ど ろば え王「くそ ばえ」等 の地 方名 が あ る。

なお 、標準 和名 のタ カハ ヤ は東 日本 に多 い本 物 の アブ ラハ ヤ よ り尾柄 高が 高

い こ とか らつ け られ た名 前 で あ る。

産卵 期 は3～8月 と割 合長 いが他 の多 くの魚 の よ うな美 しい婚姻 色 は ない。

ただ雌 の上 吻 が、 天狗 の鼻 を思 わせ るよ うに突 出す るだ けで あ る。 これ は、

産 卵 を砂礫 の 中 に突 入 して行 うた めの適応 らしい。

1990.7本29嘉 瀬川(大 和 町)
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ウグイ
Tribolodon hakonensis

コイ科

地方名 いだ、 ゆだ、 う ぐい

大 き さ30cm

生息域　 上流～ 河 口 ・汽水域

世界 中で コイ科 の 魚 は約300属 に分 け られ る と言 われ るが 、この ウグイ属 の

仲 間 だ けが 降海 す る ものを含 む。

低 水温 に も強 く、 ダム さえな けれ ばヤ マメ の住 む よ うな上 流域 に も見 られ

る。 また、青 森 県の恐 山湖 に はpH3と い う強 アル カ リ性 に もかか わ らず、 ウ

グ イだ け は生 息 す る とい う。

典 型 的 な雑 食性 の魚 で、水 生昆 虫や付 着 藻類 か ら大型 動物 の死 骸 も食 べ る。

河川 の淵 や物 陰 に定位 して流 下す る餌 を待 つ こ ともあ るが 、持 ち前 の遊泳 力

で積 極 的 に餌 を求 め る こと もあ る。嘉 瀬川 の熊 ノ川付 近 で は、 夕方 に30cmほ

どの ウグ イが羽 虫 を ジャ ンプ して捕食 す る姿が 見 られ る。

ウ グイ の産卵 は春 で 「す り」 と呼 ばれ る。雌 雄 と もに3筋 の朱赤 色 の縦条

と黒 色 帯 の織 りなす美 しい婚 姻色 をあ らわす。 大 雨 の後 の増 水 が お さ ま りか

け る と、砂 利 が堆積 した ばか りの瀬尻 の斜 面 な どに大 挙 して突 入 して行 わ れ

る。産 卵放 精 の瞬 間 には ど さ くさ に紛 れ て卵 を食 べ て しま う もの もいるの で

この よ うな崩 れや す い、つ ま り卵 が埋 もれや す い所が 産卵 場 として選 ばれ る

のだ ろ う。 松浦 川 で は、産卵 のた め湖上 して きた 群 を捕獲 す る漁業 が あ り、

大 変美 味 との こ とで あ る。

うろ この はが れやす い魚 で、普 段 は捕 獲 して もそ れが も とで死亡 す る こと

が多 い魚 だが 、婚 姻色 が現 れ る頃 に は全 身 に微 小 な追 い星 を生 じ、 サ ン ドペ

ーパ ーで 武装 した よ うにな り、 うろ こ もはがれ に く くな る。

夏 の ウグ イ は 「ね こまた ぎ王 ともいわれ る。 つ ま り、 あ ま りの まず さに猫

も見 向 き もしな いで、 またい で素通 りす る とい う。 しか し、 冬 か ら春 の産 卵

期 にか けて の もの はかな り美味 で 、塩焼 き、南蛮 漬 けや 味噌 田楽 な どにす る、

1994.10多 布施川(佐 賀市)古lll国 夫氏捕獲

雄の婚姻色1995.4.25

松浦川(伊 万里市)

雌の婚姻色(同左)
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モ ツゴ
Pseudorasbora parva

コイ科

地方名 い しばや、 くちぼ そ、ぜ ん もんばや

大 きさ8cm

生息域　 中～下流域 、細流、 ため池 ・ク リー ク

ク リー クな どが生活 排 水や コン ク リー ト化 され て環境 が悪 化 す る と多 くの

魚 が減少 す る中で、 逆 に増 加 す る魚が い る。 その代 表 が フナ とこのモ ツゴで

ある。 これ らは決 して 「汚 れ た水 王を好 む わ けで はな く、競争 相 手や 捕食 者が

い な くな り、結 果 として増 えて しま うの で あ る。

モ ツ ゴは県 内で はイ シバ ヤ、 クチ ボ ソ、ゼ ンモ ン(=乞 食)バ ヤ な ど と呼 ば

れ 、 もと も と水 田の周 囲 の小 水路 や ク リー クな どに多 く、 酸欠 には耐性 が高

い魚 で ある。

口は受 け口で上 を向 き、体 側 に尾 ビレか ら眼 をつ らぬ い て吻端 に いた る黒

色 縦条 が見 られ る。 しか し、大型 の個 体 や繁 殖期 には消 失 して見 られ な い。

また 、餌 に よ るのか ク リー クに よって は婚姻 色 の現 れた カ ワバ タモ ロ コの よ

うに全 身 金色 に染 まって い る ことが ある。産 卵期 の雄 の婚 姻色 は うろ この周

囲が 漆黒 にな り、 全身 「網 タイ ツ模様 」 で妙 な迫力 さえ感 じる。

飼育 は容 易 で あ り、 コイ の餌 で もパ チ ッ、 カチ ッと音 を立 て なが らっ つい

て食 べ る。 また 、水槽 の掃 除 のた め に入 れ てお くことの多 いサ カマ キガ イや

モ ノア ラガ イ等 の小 さな巻 き貝 も好 んで食 べ る。

産 卵期 は春 ～ 夏で 、雄 が ヨ シや 石、 コン ク リー ト護岸 等 を掃 除 した産卵 床

に1.5㎜ ほ どの透 明 な楕 円形 の粘着 卵 を点列 状 に産 み付 ける。水槽 内で も比 較

的簡 単 に産卵 す る。 この場合 、水 槽 のガ ラス壁 や 、上面 ろ過器 の吸 水 口の ゴ

ミ避 けの網 な どが産 卵床 として選 ばれ る こ とが多 い。 特 に、吸 水 口 に産 着 さ

れ た場 合、 これ を取 り外 して タ ッパ ー等 に浸 けて お くと放 ってお いて も無事

にふ化 す るが、 再度 の産 卵 に備 えて 吸水 口 に何 らか の備 え を して お く必 要が

あ る。

婚姻色1994.5.5塩 田川水系 のクリーク(鹿 島市)

1994.7.17六 角 川水系のク リーク(白 石町)
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カ ワ ヒガ イ
Sarcocheilichthys variegatus variegatus

コイ科

地方名 あぶ らばや、あぶ らめ

大 き さ13cm

生息域　中～下流域

生 物 の名前 は普 通 、漢字 で は な く片仮 名 で表 記す る。 当 て字 や、 同 じ漢 字

で も本家 の 中国 と日本 で は全 く別 な物 を指 す ことが あ り、無 用 な混乱 を避 け

るた めであ る。

ところで 、「鯉 王と書 いて ヒガ イ と読 む。 この漢字 はか な り新 しい和 製 漢字

(国字)で あ る。 これ は、明 治天皇 が この魚 を大変 好 まれ た ことか ら作 られ

た とい う。

ヒガ イ は琵 琶湖 の漁師 の間 で は3つ の型 に分 け られ て いたが 、長 い間 単一

種 として扱 われ て いた。1982年 にな って 、油色 の婚 姻色 を呈 す るア ブラ ヒガ

イ 、体側 の斑 紋 が不 明瞭 で20cmに 達 す る ビワ ヒガ イ とカ ワ ヒガイ の3種 に分

け られ た。

県 内で はカ ワ ヒガイ のみが 生息 す るが 、松 浦川 と多 布施 川 に比較 的多 く、

それ以 外で は嘉 瀬川 、 中地江 川 で少数 捕獲 して い るに過 ぎ ない。

口 はゼ ゼ ラに似 て意外 なほ ど小 さい。各 ヒ レは美 しい オ レ ンジ色 を帯 び て

お り、 背 ビレに は特 徴 的 な黒 色斑 が見 られ る。体側 の黒色 縦条 の他 に不 規則

な雲状斑 が あるが 、幼 魚期 に は雲状斑 が 未発 達 で、 ムギ ツ クに似 る。

産卵 期 は5月 か ら7月 で 、雄 は頭部 を中心 に紫 色 の婚姻 色 を呈 す る。 雌 は

ヒ レの榿色 を増 し、1cmほ どの産 卵管 を伸 ばす。 産卵 はタ ナゴ類 と同様 に淡

水 産二 枚貝 に行 わ れ る。 タナ ゴが貝 に悟 られ ぬ よ うに感 覚 の鈍 い出水管 か ら

挿 入 す るの に対 し本 種 は堂 々 と入水 管か ら挿 入 して産 卵 す る。2㎜ ほ どの卵

は、膨 潤 して5㎜ ほ どに肥 大 し、容 易 に は排 出 され な い。ふ化 した仔 魚 はす

ぐに貝か ら泳 ぎ出す。

産卵管 をもつ雌 の成魚1992.7.19松 浦川(武 雄市)

婚姻色の現れた雄 、う しろは産卵管 をもつ雌の成魚

1992.7.19(同 上)
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ムギ ツ ク
Pungtungia herzi

コイ科

地方名 くちぼそ、 す じばや、す ぼ、すぼばや、

す ぼび きばや、 ど じょうばや、あぶ ら

め、 い しばや、あ いの じょうと く

大 き さ15cm

生息域　中流域

私 自身 も、慣 れ な い頃 は体側 に黒 い線(縦 条)の あ るカ ワム ツ、 モ ツ ゴ等 は

全 部 同 じ魚 に見 えた もの だ。 そ の中で もこのム ギ ツ クだ けは簡単 に区別 で き

た。 吻端 か ら眼 を通 り尾 ビレに いた る体 側 の黒 条が はるか に濃 く、短 いが一

対 の ひ げが あ り、 体幅 が厚 いた め に体 の断面 が 円形 に近 く、 尾 ビレの付 け根

が くび れて い ないた め、見 るか らに 「ず ん ど う王 だか らで あ る。

そん な様子 か ら県 内 にはす じばや、 どじ ょ うばや 、 す ぼぼや 、す ぼ び きば

や等 の地 方名 が あ る。 また、 お ち ょぼ口 を さ して モ ツゴ と同様 に クチ ボ ソ と

呼 ばれ る こ ともあ る。分布 域 はイ トモ ロ コ と似 て琵 琶湖 付近 か ら熊本 、 宮崎

まで で 、中 流域 の石 や障害 物 が あ り水 面が 波立 つ ほ どで はな いがや や乱 れ て

い る よ うな とこ ろに は必 ず と言 って いい ほ ど生 息 す る。 しか し、 いか んせ ん

くち ぼそで あ り、 「ハ ヤ釣 り王に混 じって釣 れ る こ とは まれ な よ うであ る。

産 卵期 の婚 姻色 はほ とん ど現 れ ないが、 幼魚 期 に は各 ヒレはオ レ ンジ色 を

帯 びて い る こ とが多 く、 明瞭 な黒 色縦 条 と相 まって シ ックで美 しい。 しか し、

成長 に従 って腹側 に数本 の暗 色 の筋が 出現 しだん だ んぼ や けて くる。

非 常 に憶病 な魚 で、驚 くと必 ず石 や物 陰 に入 り込 んで しま う。 しか し、 肉

食性 で は あ るが 子煩 悩 な ドンコやオ ヤニ ラ ミな どの巣 を他 の魚 と集 団 で襲 い、

ど さ くさに紛 れて彼 等 の卵 を食 べ、代 わ りに 自分 達 の卵 を残 して卵 の世 話 を

して もらう行動(託 卵)を す る大胆 さ も持 つ魚 で あ る。

1993.8,28厳 木川(厳 木 町)

1994.8.1[‡ 】川(鹿 島 市)
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タ モ ロ コ

Gnathopogon elongatus elongatus

コイ科

地方名 な し

大 き さ10cm

生息域 中～下流域、細流、 ため池

モ ロコ とい う名 は県 内で はな じみが薄 いが、近 畿 地 方で は琵琶 湖 の恵 み、

高級 魚 として有名 な魚で 、琵琶 湖地 方 の 「川 もの屋 王 で は小 さなモ ロ コの甘

露 煮 が大 きな顔 を して並 んで い る。

小 魚 の代名 詞 の よ うな名 前 が示 す様 に 区別 の難 しい魚 で あ るが 、幸 い 県内

で確認 され た3種 、 つ ま りイ トモ ロ コ、 カワバ タモ ロ コ、 タモ ロ コは、全 く

別 な属 に分類 され る魚 で あ る。 つ ま り似 て い るの は名 前 だ け と考 えて も差 し

支 えな い。 む しろ体側 に黒 色 の縦条 を もつ ムギ ツ クやモ ツ ゴ等 の稚 魚 の方 が

よっぽ ど紛 らわ しい ので はな か ろ うか。

タモ ロ コは眼径 とほぼ 同長 の ヒゲ を持 つ こと、 体側 の太 い黒 色縦 条 の下 に、

カ ワバ タモ ロ コに似 た感 じの淡 い黒色 の点列 が2～3列 、直走 す る ことが特

徴 で あ る。

県 内で は タモ ロ コは松 浦 川水 系で はわ り と多 い。有 明海 側 に は分 布 しない

ので はな いか と思 っ ていた が、福 岡 県南部 や 熊本 で も確認 されて お り、今後

嘉 瀬川 水 系等 か ら も確認 され る可 能性 が 高 い。 なお、 文献 によ って は、本種

は九州 には 自然 分布 しな い とす る もの と自然分 布 す る とす る もの とが あ り判

然 と しな い。 しか し、今 の ところ地 方名 を得 て いな い こ と、早 くか ら琵 琶湖

産 ア ユの放 流 を行 って きた松 浦川 水系 に多い こ とな どか ら、本 来分 布 して い

なか った可 能性 も否 定 で きな い。

先 に述べ た琵 琶湖 で い うモ ロコ は、 ホ ンモ ロ コの ことであ るが、 近年減 少

が著 し く、 タ モ ロコや場 合 に よって はモ ツ ゴ等 も代 用 と して い るよ うで ある。

しか し、味 はホ ンモ ロコ よ りもか な り劣 る ら しい。

1992.8.5半 田川(唐 津市)
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ゼゼ ラ
Biwia zezera

コイ科

地方名 なし

大 きさ7cm

生 息域　 中流域、細流 、ク リー ク

カ マ ツカや ツチ フ キに似 るが ヒゲ を持 た ない。 しか し、 大 きさ も異 な る上

体 形 は はるか にス マー トで、 カマ ツカや ツチ フキ と間 違 え る こ とは まず考 え

られ ない。 体色 を除 けば、 む しろ カワ ヒガイ を小 さ くした よ うな形 で あ る。

体 が小 さい上 に 口は さ らに小 さ く、釣 り針 には絶対 にか か らない。 また、投

網 で も網 目 を抜 けて し まうほ どの大 きさなの で、 この魚 を直 に見 た こ との あ

る人 は少 ない ので は ないだ ろ うか。

これ までの河 川調 査 で も田手川 、徳 須 恵川 の 中流 の流 れの遅 い淀 みで、 そ

れ ぞ れ1尾 ず つ捕獲 した に過 ぎな いのだ が、佐 賀城 のお堀 には多 く生息 す る。

婚 姻 色 はモ ツ ゴ と見 間違 うほ ど見事 な紫色 を帯 びた 漆黒 の網 タ イ ツ状 で腹

ビ レ と尻 ビレが水色 が か った 白色 を帯 び る。産 卵期 に は水 面上 か ら観察 す る

と白色 の ヒレが 目立 つ雄 が、 ひ らひ ら と底 生 魚 とは思 えない ほ ど活 発 に泳 ぎ

まわ り、侵 入者 を追 い払 う様 子 が観察 で きる。卵 は、 粘着 力が 強 く岸辺 の植

物 の根 に塊 状 で産着 され る。卵 は淡黄色 で 、0.8㎜ ほ どで あるが、産 卵後 吸水

して2・5㎜ ほ どに膨 らむ。雄 は、卵 塊 に近 づ く他 の魚 を追 い払 って い るのだ ろ

うが、肝 心 の卵 塊 は周 囲 に転 が っ てい る こ とが多 い。 口は小 さい のだ が その

攻 撃 は執拗 で 、同 じ水槽 に入 れ てお く と、結局1番 優 勢 な1尾 だ け にな って

し ま う。

日本 固有 種 で、和 名 は琵琶 湖 の膳所 地 方 に由来 す る。 当地 で は佃 煮 な どに

利 用 す るが頭 が取 れや す く商 品価 値 が ない。 この こ と と、同 じ膳所 藩 出身 の

幕 末 の大老 、井 伊直 弼(桜 田門外 の変 で首 を取 られた)と 掛 けた 「い い さん王

とい う地方 名 が当地 にあ る。

1992.11徳 須恵川(北 波 多村)

婚姻色1994.5.1多 布施川水系佐賀城跡南堀(佐賀市)
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カマ ツカ
Pseudogobio esocinus esocinus

コイ科

地 方 名 か まつ か 、 か もつ か 、 ぎ ょ う と く、 じ

ょ う と く、 す な せ せ り、 す な も ぐ り、

ど う き ょ う、 ど う き ゅ う

大 き さ20cm

生息域　中～下流域

カマ ツ カは砂 の あ る川 には ど こにで も生 息 す る。 憶病 な魚で 、驚 くとす ぐ

に砂 の 中 に も ぐっ て しま う。 体色 も砂 地模様 でな か なか見 つ け に くい。 当人

も 「砂化 けの術 王 に はよ ほ ど自信 が あ る らし く、体 が半 分 くらい露 出 して い

て も平 気で じっ として い る。

馬 面 で ヒゲが あ り、唇 には多数 の乳 頭状 の小 突起 が密 生 し絨毯 の よ うに な

ってい る。 河川 中流域 の砂 底 の瀬 で スマ ー トな底生 魚 とい え ば、 カマ ツカ と

考 えて まず 間違 い ない。 流水 性 の魚 で、酸 欠 に は弱 い方で あ るが、 沈降性 の

餌 さえあれ ば飼育 自体 は難 し くはな い。 ただ し、観 賞 が 目的 な らば水槽 の底

には砂 で はな く5㎜ 程度 の小 石 を敷 いて お くこ とを奨 め る。 さ もない'と、人

が近 づ くと姿 を隠 し、 その たび に植 えた ばか りの水 草 が浮 き上 が って しまう

こ とにな る。

カマ ツ カの食事 風 景 はお もしろい。 口を突 出 させて砂 を吸 い込 み、 その 中

の有 機物 や小 動物 だ けを飲 み込 み、 え ら穴 か ら小 さ な滝 の よう に砂 を出 す。

忙 し く口 を動 か しなが ら少 しず つ前進 してい く様子 は さなが ら、 ブル ドーザ

ー の よ うで もあ るし
、掃 除機 の よ うで もあ る。 実 際、 カマ ツ カの い る水 槽 は

いつ まで たっ て も砂 が汚 れ ない。

産 卵 も砂 地 でお こな われ る。 つ ま り、 この魚 に とって、砂 は 「ゆ りか ご王

で あ り、 「食 卓王 で あ り、 か つ 「家 」 で もあ るの であ る。

生 活 の すべ ての ステ ー ジを全面 的 に砂 に依存 す る カマ ツカ の生活様 式 が、

他 の多 くの魚が 森林 の荒 廃や 河川 改修 が生 活 の場 の喪 失 に直結 したの に対 し、

あ ま り影響 を受 けなか った要 因 で あろ う。

1993.8.1六 角川(武 雄 市)

吻を突き出させてエサ を砂 もろとも吸い込む

1993.8.1(同 上)

驚く と砂 に潜 る1993.8.1(同 上)
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ツチフキ
Abbottina rivularis

コイ科

地 方 名 か ま つ か 、 か もつ か、 ぎ ょ う と く、 じ

ょう と く、 す な せ せ り、 す な も ぐり、

ど う き ょ う、 ど う き ゅ う

大 き さ10cm

生息域 中～下流域 、用水路、 ク リーク

流 れ のあ る河川 の砂 礫～ 砂底 には カマ ツカが住 んで い るが 、流 れ の あ ま り

な い用水路 や 水通 しの良 い ク リー ク な ど浅 く、泥 気 の多 い所 には短 いひ げ を

持 つ ツ チ フキが住 ん で い る。

ツチ フキ は体 色 とい い、 体 つ き といい カマ ツカ に よ く似 てい る。 区別 に 自

信 が な い場 合 は、 裏側 か ら口を見 る と簡 単 に見分 け る ことが で き る。 カ マ ツ

カ の口 に は、 絨毯 を連 想 させ る発達 した乳頭 状突 起 が びっ し りと生 えて い る

が ツチ フキ に は見 られ ない。 また 、吻部 が短 く、 目の前 方 に くぼみが あ り額

が 「お で こ王 状 に飛 び出 して見 え る。 また、 全体 にず ん ぐ りした感 じが す る。

成 熟 した雄 は背 ビ レが ア ンバ ラ ンス な ほ ど大 き く伸 長 す る。 また、 尻 ビ レ

や腹 ビレ は山吹色 に染 ま り意外 と美 しい。 また 、頭部 お よび胸 ビ レ前 縁 に追

い星 を生 じる。産 卵 は水深50cm以 下 の柔 らかい泥 底 に雄 が掘 った直径20～40

cmほ どの浅 い窪地 状 の産卵 床 に行 われ 、や は り雄 に よって保 護 され る。卵 は

寒天 質様物 質 を多 く含 み2。5～3㎜ ほ どで周 囲 の泥 が付着 してお り、さ なが ら

「泥 まん じ ゅう王 とい った感 じで あ る。

カマ ツ カに最 も近縁 な コイ科 の底 生 魚で泥 には潜 るが 、 カマ ツ カの よ うに

砂 に潜 る こ とはな い。水槽 にス カベ ンジ ャー(お 掃 除屋 さん)と して入 れ てお

くな らツチ フ キに限 る。

どこにで もい そ うな、 とぼ けた顔 を した 魚で あ るが、 分布 域 は意外 と狭 く、

琵琶 湖以 西～ 岡 山 まで と福 岡 ・佐賀 に不 連続 的 に自然分 布 す る とされ る。

1992.5.5多 布施川水系のク リーク(佐 賀市)

1994.5.1多 布施川水系佐賀城跡南 堀(佐 賀市)
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ニ ゴ イ

Hemibarbus barbus

コイ科

地方名 さ くらばや、 いだ

大 き さ50cm

生息域 上流域 下部～河 口 ・汽水域

和名 は 「似 鯉」 の意 味 だが 、実物 を見 て コイ と間違 え る人 はい ない ほ ど実

際 は似 てい ない。 敢 えて い えば ヒゲが あ る こ とと、成 魚 の う ろ この感 じが似

て い る とい う程度 で あ る。 それ よ り もむ し ろ大 阪 の地方 名 の 「キ ツネ ゴイ」

の方 が よ っぽ ど雰 囲気 はあ る。

県 内 で は ウグ イ と区別 をせ ず 「さ くらばや 王 「い だ王 と呼 ばれ る こ とが多

い。

全 長20cmく らい まで の幼 魚 は体側 に10個 前後 の点 列 が あ り、 ズ ナガニ ゴ イ

と間 違 われ る こ とが あ る。 こち らは別名 ウキガ モ ともいい 、「浮 くカマ ツカ王

の意 味 で、背 ビレや 尾 ビ レに も黒色 斑 が あ る ことで区別 で きる。 ちな みにズ

ナ ガニ ゴイ は九州 に は分布 しな い こ とに な ってい るが 、他 の放 流魚 に混 じっ

て、 遠 か らず侵入 して くるのか も知 れ な い。

ニ ゴイ の産 卵 は ウグ イ と同 じ頃 に同 じ様 な場 所 で行 われ る。 また 、 コイ科

の魚 に しては耐塩 性 がや や強 く、 富栄 養化 や汚 濁 に も強 いた め、環境 が 悪化

す る とウ グイ に代 わ って増 加 す る とい う。 特 に シル トの堆積 が 進 む と、 付着

藻類 が減 少 しそれ を餌 とす る多 くの魚 が減 少 す るの に対 して、 ニ ゴイだ けは

増 加 す る。

県内 で は、以 前 は ほ とん ど見 か ける こ とはなか った とい うが 、上 流部 の 山

の荒 廃 や堰 によ る流 速 の低下 の た めか、筑 後川 水 系 の下流域 や 嘉瀬 川 で も急

激 に増加 しつ つあ る。

小 骨 が多 いが 肉質 はよ く、 て んぷ らや唐 揚 げ な どにす る。 あ らい にす る と

思 い のほ か美味 とい う。 た だ し、傷 み は早 い らしい。

若魚の体側には黒色斑が見られる1994.8嘉 瀬川(久保田町)古 川国夫氏捕獲

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)
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川と魚たちの未来

田中 信明(佐 賀市)

カヌ ーで川 を下 って いて気 持 ちの よい川 とい うの は水 が きれ い で魚 のた く

さんい る川 だ。 そ んな川 はあ ま りダム建設 や河 川 改修 で い じ られ てい ない川

なので風 景 も最 高 だ。下 を見 れ ば底 まで見 通せ る澄 み切 った水 の 中 を無 数 の

魚 が泳 ぎ、 川岸 に目 を移 せ ば川面 に大 き く枝 を延 ば した川 辺 の木々 や葦 の茂

みに様 々 な野 鳥 の姿 を見 る ことがで きる。 自然 の 中 に遊 ぶ 楽 しみ の源 は そ こ

にあふ れ る様 々 な生 命 なの だ。

そ んな川 には必ず 流域 の人 々 の暮 らしが深 く結 び付 い てい る。漁 で生 計 を

立 て る川漁 師、 楽 しみで川 漁 をす る人 、釣 り人 、 川 で泳 ぐ子供 た ち。人 影 の

ない川 に も、川 岸 に繋 がれ た舟 や仕掛 け られ たつ け針 にそん な流域 の人 々 の

川 とのっ なが りをか い ま見 る こ とが で き る。 そ こに住 む人 々 が川 に愛着 を も

って い る川 で は ゴ ミもあ ま り見 るこ とが な い。

しか し、 も うそん な川 はほ とん ど無 い。淵 も瀬 もつぶ され た平 らな川 底 、

人 も他 の生 き物 も川 か ら遠 ざ けて し まう コン ク リー ト護岸 、川 の流 れ を分 断

す る無 数 の堰、 そ して清 流 を汚 れた水 に変 えて しま うダムが川 に棲 む生 き物

たち の住処 を奪 い、生命 の輝 き を失 って しま った川 に人 々 は愛 情 を失 っ て し

ま った。 そ して、親 水 、環境 整備 と称 して川 の 自然 を破壊 して造 られ た場 所

は、 それ まで川 に親 しんで いた 人々 を川 か ら遠 ざ け、代 わ りに川 に はな んの

愛 着 もない人 々 を呼 び集 めて ゴ ミの山 を築 いて い る。 これが私 た ち のふ る さ

と、佐 賀 の川 だ。

嘉瀬 川 で川下 りや釣 りを してい て出会 うお年寄 りた ちの話 で は嘉 瀬 川が こ

ん な川 にな って しまった の は この30年 ほ どの間 だ とい う。 ほん の30～40年 前

まで は今 の2倍 、3倍 の豊 か な水量 を持 ち、 清 く澄 み切 った水 に はた くさん

の魚 が棲 む豊 か な川 だった とい うのだ。 それが今 はか つて は珍 し くもな かっ

た魚 まで が絶滅 寸 前 に追 い込 まれ、 釣 りの対 象 として放 流 され てい る魚 さ え

増 え る ことが な い とい う有様 にな って しまった。 昨 年、 大和 町 の子供 た ち と

一 緒 に嘉瀬 川 を下 った と きに
、 大 きなニ ゴイが 姿 を見せ て子 供 たち は歓声 を

上 げて いたが 、ニ ゴイ は汚 れ た川 に多 い魚 で あ る。「この川 は こんな もの じゃ

な い。 もっ と素晴 ら しい川 だ った んだ よ。王私 は子 供 た ちに そ う言 っ てや りた

か った。

心 配 なの はそ の30年 の 間 に育 った世代 、 つ ま り私 た ち以下 の世代 はそ の素

晴 らしか った川 の姿 を知 らない とい う こ とだ。 川 の 自然 の素 晴 らしさ を知 ら

なけれ ば死 にか けた 川 も、 「川 とは こん な もの 」 と見 過 ごして し まうだ ろ う。

そ して川 はただ の水 が流 れ るだ けの場 所 にな る。

佐賀 の川 が た くさ んの魚 た ちの棲 む生 きた川 と して生 命 を取 り戻 せ るの か、

あ るい は この まま悪 い環 境 に適応 で きる魚 しか棲 め ない川 に なっ て しま うの

か、 まだ 川本来 の 姿 を知 って い る人 間が い る今 が そ の分 岐 点 に違 いな い。 こ

の本 に書 かれ て い る魚 た ち は20年 、30年 後 にそ の元気 に泳 ぐ姿 を見 る こ とが

で き るのだ ろ うか 。

(たな か ・のぶ あ き、 カヌー イ ス ト、 ア ウ トドア用 品店経 営)

「堀干 し」の楽 しみ

麦作 の た め水 を落 とした冬 場 の堀 の楽 しみは堀干 しだ った。 魚た ち は

堀 底 を掘 って作 られて い るヌ クメ の中 に集 まって じっ と して、 さなが ら

越 冬状 態 。水 抜 き は、 古 くは水車 を、後 にはポ ンプ を使 った。 い よい よ

堀が干 し上が りヌ クメ を開 くと、 コイ、 フナ、 ナマ ズ、 ウナ ギ、ハ ヤ な

ど食 用魚 か らギバ チ、 ライギ ョまでがバ チ ャバ チ ャ。 ス ッポ ン も加 わ り、

魚市 場 の にぎや か さ。 魚 買い さん もや って きた。

そ の 日の 夕餉 は、 コイの味噌 汁 に フナ の酢 ぬたが 賞味 された。 その夜

遅 くまでか か って焼 い てつ くられ た小 ブ ナの 串焼 きは、 麦藁 の束 に刺 し、

か ま どの上 な どにつ り下 げ られ て保存 食(ヒ ボ カシ)と した。時 々取 り

出 して は、 さっ とあぶ って醤 油 で食 べ る味 は、酒 の友 として珍 重 され た。
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イ トモ ロ コ

Squalidus gracilis gracilis

コイ科

地方名 い しばや、そ こばえ、ほん もろこ

大 き さ8cm

生息域　中～下流域

ど こにで もい る何 の特徴 もない普 通 の魚 とい う もの は、 いつ で も とれ る と

い う安 心感 か ら写 真 も撮 らない。 お ま けに、小型 の魚 はち ょろち ょろ とカ メ

ラの前 を行 った り来 た りで、止 まった か と思 う と水 草 の陰 に なって い る。 シ

ャッター を押 す指 に驚 い てUタ ー ンす る事 もあ る。 また、銀 色 の魚 は ス トロ

ボの 向 きを考 えない と光 を反射 して し まった り、魚体 に風景 が反 射 して写 り

込 ん だ りで、 フィル ム1本 使 って もまるで使 い もの に な らない と言 うこ とは

ざ らで ある。

このイ トモ ロ コ もそん な魚 のひ とつ で、冬 にな って低 温 のた め動 きが緩 慢

にな って よ うや く撮 れ た もの であ る。

木 曽川～ 熊本 北部 の西 日本 に広 く分布 す るが、 琵琶 湖 一帯 の近 畿地 方 で は

珍 しい魚 で宝物 扱 い を されて い るそ うであ る。 しか し、 県 内で は河川 中流 域

に普通 に見 られ る魚で あ る。や や流 れ の ある川 の、 流心 をはずれ た流 れ の緩

や か な石 の陰 な どに10尾 程 度 の群 で定位 してい る こ とが 多 い。

イ トモ ロ コは体 の割 に眼 が大 き く愛 らしい。口元 にはや は り体 の割 に は長 い

1対 の ヒゲが あ り、 その長 さは眼径 と同長以 上 であ る。 モ ロ コ と呼 ばれ る魚

は似 た ものが 多 いが、 この長 い ヒゲ と側 線上 の うろ こは上下 に著 し く長 い こ

とが特 徴 で ある。

1993.8.28厳 木川(厳 木町)
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ドジ ョ ウ
Misgurnus anguillicaudatus

ドジ ョウ科

地方 名 ど じ ょ う、 ど じ ゅ う、 どん じゅ う 、 き

ね か ん ど じ ょ う、 きね ど じ ょ う

大 き さ12cm

生息域 上 流域の下部～ 下流域、細流、水 田

河 川 よ りも、 小川 や水 田 わ きの用水 路 な どに生息 す るな じみ深 い魚 で ある。

地 方 名 の 「きね か ん 王や 「きね 」 は特 に大 型 の もの を指す 呼称 で あ

る。

ドジ ョウの生活 す る環境 は、干 上が った り夏 場 に は水 温 が40℃ を超 え酸欠

に な る こ ともあ る厳 しい環境 で あ る。そ う した環 境 に生 活 す る ドジ ョウ は"魚

離れ"し た能 力 を持 っ てい る。皮 膚が乾 燥 しない程 度 の水 分が あ れ ば泥 の 中

に潜 って雨 が降 るの を待 つ ことが で き る し、酸 素 は え ら呼 吸 だ けでな く、皮

膚呼 吸 や腸 呼吸 に よ って補 う こ とが で きる。 た らい に入 れ て お くと、 ち ょろ

ち ょろ と水面 へ 上が って きて は空 気 を飲 み込 み、底 へ 降 りなが ら肛 門 か ら気

泡 を出 すの を見 るこ とが で き る。 関東 には、 その様 子 か ら 「お ど りこ」 とい

う地 方名 もあ る。

雌 雄 の 区別 は、胸 ビレ を見 れ ば容 易 に見 分 け られ る。 つ ま り、雄 の胸 ビレ

は大 き く先 が尖 っ てい るが、雌 はそ の2/3ほ ど しか な く先端 は丸 い。 また、

雄 の胸 ビレ基 部 に は数㎜ ほ どの軟 骨質 の骨 質盤 が見 られ る。

ドジ ョウ といえ ば、か つ て は農村 部 の子 供 の小遣 い銭 稼 ぎのタ ネだ った。

竹 で編 んだ テ ボ を水路 に しか けて、翌朝 行 商人 に買 い取 って もらって いた ら

しい○

それ ほ ど、 どこにで もい た ドジ ョウ も現 在 の子供 達 に とっ て は見 た ことの

な い魚 の一 っ にな って し まった よ うだ。水 槽 に飼育 して い る ドジ ョウを見 て

「これ ウナ ギ?王 と聞 く子供 た ち は意 外 に多 い。現 在 で は ドジ ョウ を探 す な

らば平野 部 で な く、 か えっ て圃場 整備 が行 わ れて い ない 山間 の水 田の 方が確

実 で ある。

1992.8.9田 手川(東 脊振村)

雄の胸 ビレは大 きく尖っている

1994.5.27大 串1=水 系のた め池

(富 士町)古 川雅 通氏 捕獲

雌の胸 ビレは小さく丸みを帯び る

1994.5.27古 川雅通氏 捕獲
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ヤマ トシマドジョウ

Cobitis matsubarai

ドジョウ科

地方名 しまど じょう、すな くいど じょう

大 き さ10cm

生息域　中流域

別名 タ イ リク シマ ドジ ョウ ともい う。 九州 と山口 県の一 部 に分布 す る。 県

内で は流 れの あ る河川 で、底 質 が砂礫 で あれ ば、 ど こにで も生 息 す る。

砂 の中 の小動 物 等 を口か ら吸 い込 み、 え ら穴 か ら砂粒 を吹 き出 しなが ら前

進 して餌 を取 る。 同 じ ような食性 を持 つ カ マツ カほ どで はな いが 、驚 く と砂

の中 に潜 る。

ヒゲ は6本 で、体 側 お よび背 中 の黒 褐色 の点 列 は、 別種 と思 える ほ ど変異

が 大 きい。 また、 眼 の下 には、直 立 で きる小 さな硬 い棘 が あ るが 、別 に毒 が

あ るわ けで はない。 雌雄 の区別 は ドジ ョウ と同様 で あ る。胸 ビ レの形や 骨質

盤 の有 無 の ほか、大 きさで はや は り雌 が大 型 に な る。

シマ ドジ ョウ類 は、分 類 がや や難 しい。 県 内 に生息 す る シマ ドジ ョウ類 は

ヤマ トシマ ドジ ョウ と考 えて ほぼ間違 い な いが、 よ く似 た 本州 に分 布す るシ

マ ドジ ョウ と区別 す るた めに は、雄 の胸 ビレの付 け根 の骨 質盤 の形 を見 る必

要 が あ る。 ヤ マ トシマ ドジ ョウの骨質 盤 は単純 な円形 で あ るが 、 シマ ドジ ョ

ウで は、 くち ば し状 にな ってい る。骨 質盤 を持 た な い幼 魚 や雌 で は 区別 は難

しい。 また、体 側 の模様 が点 列 で な く、縦 条 に なっ ていれ ば ス ジシマ ドジ ョ

ウな どの可能 性 が あ る。

さ らに細 か い話 に なるが ヤマ トシマ ドジ ョウの染 色体 数 は94本 で あるが、

有 明海 に流 入 す る河 川 に生息 す る もの は染 色体 が86本 で あ る。 染色 体数 の異

な る生物 同士 は子孫 を作 る こ とがで きな いた め、別 種 とい う ことに なる。 そ

の うち佐賀 平野 側 の もの は 「ア リア ケ シマ ドジ ョウ」 とで も呼 ばれ る ことに

な るのだ ろ うか?

雄1991.9.6馬 場川(神 埼町)

1994.8.1六 角lll(武 雄 市)

胸ビレ基部 の骨 質板は雄のみ にみ られ る

1994.8.1(同 左)
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アリアケギバチ
Pseudobagrus aurantiacus

ギギ科

地 方 名 ぎ ぎ ゅ う 、 ぎん ぎ ゅ う、 ぎ ゅ う ぎ ゅ う、

ぎん ぎ ょ、 ぎ ん ぎ ょば ち、 き ん ぎ ょば

ち、 ぎ ぎ ょ、 し ゃ ち、 へ ぶ い ぎん ぎ ょ

大 き さ20cm

生 息域　 上～下流域 、湖沼

陸 に上 げ る と胸 ビレ と付 け根 の骨 をす り合 わせ て ギ ュ ッギ ュ ッ と音 を立 て

る こ と、背 ビレ と胸 ビレの棘 の先 端 に弱 い毒 が あ り、 不用 意 につ かむ とハ チ

に刺 され た よ うな痛 み を感 じる こ とか ら、県 内 に は 「ぎん ぎ ょばち王 を は じ

め多 くの地 方名 が あ る。

ギバ チ は奇妙 な分 布 をす るこ とで も知 られ て いた魚 で あ った。東 海 か ら中

四 国 に近 縁 なハ ゲ ギギ を はさん で、北 陸以 北 の北 日本 と九 州 に分布域 が隔離

され てい るの で ある。近 年 に なって、 同一 種 と思 われ て いた北 日本 の ギバ チ

と九州 の ギバ チ に染 色体 数 や遺伝 子 に明瞭 な相 違 が あ る ことが 発見 され、九

州産 のギバ チ はア リア ケギバ チ として、別 種 とされ る よう になっ た。

ア リア ケギバ チ は、 国内 で生息 が最 も危 険 な状態 にあ る 「絶滅 危 惧種 王 の

ひ とつで あ る。

昼 間 は、 流 れの緩 や かな淵 尻 の石 の下 や物 陰 にひ そみ、夜 間 や雨後 の濁 り

水 に行動 し水生 昆虫 な どを捕 食 す る。 水槽 中 で は昼 間 で も冷凍 赤虫 や ミ ミズ

な どを好 んで捕食 し、比較 的 飼育 しや す い魚 で あ る。

県 内で は、厳 木川 、 中川、 多布施 川 か ら確認 されて い る。夜行 性 の魚 で も

あ り、昼 間 が 中心 の調査 で は、 まず確 認 され な いが、様 々 な地 方名 の存在 が

示 す よ うに、か つ て は広 くク リー クに も生 息 した 魚で あ り、現在 で も意 外 と

多 くの河川 に生存 して い る可 能性 もあ る。 生 息が確 認 され た地域 は、 いずれ

も適 当な流 れが あ り、浮 き石 や隙 間 のあ いた石 垣 や水 草 な ど隠 れ家 が豊 富 な

地 点で あ る。

1993.10.11多 布 施川(佐 賀市)古 川国夫氏捕獲

幼魚1994.9多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲

アリアケギバチ の顔

1993.10.11(同 上)
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ナマズ
Silurus asotus

ナマズ科

地方名 な まず、 ひ ょうたん ご、 ひゅ うたん ご、

ひ ょうたん、ひ ゅうたん

大 き さ60cm

生 息域　 中～下流域、 ク リー ク、た め池

「オ タマ ジ ャク シはカ エル の子 …」とい う童謡 が あ るが、初 めて ナマ ズの子

を見 た 時、 な るほ どと思 っ た。胸 ビレが な けれ ば、 ひ げ のは えた黒 い オタマ

ジ ャ クシ に しか 見 えなか った か らで あ る。

この 頃 は、6本 の ヒゲ を持 って い るが、成 長 して数cmに な る頃 には1対 が

退 化 して、親 と同様 に4本 の ヒゲ を持 つ よ うにな る。

県 内 で は、 「な まず 王 は30cm以 上 の成 魚 を指 し、20cm以 下 の未成 魚 は「ひ ゅ

うた ん」「ひ ょうたん ご」な ど と呼 ばれ る。

産卵 は梅 雨 の大 雨 の翌朝 に水 の落 ち 口か ら水 田 に侵 入 して行 わ れ る。梅 雨

の早朝 に、 フナや コイ に混 じって、水 田でバ シャバ シ ャ と一段 と激 し く飛 沫

を上 げて い るの はナマ ズで あ る。雌 に雄 が リング状 に巻 き付 いて腹 部 を圧迫

し産卵 を促 す。 近 年減 少 した ドジ ョウの産 卵 もほぼ 同 じで ある。

これ らの魚 が水 田で産 卵 す るの は、 水温 が 高 く成 長 が速 い こ と、捕食 者 で

あ る大型 の魚が いない こと、 そ して餌 とな る ミジ ンコな どが豊 富 な こ とな ど

で あ る。一 歩間 違 え ば干物 に なる可能 性 もあるが 、 その危 険性 を差 し引い て

も、利 点 の方が 大 きい ので あ ろ う。

とこ ろが 、多 くの水 田が ジ ャンボ タニ シの侵 入 を防 ぐた め水 面上 に突 き出

した塩 ビ管 を通 して排 水 す る よう になっ たた め産 卵 場 とな りう る水 田が減 少

し、 「あが りうお王と呼 ばれ る水 田で産卵 す る魚 た ちの姿 もあ ま り見 られ な く

な った。

近 年、 河川 の改 修 につ いて は、水 辺 の環境 を重視 した 「多 自然 型工 法」 を

導入 す る方 向 に変 わ って きた。 ぜ ひ、河 川 と接続 す る小 水路 や水 田 との連 絡

性 も考 慮 して欲 しい もの であ る。

「なまず」のサ イズ にな ると体色は灰一色 になる1991.8.28晴 気川水系 のク リー ク(牛 津 町)

幼魚1993.7六 角川 水系のク リーク(白 石町)
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アカザ
Liobagrus reini

アカザ科

地方名 あかな まず、 うまん くそ ぎん ぎょ

大 き さ10cm

生息域 上～中流域

宮城 一 秋 田以南 に分 布 す る 日本 固有種 で あ る。 アカ ザの仲 間 は朝鮮 半 島、

長江 以南 の 中国、 台湾 に数種 が知 られ るが 、国 内で は一 種 でア カザ 科 を形 成

す る。

体 色 は赤 レ ンガ色 で、 頭部 は縦 扁 し口 の周囲 には8本 の ヒゲ を持 つ。比 較

的類 縁 関係 の近 いギバ チ と同様 に胸 ビ レ と背 ビ レの棘 に毒 が あ り、 不用意 に

つ かむ とか な り痛 い 目にあ う。

卵 は黄 色 で、寒 天質 に包 まれて い るた め4.6㎜ ほ ど と大 き く、流れ のか な り

速 い瀬 の石 の下 に100個 程 度産 着 され て雌 に よっ て保 護 され る。

水 質 が良好 で浮 き石 の多 い礫 底 で、 石 の まわ りや 隙 間 を落 ち着 きな くチ ョ

ロチ ョロ と泳 ぎ まわ っ て水生 昆虫 な どを捕 食 す る。

学 生 時代 に大変 お世 話 にな った先輩 の調 査 に同行 して、アマ ゴや イ ワナ(ゴ

ギ)の 生 息 す る上 流域 で数 回お 目 にかか った こ とが あ る。 そ の当時 で も平野

部 で はア カザ は見 られず 、二 人 とも河 川上 流部 の冷 水域 に生 息 す る魚 と信 じ

て いた 。後 に、 中流 域 に も見 られ る魚で あ ったの だが 生息環 境 や水 質 の悪化

に よって、 結果 的 にそ の様 な と ころに生 き残 って い る に過 ぎない ことを先生

か ら教 わ り驚 いた覚 えが ある。

県 内で は、1978年 に筑 後川 に確 認例 が あ るの みで あっ たが、!993年4月 に

厳木 川 で、 湯浅 卓雄 氏(岡 山市)に よって久 しぶ りに確認 され た。

夜 行性 の魚 で、 も ともと九州 で は数 が少 ない魚 で あ る ことか ら、 一般 には

ほ とん ど知 られて いな い よ うで あ る。 なお、地 方名 の「う まん くそ ぎん ぎ ょ王

は田手 川、 「あか な まず 王 は城 原 川 の中流域 で収集 した もの であ る。
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ワカサギ
Hypomesus trarspacificus nipponensis

キュウ リウオ科

地方名 わか さぎ

大 き さ1lcm

生息域　湖沼

ワカ サギ は キュ ウ リウオ科 の魚 で、 アユ や シ シャモ の よ うに背 ビ レの後 に

脂 ビ レが あ り、 魚体 か ら は野菜 のキ ュウ リの よ うな匂 いが す る。 また腹 ビレ

が背 ビレ よ りも前 に位 置 す るのが特 徴 で あ る。

北 方性 の 魚で 、本 来 日本 海 側 で は島 根以 北、 太平 洋側 で は利 根川 以北 に自

然分 布 す る回遊 魚 であ る。冬 季 に氷結 した湖 で氷 に穴 をあ けて釣 る あの魚 で

あ る。 水質 や水 温へ の適 応性 が高 く、 降海 で きない場 合 に は湖 な どに簡 単 に

陸封 され る特徴 が あ り、現在 で は全 国の ダム湖 な どに移植 されて い る。

佐 賀 県 に も以 前北 山湖 に放 流 され 、毎 年春 先 に は北 山湖 に流 入 す る河川 に

川底 が 見 え ない ほ ど大量 に遡 上 す る光 景 が見 られた とい う。 しか し、 ブ ラ ッ

クバ スが放 流 され た現 在 で は壊 滅状 態 であ る。

ところが、1993年lo月 下 旬、 知人 か ら 「多布施 川 で シ シャモ の よ うな魚 が

とれ た王 との電話 をいた だ いた。冷 蔵庫 に保 管 して あ った それ は ワカサ ギで

あ った。 その後 、佐賀 城 の南堀 に立 ち寄 った とき釣 り人 の 魚籠 の中 にオ イ カ

ワに混 じって い るの を見 つ けた。 急遽 さば虫 を餌 に釣 り上 げた のが 、写真 の

個 体 で あ る。 また、 それ 以前 に も巨勢 川 で も1970年 代 に キ ュウ リの匂 いのす

る魚が捕 獲 され て お り、 これ もワカ サギ と思 われ る。

も とも と、九 州 に は分 布 しない魚 で あ り、今 回確 認 された ものが 北 山湖 ま

た は、 筑後 川上 流 の ダム湖等 か ら流下 した もの の末 喬 で あ る ことは ほぼ確実

なの だが、 それ らが夏 の間有 明海 で 生育 す るのか 、 それ とも佐 賀城 のお堀 で

生 育 す るのか は不 明で あ る。

り993.12.11多 布施川水系佐 賀城跡南堀(佐 賀市)

ワカサギ捕り

かつては北山湖に流入する河川には大

量のワカサギの群が見られた(1978.4

佐賀新聞)
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ア ユ
Plecoglossus altivelis altivelis

アユ科

地方名 あいご、あいの いお、 あゆ

大 き さ30cm

生息域　中～下流域

清 流 の女王 な ど と呼 ばれ る美 しい魚 体 の魚 であ る。河 口近 くでふ 化 した ア

ユ の仔 魚 はす ぐに海 に入 り、 春 に7cmほ どに成 長 して河 川 に遡上 し、河 川 の

中流 で石 に体 あた りして表面 に付 着 す るケイ藻 や ラ ン藻 を独 特 な ロで 「けず

る」 様 に して食 べ る。 その た め、 ア ユの い る川 の石 に は独 特 の形 の はみ痕 が

見 られ る。 また 、上 流側 の工 事 な どで石 が泥 を被 る と付 着 藻類 が死 滅 し、 ア

ユ も大 きな影響 を受 け る。秋 には体色 が黒 ず み 「錆(さ び)ア ユ」 にな って

河 口付 近 に移動 し、産卵 を終 え る と死 亡 す る。

誕 生 か ら死 亡 す る まで1年 間 の短 い一 生 であ る。 その た め古 くは 「年魚」

の字が 当 て られて い る。 また、独 特 な香 りを持 つ こ とか ら「香 魚」、 うろ こが

小 さい こ とか ら 「細 鱗 魚」 と も表記 され る こと もある。

現在 用 い られ てい る 「鮎 」 とい う字 は中 国で はナ マ ズ を意 味す る。 実 は、

「鮎 」 は国字 な ので あ る。 日本 書紀 、肥 前風 土記 な どにあ る よう に神 功皇 后

が松浦 地 方 に立 ち寄 られ た際(お そ ら く玉 島川 で)女 官 の衣 か ら引 き抜 いた

糸 に飯 粒 を付 けて魚が 釣 れ るか否 かで 、戦 の勝 ち負 けを 占った ところ、 アユ

が釣 れた とい う故 事 に ちなん だ もので あ る。なお、この珍 事か ら、珍 しい地=

めつ らの国=松 浦 の地 名が で きた ともい う。

現 在 で は、当 の 「鮎 」 の字 の発祥 の地 で あ る玉島 川 で は、 上流 部 の開発 に

よ り流下 した土砂 が淵 や石 を埋 めアユ が減 少 し、放 流 が行 われ て い る。 当地

の人 は在 来 の玉 島川 の アユ は放 流 もの よ り、 は るか に美 しい と自慢 され て い

る。

1994.7.3嘉 瀬川(大 和 町)

遡上期のアユ(シ ラスアユ)

1993.3.20半 田川(唐 津市)

熊本常夫氏捕獲

婚姻色 のあらわれた産卵期 のアユ(錆 アユ)

1991.10.27嘉 瀬川(久 保 田町)
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野鳥と魚

平野 正徳(佐 賀市)

佐 賀 県 で は今 まで に約300種 の野鳥 が知 られ て い るが、その半 数近 くが水鳥

や水 辺 の鳥 といわ れて い る海 ・川 ・湖 沼 や その周 辺 を生活 の場 に して い る鳥

達 で、 そ の中 の多 くは魚 に依 存 して生 きてお り、 魚 の減 少 は野 鳥 に大 きな影

響 を与 える。 それ は ツル ・サ ギ ・ウ ・カモ メ ・シギ ・カ ワセ ミ ・海 鳥 等の仲

間 で、 大空 を舞 うワ シ ・タカ の中 に もフ ィッシ ュ ・イー ター として よ く知 ら

れ て い る種 が あ る。 これ等 の鳥 と魚 の関係 は野 鳥 が魚類 の捕食 者 とな る場合

が一 般 的 だが、 時 に は逆 の場 合 もある し、 又水 鳥 の体 に付 い た魚卵 が遠 隔地

に運 ばれ て魚 の増殖 に役 立 つ こ と もあ る。

魚 の集 ま る所 にはい つ も水 鳥 の姿 が あるが 、 この習性 は古来 伝統 的 な漁法

として利 用 され て きた。 水鳥 に追 わ れて密 集 した 集団 にな るキ ビナ ゴを網 で

捕 る 干鳥 もち あ じろ王 とい う漁法 が古 くか ら瀬 戸 内海 で行 わ れて い る し、近

年盛 んに な った プ レ ジ ャー ボー トによ る トロー リング も水 鳥 の群 「鳥 や ま王

を発 見 す る こ とか ら始 まる。

川 で はウ(佐 賀 で ウノ トリ)を 使 って アユ を捕 る鵜 飼(う かい)が あ るが、

佐賀 地 方 で は以 前 ク リー クで フナ を捕 る鵜 飼 が行 われ て いた。 筑後 川上 流 の

原鶴 温 泉 はア ユの名 所 として も よ く知 られ、戦 前 か ら鵜 飼 が盛 ん で ある。秋

も深 ま り川 にアユ の姿が 見 られ な くな る頃 、 ここの ウ は佐 賀市 北川 副 町の鵜

匠 原 口夘六 さん に引 き継 が れ堀 の鵜飼 に使 わ れ るが、 春暖 か くな る と再 び原

鶴 に帰 っ てい く。

舟 を使 用 す るア ユ漁 とは異 な り、堀 で は ウに引 き綱 を付 けず 自由 な行 動 に

任 せ られ る。百 匁 の フナ とい えば釣人 の 間で は大物 で あるが、 これ位 の フナ

は一 呑 み に してい た。又 この鵜飼 には いつ もお供 が つい てい て、5メ ー トル

以上 もあ る長 竿 の先 に網 を付 け、 手前 に掻 くよう に して 魚 を捕 る「まえか き王

を持 った人 達が 、 ウ に追 わ れて岸 辺 の水草 に身 を潜 めた フナ を この網 で捕 ら

せ て もらうの であ る。

ウ の篭 を担 ぐ鵜 匠 を先 頭 に、長 竿 を持 った人 達 が続 くこの集 団 は冬枯 れ し

た 田園 の風物 詩 と して親 し まれ てい たが、 鵜 匠 の原 口 さん も既 に故 人 とな ら

れ 、今 日で はそれ を知 る人 も少 な くな った よ うで あ る。

(ひ らの ・まさの り、医 師、 日本 野鳥 の会 佐賀 支部 長)
野鳥と魚
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アリアケシラウオ

Sulanx ariakensis

シラウオ科

地方名 とん さんいお、 しらうお

大 き さ15cm

生息域 河 口 ・汽水域 、有明海側の み

国 内最大 の シ ラウオ で、有 明海 湾奥 部 や諌早 湾 、熊本 県北部 の沿 岸 の塩分

濃度 が 低 い浅海 に生 息 す る。10月 か ら11月 にか けて産 卵 のた め に河 川 の感潮

域 の上 限付 近 まで遡 上 す る。産卵 す る と死 亡 して しま う年 魚 で あ る。 国外 で

は、朝 鮮半 島 と中 国の黄 海沿 岸 に分布 す る。

ア リア ケ シラ ウオ に限 らず シラ ウオ の仲 間 は魚食 魚 の良 好 な餌 に なって い

る。 シ ラウオ の仲 間 は透 明 な体 で捕食 者 か らの発 見 を遅 らせ る こ とで 、捕食

を免 れ て い る。 つ ま り体 が大 き くな る とい う こ とは、 捕食 者 に発見 され る危

険性 が 高 くな り、 ひい て は種 の存 続 にか かわ る問題 に な りか ね ない。

実際 、大 型 の この魚 が分布 して い る黄海 は 「黄 河 は水 を流 すの か、 泥 を流

す のか 王 とい う言葉 が示 す ように、遠 く黄土 高原 か ら大量 の泥 を運 ぶ 黄河 の

た め常 に濁 ってい る。 また 、国 内唯一 の分 布地 で あ る有 明海 も常 に泥 で濁 っ

てい る海 であ る。 この濁 りの著 しい環 境 こそ15cmに も成長 す るア リアケ シラ

ウオが 生 き残 れ た理 由 であ ろ う。

県 内に は、 シ ラウオ、 ア リア ケ ヒメ シラ ウオ、 ア リア ケ シラ ウオの3種 が

生息 して い るが 、 この うち シ ラウオ とア リアケ ヒメ シ ラウオ は ほ とん ど区別

され てい ないが 、 この ア リアケ シ ラウオ だ け は 「殿 様 が食 べ る魚王 の意 味 の

「とん さんい お王 として区別 され てい る。

1970年 以 前 は、手 押 し網 で本種 を専 門 に捕 る漁 業が 成立 して いたが 、近 年

で は浅海 や 河 口付近 で ほか の魚 に混 じって捕獲 され る程度 に まで激 減 して お

り、 環境 庁 によ って絶滅 危惧 種 の指定 を受 け るまで に なって い る。
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アリアケヒメシラウオ

Neosalanx reganius

シラウオ科

地方名 しらうお

大 きさ6cm

生息域 下 流域～河 口域、有 明海側のみ

有 明海 は 日本 最大 の干 満 の差 を誇 る泥深 い海 で あ る。 また、塩 分 濃度 が低

く、時 に淡水 化 す る こ とす らある特殊 な海 で あ る。 そのた め、 有明 海や そ こ

に流入 す る河川 には独特 な生物 が 多 い。

環 境 庁指 定 の絶滅 危惧 種 で あるア リア ケ ヒメ シラ ウオ は、世 界 中で有 明海

に流入 す る緑川 と筑 後川 にのみ生 息 す る魚で あ る。 この魚 が特 定 の河川 にの

み生息 す るの は、 ほか の シラ ウオの仲 間 が主 に沿岸 で生活 す るの に対 し、 こ

の魚が 感潮 域 の上 限 に生 息 す る純 淡水 魚 だか らで あ る。

中 国 には本種 に近 縁 な仲 間が生 息 す るが、 この よ うにデ リケー トな分 布 を

す る魚 を調 べ る ことに よって こそ、 日本 列 島が 中国大 陸 と陸続 きだ った頃 の

環 境 を推測 で きるの であ ろ う。

この よ うに小 さな魚 はた だで さえ見分 けが 難 しい のだ が、透 明 な シラ ウオ

の仲 間 をそ の場 で生 きた ま ま確認 す るの はさ らに難 しい。 ア リアケ ヒメ シラ

ウオ は他 の シ ラウオ よ り小 型 で、胸 ビレ条数 が20本 以上 もあ る うえにそ の基

部 が大 きい ため、胸 ビ レ付 近 を拡大 す れ ば比 較 的容 易 に区別 で き る。

1991年 には嘉瀬 川 で も初 めて確認 されて い る。 有 明海 の塩 分濃 度が 低下 し

た時 に、 嘉瀬 川 に侵入 した とも考 え られ るが、遺 伝 子 の交流 の ない別 な個体

群 で ある可能 性 もある。 しか し、1992年 の秋 以 降 は河 口堰 の稼動 に よ り生 息

環境 は干 満 の影響 を受 けない止 水域 にな って し まって い る。 シラ ウオの例 の

よ うに生 存 して い る可能性 もな いわ けで はな いが、 産卵 が主 に砂 底 で行 われ

る こ とを考 え る と、 泥 をかぶ る止水 で は死 滅 して い る可 能性 の 方が 高 い。

1991.11.10嘉 瀬川(久 保 田町)

オス(写 真上、1994.6.23筑 後川)

メス(写 真下、1994.5.23筑 後川)

鷲尾真佐人氏 捕獲
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シラウオ
salangichthys microdon

シラウオ科

地方名 しらうお

大 き さ10cm

生息域 河 口 ・汽水域

北 海 道 か ら熊 本 まで の主 要河 川 の河 口付 近 に広 く分 布す る。 体 は側扁 し、

頭 は縦 扁 して い るた め、横 か ら見 た姿 はジ ェ ッ ト戦 闘機 の よ うな精 桿 な体形

で あ る。

江戸 時代 、 隅 田川河 口の佃煮 の発 祥 の地佃 島一 帯 で は本 種 が多 く捕 れた と

い う。 「お どり食 い王に用 い るシ ロウオ よ り弱 く、捕獲 す る とす ぐに死 ん で し

まう。死 ぬ と他 の透 明な 魚 と同 じ ように体 が 白濁 して不 透明 にな る。 この時 、

酸欠 に最 も弱 い脳 が 先 に白濁 す る。 この 白 く浮 き出た脳 の形 が徳 川 家 の家 紋

「三 つ葉 葵 王 の形 に見 え る ことか ら将軍 家 へ の献 上 魚 となった とい う。

県 内 で生 きた まま酢 醤 油 な どで食 べ る 「お どり食 い王に使 われ る方 はハ ゼ科

の シ ロ ウオ の方 で あ る。 こち らは、 シー ズ ンに は酸 素封 入 した ものが スーパ

ー の店頭 に並 ぶ こ ともあ る。

シラ ウオの 方 は、 シロ ウオ漁 に混 じって捕獲 され るこ ともあ るが、 こち ら

はす ぐに死 亡 して しま う。 このた め、卵 と じや天 ぷ らのほか酢 の物 に され る

こ とが多 い。

3月 頃 に産 卵 のた め河川 に遡 上 し、水 草 や砂礫 底 に卵 を産 み つ ける。 ふ化

した 稚魚 はす ぐに海 に入 り、産 卵期 まで沿岸 帯 で生 活 す る。 汽水 湖 で生 まれ

た もの は、 ふ化後 も海 に入 らな い ものが多 い。 な お、霞 ヶ浦 や八 郎 潟で は淡

水化 後 も生 息が確 認 され て い る とい う。

以 前 、松 浦川 本流 で の シロ ウオ漁 にて混 獲 され て いたが 、松 浦大 堰 の完成

に よ り梁 の設 置 が不 可能 にな ったた め、近 年 は捕獲 され てい ない。
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ニ ジマ ス

Oncorhynchus mykiss

サケ科

地方名 に じます、 ます

大 き さ45cm

生息域 上～中流域、 ダム湖

北 米 原産 の 魚で、 日本 へ は1877年 以 来数 度 に渡 っ て移入 され て い る。 サ ケ

科 の魚 にして は、比 較 的高水 温 に耐 え る こ とがで き、 人 に慣 れ や すい。 筆者

の印象 で はエ ア コ ンの効 いた室 内 な らば、水槽 飼育 も十分 可能 の よ うだ。

養殖 が容 易 なた め全 国 に広 ま り、各 地 で放流 もされ て きたが 、定 着 した例

は少 ない。 現在 で は、20～30cmほ どに養殖 した もの を河川 に放 ち、直 ち に釣

らせ る 「釣 り堀 型漁 業 」が 主流 で あ る。

水生 昆虫 や落 下 昆虫 の ほか 甲殻 類 や ヒル、小 魚 な ど動物 性 の もの はほ とん

ど何 で も食 う。水槽 内で は コイの餌 も食 べ て くれ る。 しか し、 この食性 が た

た ってか 、養 殖個体 はお互 い の背 ビ レをか じ って し まうた め、 背 ビレが い じ

けて しまっ てい る ものが多 い。 味 は、サ ケ科 に して は美 味 な方で は ない。 ま

た、 降海 す る もの は 「ス チール ヘ ッ ド」とい われ 、 こち らは最 大120cmの 記録

が あ る。

話 は変 わ るが、40年 ほ ど前 まで厳 木川 や嘉瀬 川 の小 支 流 に、ヤ マ メ と もニ

ジマ ス とも違 う魚 が いた とい う。個人 的 には、 イ ワナ の可能性 もあ る と思 っ

て い る。 イ ワナ に はい くつか の亜種 が あ り、 中 国地 方 に住 むゴ ギが分布 の西

限 とされ て い る。

厳木 川 や嘉 瀬川 の幻 の 魚が、仮 にイ ワナ だ った とす る と生物 地 理学上 の大

発 見 にな る。 また、 それ が どのイ ワナ に近 い もの なの か?興 味 は尽 きな いの

だが 、語 って くれた人 の言 う とお り、砂 防 ダム で流路 が 分 断 され 、河床 が コ

ンク リー トで被 われ て し まえば、生 き残 って い る可 能性 はほ とん どない。

婚姻色1995.2.26飼 育1固体(諫 早市 干拓の里「むつごろう水族館王)
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サ ケ
Oncorhynchus keta

サケ科

地方名 さけ、 しゃ け

大 き さ65cm

生息域　 中～下 流域 、玄界灘側

サケ とい えば新 潟 や北海 道 の川 に遡 上す る魚 で、 九州 には縁 の ない魚 と思

ってお られ る方 も多 い こと と思 う。筆 者 自身 も子供 の頃 に松 浦川 で サ ケの遡

上 が確認 された こ とを新 聞 で読 んで驚 い た覚 えが あ る。

写真 は1993年 捕獲 された雌 の サケ で ある。捕 獲 され た方 の話 で は、玉 島川

に は昔 か ら毎年10尾 程度 は遡 上 して くる との こ とで あ る。 また、松 浦川 で は

産 卵 もして い る とい う情 報 もあ る。 それ を裏付 け るよ うに、1994年4月 には

松 浦川 の 河 口付 近 に合 流す る半 田川 で、 降海 寸前 の7cmほ どのサ ケ の稚 魚 が

捕 獲 され て い る。

なお、 ス ーパ ー等 でお馴 染 みの サケ の切 り身 に もキ ングサ ー モ ン、 紅ザ ケ

な どい ろい ろ な名 前 が記 され てい るが 、 それ ぞれ キ ングサー モ ン はマス ノス

ケ、 紅 ザケ はベ ニザ ケ、 ピンクサ ーモ ンはカ ラ フ トマ ス、銀 ザ ケ はギ ンザケ 、

そ して シロザ ケがサ ケ の こ とで あ る。

さ て、サ ケ は3～5年 ほ ど海 で生活 した 後、 生 まれ た川 の水 の匂 い をた ど

って遡上(母 川 回帰)し 、 生 まれ た場所 に戻 って産卵 す る事 が知 られ て い る。

河 ロ付 近 まで は地磁 気 に よって 自分 の帰 るべ き方 角 を知 る とされ てい たが、

ベ ニ ザケ の陸封 型 で ある ヒメマ ス につ いて の研 究 の結 果、 地磁 気 で はな く視

覚 が重 要 で あ る との結 果が報 告 され て い る。 つ ま り、 海底 の地 形 を覚 えて い

るの だ そ うだ 。 ものす ごい超 能 力 であ る。

しか し、母 川 回帰率 は80%程 度 で、一 般 に考 え られ てい るほ どは高 くない。

もっ とも、 こうい った 「落 ち こぼ れ王達 が分 布域 の拡 大 の原 動力 とな るわ け

で あ るが○

遡上 してきた雌の成魚1993.10.8玉 島川(浜 玉町)増 田正光氏捕獲

降海前 の幼魚1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕 獲
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ヤマ メ
Oncorhynchits masou masou

サケ科

地 方名 えのは、や まめ、 ます

大 き さ30cm(降 海 型 は60cm)

生息域 上流域

ヤマ メ は夏 で も20℃ を超 え ない渓流 に住 む 、サ ケ科 に属 す美 味 な魚 で ある。

体側 の小 判 型 の模様 はパ ー マー ク と呼 ばれ、 サ ケ科 の幼魚 に共 通 の模様 で あ

る。他 の多 くの魚 が、 降海 の前 にパ ーマ ー クが失 われ るの に対 して、河 川 で

一生 を過 ごす ヤマ メ は成 長 して も幼 魚期 の体色 を保 ち続 け る。

しか し、 ヤ マ メは降海 して産卵 の た めに河 川 に遡 上 す る とい うサ ケ科 の習

性 を、 失 って しまった わ けで はな い。桜 の咲 く頃 に河 川 に遡上 して くる60cm

ほ どのサ ク ラマ ス と呼 ばれ る魚 がヤ マ メの本 来 の姿 なの で ある。 つ ま り、正

確 にはヤ マ メは 「サ クラマ ス の河 川残 留型 」 と呼 ばれ るべ きなの で あ る。

同 じ親 か ら生 まれた兄 弟 が、 降海 してマ ス にな るか河川 に残 留 す るか は、

河 川 で生活 す る最初 の1年 間 の成 長 で決 まる。成 長が 悪 か った ものが 降海 し

てマ ス化 す る といわれ る。 このた め、夏 の短 い北 日本 に降海 す る ものが多 く、

西 日本 には河 川 に残留 す る ものが多 い。 降海 す る もの はパ ー マー クが 失わ れ、

銀 白色 にな り、銀 毛(ぎ ん け)ま た はスモル トと呼 ばれ る。

春 の低水 温期 に は六 角川 河 口や多 布施 川等 で も捕獲 例 が あ る。 これ らの個

体 はパ ー マー クが 見 られ るの で、降 海 の途 中 とい うわ けで はな い。 しか し、

県内 に もダム湖 を海 の代 用 と した り、実 際 に海 か ら遡 上 す るサ ク ラマスが存

在 す る よ うだ 。

9月 頃 の産卵 期 には、台 風 な どで増水 した流 れ に抗 して、 さ らに源 流部 ま

で遡上 す る。 この時、 普段 は越 え られ ない堰 堤 な ども河 原 を迂 回 して一気 に

遡 上 す る とい う。

1994.6飼 育個 体(富 士町)

1991.7.29嘉 瀬川(三 瀬村)
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アマ ゴ
Oncorhynchus masou ishikawae

サケ科

地方名 えのは、や まめ

大 き さ25cm(降 海 型 は50cm)

生息域 上流域

中国地 方 の山 間 を旅 行 す る と 「ひ らめ あ ります」 と書 い た看板 を 目にす る

こ とが あ る。 か つ て は、 日本海 沿 岸で捕 れ るサ メ を 「わ に王 と呼 んで食 して

い た地域 で あ り、運搬 技術 の進 んだ現在 で は新 鮮 な海産 魚 も手 に入 るよ うに

な って は い るが 、わ ざわ ざ宣伝 す るの もおか しな話 で あ る。実 は この地域 で

言 う 「ひ らめ」 とは、 イ ワナの仲 間 であ るゴ ギ に対 して体 幅 の薄 いヤ マメや

ア マ ゴを示 す地 方名 な ので あ る。

アマ ゴ はヤマ メ と大変 よ く似 た魚 で ある。 ヤマ メ その もの の魚体 に 「ほ く

ろ王の ような朱 点が 見 られ る こ とで容 易 に区別 で きる。 しか し、通 常 あ ま り

区別 を され な い よ うで、 「ヤマ メの塩焼 き」を注 文 す る と塩焼 き され た アマ ゴ

が 出 され る程 度 の ことは珍 しい こ とで はない。

アマ ゴ は本 来 、 関東以 西 の太平 洋側 お よび瀬 戸 内海 に流 入 す る河 川(九 州

で は大 分)に のみ分 布 す る 日本 固有亜 種 で ある。面 白い ことに、水 温 の関係

で生 息 で きな い南 九州 を除 くそれ以外 の地 域 に はヤ マ メが 生息 す る。 当然、

佐賀 県 はヤマ メの分 布域 に当た る。

両種 の 間 に見 られ る分 布上 の 「住 みわ け王 は、 日本 列 島の成 立 の過程 を示

唆 す る重 要 な証 拠 として注 目されて きた。 しか し、現 在 で は本 来 の分布 域 を

無視 した放 流 に よ り、 ヤマ メ とアマ ゴ の分 布域 は撹乱 されつ つ あ る。 また、

その よ うな地域 で は 「あ いの子 」が 生 じて い る。

な お、 ヤマ メ に降海型 のサ ク ラマ スが い る よう に、 アマ ゴに もサ ツキマ ス

とい う降海 型 が存在 す る。 長良 川河 口大堰 問題 の シ ンボル にな った魚 で あ る。

賛 否両 論 あ る と思 うが 、堰 の稼動 に よ り、 日本 固有 亜種 の ひ とつが本 来 の生

活 を営 め る河 川が 、地球 か ら消滅 した ことは間違 いな い。

1994.8.13天 川(厳 木町)

1994.8.13(同 上)
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カダヤシ
Gambsia affinis

カダヤシ科

地方名 たっぷみのー

大 きさ5cm

生息域　 下流域、 汽水域、 ク リーク ・ため池

佐賀 市 蓮池 町 の とあ る堀 で投 網 を打 った ら見慣 れ な い小魚 が2種 類 か か っ

た。後 にエ ツ とブル ーギ ルの幼 魚 で ある こ とが分 か ったが、 まだ何 か いな い

か と思 って浅瀬 を見 る と、 メダ カの よ うな小 魚 が。 しか し、 メダ カ特 有 の背

中 の金 色 の線 が み られず、 全体 が妙 に黒 い。手 網 です くって み る とカ ダヤ シ

で あ った。

地 方名 の 「た っぷ み の一王 は英名(英 語 で の呼称)の タ ップ ミン ノウか ら

きた もので あ る。 また、 「ぼ うふ ら(蚊 の幼 虫)王 を好 ん で捕 食 す る こ とか ら

モ ス キー トフ ィ ッシ ュ とい う英名 もあ る。 た だ し、 いず れの英 名 もほかの魚

に も用 い られ るので 注意 を要 す る。

県内 へ は昭和40年 代 に ボウ フラ退治 の た めグ ッ ピー と ともに放流 されて お

り、 その子 孫が各 所 で定 着 して い る。

雄 は雌 よ りも小 さ く、3cmほ どに しか な らな い。卵 胎生 で雌 は卵 で はな く

仔 魚 を産 む。 つ ま り、 ほか の ほ とん どの 魚 とは異 な り、体 内受 精 を行 うの で

ある。 そ のた め に、 雄 の尻 ビレは細長 い 交尾器 に分化 して い る。小 さな雄 が

雌 の死 角 の下面 後 方か ら、交 尾器 を前 方 に突 き立 て て忍 び寄 る姿 は なん とも

情 けない感 じがす る。

原産 地 は北米 大 陸 の南東部 で 、 日本 に は台 湾経 由で移植 され てい る。移植

の 目的 は文 字通 り 「蚊 絶や し王 で あ る。 しか し、現実 に はメダ カの生 息域 や

食 性 と完全 に重 複 し、 よ り大 型 にな る こ と、 卵胎 生 のた め卵 が捕 食 され る こ

とが な い等 の理 由で、 全 国で 目下 「メダカ絶 や し」 の真 っ最 中 で ある。 県内

で もすで に、 カ ダヤ シが 占拠 して しまった ク リー ク もあ るが、 まだ まだ メダ

カの 方が優 勢 で あ る。 この よ うにメダ カが健 在 な地域 は、全 国 的 には珍 しい

例 にな って しまった ようだ。

雌1994.8本 庄江川水 系のクリーク(佐 賀市)

雄1990.8.4佐 賀江川水 系のクリーク(佐 賀市)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



グ ッ ピ ー

Poecilia reticulate

カダヤ シ科

地方名 ぐっぴ一

大 きさ5cm

生 息域　 下流域、汽水域 、ク リー ク ・ため池

グ ッ ピー とい えば熱帯 魚(観 賞 魚)の 代 表 の よ うな魚で あ る。未 成魚 や雌

はカ ダヤ シ に似 るが 、雄 の婚姻 色 は大 変派手 で 美 しい。品種 改良 によ って様 々

な美 しい品種 が つ くられて い る。 色彩 も様 々 で あるが 、特 に尾 ビレの変 異 は

同一 種 とは思 えな い ほ どの多 くの変異 が あ る。

野 外 で分布 調 査 を行 う場合 、種 の 同定 の困難 な稚 魚 を持 ち帰 って成長後 に

調 べ る こ とが あ る。1992年 に武雄 市 の ク リー クで行 った調 査で は、 持 ち帰 っ

た稚 魚 の 中 にダ ブル ソー ドと呼 ばれ る タイ プの尾 ビレ を持 つ雄 が紛 れ込 んで

いた。

このグ ッピーの親 が カダ ヤ シ と同様 にボ ウ フラ退 治 の ため持 ち込 まれた も

のか、 熱帯 魚愛 好家 の水 槽 か ら逃 げ出 した(ま た は捨 て られ た)の か は不明

であ るが 、最近 の 流行 は デル タテー ル と呼 ばれ るタ イ プが 主流 な ので、 か な

り以前 か ら自然 繁殖 して いる可能 性 が高 い。佐 賀 市近郊 の ク リー クで も見か

けた とい う話 も時折 耳 に入 る。

カダヤ シ よ り競争 力 は弱 く低温 に も弱 いが 、水 質 の悪化 には強 く、本 州で

も温排 水 の流 れ込 む水域 には定着 す るこ とが知 られ て いる。温 暖 な沖縄 で は、

在 来 の メダ カ は北 米原産 のカ ダヤ シ に駆逐 され、 カ ダヤ シ もその後 の水 質 の

悪 化 に よっ て、南 米原産 のグ ッ ピー に置 き換 わ りつ つ あ る。

「蚊 絶や し士のた め のカ ダヤ シが メダ カ を絶 や し、生 活排 水 が その カダヤ シ

を絶 や し、住人 のい な くなっ た水 域 にグ ッピーが 増加 して い るわ けで あ る。

近 年、佐 賀 市 を中心 に下 水道 の普 及 に歩調 を合 わ せ る ように外来2種 とは

無 関係 に、蚊 が減 少 した ことは実 に皮 肉な ことで ある。

婚姻色のあ らわれ た雄1992.9,12六 角川水系のク リーク(武 雄市)
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メダカ
Oryzias latipes

メダカ科

地 方 名 か わ く じ ら、ざ っ こ 、しょ ん し ょん い お 、

た い わ し、た か ん ち ょ、た ば や 、ち ゃ 一

わ し、ち ゃめ ご、べ いべ い た ん ご 、 め ざ

か 、め ざ っ こ、め じ ゃか 、め だ か ん ち ょ、

め だ こ、め ち ゃ ば や 、め ん こ

大 きさ4cm

生息域　 中 ～下 流域 、ク リー ク ・た め池 、細 流

メ ダ カは水 田地帯 の魚で あ り、 その分布 域 も稲 作 の文化 圏 と一致 す る。 メ

ダカ の属名 「オ リズ ィア ス」 はイ ネの属名 「オ リザ」 に由来 した もので あ る

し、英 名 もライ ス フィ ッシ ュで あ る。 また和 名 の由来 も、眼 が高 い位 置 にあ

るか ら とす る説 のほか に、 こめ(米)ざ こ→ め ざ こ→ め ざか→ めだ か と転 じた

とす る説 もあ る。

馴染 みの深 い魚 で、 全国 で地 方名 の数 は3000と も5000と もい う。県 内 の古

いわ らべ歌 には、 「ベ イベ イ タ ンゴ(メ ダカ)寄 って こい 。サ クズ ぬ って食 わ

す っけ ん。 メジ ャカ(メ ダカ)と カ ッカ(ハ ゼ)と ドンコ と酒盛 りした とさ」

とい うもの もあ る。

雌雄 の識 別 点 は特 徴 的 な尻 ビ レの形 でで き る。 雄 は平行 四辺 形 、雌 はや や

先 細 りにな って い る。 また 、雄 の背 ビレ は破 れ た よ うに見 え る。2つ の ヒ レ

が雌雄 で 異 な るの は理 由が あ る。産 卵時 に雄 は この2つ の ヒ レで器 用 に雌 を

抱 くので あ る。

産卵 は早 朝 に行 われ 、一 度 の産卵 で数 十個 ほ ど産 む。 メ ダカ の雌 は産 出 さ

れた卵 を しば ら く肛 門 付近 に房状 に付 けた まま泳 ぐ。 卵 は1㎜ 強 で2cmほ ど

の粘着 糸 を持 つ。 この粘着 糸で 水草 な どに1個 ずつ産 着 され て ゆ く。水 温 を

30℃ ほ どに保 て ば周年 産卵 させ る ことがで きる。

県 内 の状 況 か らは不 思議 に思 えるが、 他県 で は メダ カが減 少 して なか なか

お 目にか か らな くな った た め、 理科 の観 察 のた め に業 者 か ら観 賞 用 の ヒメダ

カ(緋 メダ カ)を 購入 す る学校 が増 えてい る とい う。

1993.12.24六 角 川水系のク リーク(白 石 町)

雌 雄は背ビレと尻ビレの形 で区別できる。

写真 は雄1993.12.24(同 上)

雌1993。12.24(同 上)
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クル メサ ヨ リ
Hyporhamphus intermedius

サ ヨリ科

地方名 さよ り

大 き さ20cm

生息域 下 流域、河 口 ・汽 水域

和 名 は、 久留 米市 付近 で捕 れ る こ とか らきた もので あ るが、 有明 沿岸 の 固

有種 とい うわ けで は ない。本 州 、九州 の下 流域 か ら河 口に広 く分布 し、国外

で は朝 鮮半 島 お よび 中国 に も分布 す る。

背 中 は淡 黄緑 色 で腹側 は銀 白色 で 気品 の感 じ られ る魚 で ある。下 あ ごは著

し く突 出 してお り、サ ヨ リに似 るが サ ヨ リ(40cm)よ り小 さ く、下 あ ごの先端

の下面 が 朱色 で はな く黒色 で あ るため 区別 は容易 で あ る。 また、 サ ヨ リは汽

水 域 まで は侵 入す る ことが あ るが、 クル メサ ヨ リの よう に純 淡水域 に は入 ら

な い。逆 にクル メサ ヨ リは、塩 分濃 度 の低 い有 明海 で こそ海 で も見 られ るが、

ほか の地 方 で は海 で見 る こ とは まれで あ る。

柳 川市 出 身の詩 人 、北原 白秋 は 「サ ヨ リは うす い、 サ ヨ リはほ そい。 ぎ ん

の うを、 サ ヨ リ、 おね え さま ににて る。」と詠 んで い る。 こち らは、下 あ ごに

口紅 をつ けたサ ヨ リの ことの ようで もあ るが、「サ ヨ リの うち は まみつ か、し

お か」 と も詠 んで い る ところ を見 る と故郷 の クル メサ ヨ リの ことの よ うで あ

る。

トビ ウオ に近 い仲 問 だ けあ って、驚 くと水面 か ら飛 び 出 して数mほ どジャ

ンプ す る。5月 か ら6月 にか けて10尾 ほ どの群 で産 卵 を行 う。 夜 間 には灯火

に集 まる性 質 が あ り、 久留米 市付 近 で は 「サ ヨ リす くい 王が風 物詩 で あ った。

卵 は同 じダ ツ 目のメ ダカ とほぼ同 じ1.3㎜ ほ どで 、や は り絡 みつ くた めの長 い

糸 を持 ち、水 に浸 った 岸辺 の植物 や 水草 に産 み つ け られ る。

近 年、 ほ とん どの河 川 の河 口 に最 も近 い堰 が鋼 鉄製 の転倒堰 にか わ ってか

らは、海 と河 川下 流部 との移動 が 困難 に な り減 少が 著 しい。

写真提供(Y)
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イ トヨ

Gasterosteus aculeatus

トゲ ウオ斜

地方名 なし

大 きさ8cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽 水域 、玄界灘側

トゲ ウオ科 の魚 は、 ジグザ グダ ンス と呼 ばれ る求愛 行動 や 鳥 の巣 に似 た産

卵 巣 をつ くる魚 として有名 な魚 で あ る。 た だ し、小鳥 顔 負 けの立 派 な産卵 巣

をつ くるの は、10本 前 後 の棘 を持 つ トミヨ属 の 方で 、 イ トヨ属 の方 は、 中 に

「焼 き芋 」 で も入 って いそ うな、 ゴ ミ溜 めの よ うな産 卵 巣 を こ しら える。

冷 水性 の回遊 魚で 、太 平洋 側 で は利 根川以 北 、 日本海 側 で は山 ロ県以 北 に

分布 す る とされ て いた 魚で あ る。 また、本 州 の湧水 地帯 には陸封 され た個体

群 が見 られ、 こち らは天 然記 念物 等 の指定 を受 けて い る。

背 ビレの変化 した独 立棘 を3本 持 ち、腹 ビ レ も1対 の棘 にな って い る。 し

か し、通常 は この棘 は体 に密着 して収納 されて お り、サバ の ミニ チ ュア の よ

うな印象 を受 ける。

県 内 のイ トヨは回遊 型 で、3月 頃 に玄 界地 方 の河 川 に遡上 して くる。 やが

て雌 は腹 部 が はち きれ んば か りに肥 大 す る。雄 は背 側 が青色 、喉 か ら腹 にか

けて は鮮 や か な朱色 の美 しい婚姻 色 を呈す る。

雄 は直 径6cmほ どの 円錐型 の くぼみの 中心 に、水 草 を くわ えて きて は差 し

込 み、 同 じ く砂 を運 んで きて は上 か らば らま き、 この後肛 門 をす りつ けなが

ら腎臓 か らの粘 着 液 を体 を震 わせ なが ら塗 り付 けて い く。 こ うした作 業 を繰

り返 して トンネ ル型 の巣 を完成 させ る。

雌 は、 産卵 を行 うだ けで産卵 後数 日で死亡 す る。雄 は卵 がふ化 す る まで、

侵 入 者 を果敢 に攻 撃 した り、卵 に胸 び れ で新鮮 な水 を送 った り(フ ァ ンニ ン

グ)、死卵 を除 いた りと甲斐 甲斐 し く世話 を し、稚 魚 の姿 を見届 けた後 、ゼ ン

マ イが 切 れた ように死亡 す る。3cmほ どに成長 した稚 魚 は6月 頃 に降海 し、

春 まで海 で生活 す る。

1994.3.4半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕獲
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〈攻撃〉縄張りへの侵入者は雌でも激しく攻撃する り994.3.4半 田川(唐津市)熊本常夫氏捕獲

〈巣材 の搬入〉

水中の植物片をくわえて、

巣の中心に挿入する

1994.3.4(同 上)

〈砂 の搬 出 〉

巣の中の砂 をくわえて運び出す1994.3.4(同 上)

〈巣材の固定〉

肛門をすりつける様にして、腎臓からの分泌物を塗りつけていく

1994.3.4半 田川(唐津市)熊本常夫氏捕獲

〈ファンニング〉

胸ビレをつかって巣の中の卵に新鮮な水を送

る1994.3.4(同 上)

巣から泳ぎ出た仔魚1993.5
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タウナギ
Monopterus albus

タウナギ科

地方名 な し

大 き さ80cm

生息域　 水田、ため池 ・ク リー ク

「ヘ ビ も飼 って るの?」 初 めて水 槽 の中 の タウナ ギ を見 た人 は、た い がい ギ

ョ ッ とす る ようで あ る。 ど う見 て もオ レ ンジ色 の ヘ ビに しか見 えない。

ヒレは ほぼ完 全 に退化 してお り、背 ビレ ・尾 ビ レ ・尻 ビ レが癒 合 してひ だ

状 の隆起 にな って お り、遊 泳 の役 に立 ってい る とは思 えない。 また、 え らは

あるが退 化 してお り魚 の くせ に直 接空 気 を吸 えない と溺死 す る。 また 、お腹

を上 に して寝 てい る こ ともあ る。 さ らに、34cmほ どまで は雌 で あるが46cm以

上 に成 長す る と雄 に性 転 換 す るな ど、 とにか く妙 な魚 で あ る。

韓 国 か ら東南 ア ジア まで に分布 し、 増血 剤 として ウナ ギ よ り高値 で取 引 さ

れ る とい う。国 内 で は琉 球列 島 に 自然 分布 す る らしい。 また、 近畿 地 方 には

台湾 か ら移 入 され た実績 が あ る。

佐 賀 市 で捕獲 された タ ウナ ギが 自然 分布 なのか 、他 の水 生生 物 の放流 に混

入 して侵入 した ものか は、生 物 学的撹 乱 を受 けて しま った現在 で は、 とん と

分 か らな いが、 こ こで は移入 魚 として扱 う ことにす る。

小 型 の もの は水 田 に トンネル を掘 って生活 す る。 その た め棚 田の あ る地 方

で は、 水 田の水 を漏 ら して しま う困 り者 で あ る。 眼 は、地 下生 活 に適 応 して

か メダカ よ り小 さ くあ ま り見 えて ない よ うで あ る。 その かわ り匂 い には敏感

で、水 槽 内で は ミミズ を専食 して い る。

空気 呼 吸 の比 重 が大 き く、干 上が って しま うよ うな沼 で も穴 の中 に潜 む こ

とが で き るし、雨後 に は陸上 を移 動 す る こ ともあ る とい う。 とき どき鎌 首 を

もた げ る ように して水面 に口先 をあ げて空気 を吸 う。 空気 は、 口腔 内 に蓄 え

られ るが 、 この時頭 部 の直径 が1cmほ ども膨 らむ。

1992.6八 田江川水系のク リーク(佐 賀市)内 川 正美氏捕獲

空気 を吸 って、膨らんだ頭部

1992.6(同 上)

1992.6(同 上)
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アユ カケ
Cottus kazika

カジカ科

地 方 名 う る ご、 こ お さず 、 しゃ ち 、 や まほ 一

り ゃ

大 き さ25cm

生息域 中～下流域

金沢 の ゴ リ料 理 に使 う魚 とい えば、 その うまさ ゆえ に思 い出 され る方 もあ

る こ とと思 う。 その隣 の福 井 県 には、霰 が降 るよ うな寒 い夜 に 白い お腹 を上

に して海 に下 る とい う言 い伝 えか ら 「あ られ が こ」 とい う地 方名 もあ る。

神奈 川 一秋 田以 南、 九州 の 中流域 の礫底 に生息 す る。 太平 洋側 よ り日本海

側 の方 が 多 い とい う。秋 か ら冬 にか けて、夜 間 に降海 し早 春 に産卵 す る。 ふ

化 した稚 魚 は、約1カ 月海 で生活 し河川 に遡 上 す る。

「石化 け」の達 人 で、 身 を寄せ る障 害物 の ない ところで は、胸 ビ レを体 に密

着 させ、 尾 を曲 げて這 いつ くぼ るよ うに して じっ と してい る。鯉蓋(え らぶ

た)の 後縁 に4本 の棘 が あ り、特 に一番上 の棘 は長 い。

和 名 は石 の表 面 の付着 藻類 を はみに来 た アユ を この棘 に引 っか けて捕食 す

る とい う言 い伝 えか らきた もので あ る。 同 じ意味 の カマ キ リとい う別 名 もあ

る。

県 内で は生 息数 が少 な く1978年 に筑後 川、 中川 と浜 川 か らの記録 が あ るの

みで あ る。

富士 町杉 山でか つ てヤマ ノ カ ミが 遡上 して きてい た頃 、 ドンコほ どの大 き

さの 「す いつ き どん こ」 と呼 ばれ る謎 の底 生 魚が いた とい う。素 手で 腹 のあ

た りをつ か んで捕 る ことが で き るが 、 この時 一気 に引 き抜か な い と石 に吸 い

付 い て、体 が ち ぎれ て しま う とい うこ とで あっ たが 、筆 者 は、 この 「す いつ

き どん こ」 はアユ カ ケで はな いか と思 って い る。

ヤ マ ノカ ミと同様 に遡 上 力が大 変 弱 く、階 段式 魚道 は もち ろん ご く低 い コ

ン ク リー ト製 の固 定堰 も越 え られ ない ため、 近年 全 国的 に減 少 して い る。 九

頭 竜川 で は福井 県 の天 然記 念物 に指 定 され てい る。

写真提供(Y)
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ヤ マ ノ カ ミ

Trachidermus fasciatus

カジカ科

地 方名 や まんかみ、 かわんかみ、 かわんかみ

どん こ、か わかみ どん こ、 かんかん じ

ょう、かわ おこず、お こず、 たちゃ

大 き さ16cm

生息域 中～下流域、 有明海側の み

カ ジカ科 の大 陸系 遺存 種 で、 国内 に は有 明海 湾 奥部 とその流 入河 川 に のみ

生息 す る。 前鯉 蓋骨(さ い が い こつ)に4つ の棘 が あ り、 鯉膜(さ い ま く)

が 明瞭 な榿色 であ る な どの特 徴 が あ り、 他 と間違 える こ とはな い。

和 名 の 由来 とな った 「山 の神王 は容 貌 が醜 く、 古 くか ら女性 が 山 に入 る と

や き もち を焼 く とされ た女神 で あ る。 き こ りは、 この女神 の怒 りを鎮 め るた

めに、 さ らに醜 悪 なオ コゼ の類 を捧 げ る習慣 が全 国各 地 に ある。 ヤマ ノ カ ミ

の名 は、 オ コゼ に似 て い る こ とか らきた ものか、 実際 に 「山 の神」 に捧 げた

こ とか らきた もの か は定 か で ない。

中国 で は四鯛 鰭 とも呼 ばれ る。 これ は、成熟 した個 体 で は前 鯉蓋 骨 の後 方

も鯛 膜 と同 じ榿 色 に な るた め、鯉 蓋 が2対 あ るよ うに見 えるた めで あ ろう。

また、 長江 流域 の松 江鰹 もス ズキで は な く、 ヤ マ ノカ ミの ことで あ る。

昼 間 は、 石 の下 や木杭 等 の物 陰 に身 を寄せ 、夜 に活 動 し甲殻 類 や小 魚 を捕

食 す る。11月 頃 に有 明海 に産 卵 のた め に降海 す る。 この ころに は、雌 は卵巣

が発 達 して石鹸 で も飲 み込 んだ か の ような体 形 にな っ てい る。雄 は、 頭が雌

よ り もひ とまわ り大 き くな り区別 は容 易 にな る。

河 口や干 潟域 に到達 す る と、雌 はタ イ ラギの貝 殻 内 に2cmほ どの粘 着卵 を

産 み1年 の寿命 を終 え る。雄 は、卵 を保 護 した後 や は り死 亡 す る。産 卵 に参

加 しなか った もの は、 もう1年 生 き る。

5月 頃 に2～3cmほ どにな った稚 魚 は河川 に遡 上 す る。以 前 は嘉瀬 川 の場

合 、富 士 町 の杉 山地 区 にまで遡上 して いた とい うが 、河 川が 各種 の近 代 的な

堰 によ って分 断 された現 在 で は、 ほ とん どの河川 で 河 口 に最 も近 い堰 で遡 上

が 阻害 され、本 来 の生 息地 に到達 で きてい な い。

雌の成魚1993.10本14天 祐寺 川(佐 賀市)森 嘉彦氏捕獲

雄の頭部1994.12多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲
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雌の頭部1994.7.10浜 川(鹿 島市)

雄の成魚は行動も慎重で、第1背 ビレの第3棘 が短くなる様だ

1994.12多 布施川(佐賀市)古 川国夫氏捕獲

遡上期の幼魚1993.5.3本 庄 江川(佐 賀 市)

冬期には雌の腹部は卵で膨らむ

1993．10.14天祐寺川(佐賀市)森 嘉彦氏捕

獲

ヤマ ノカミの卵1994.2.15
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カジカ
Cottus pollux

カジカ科

地 方名 な し

大 き さ17cm

生息域 上～下流域

カ ジカ とい え ば、 清 流で鈴 の音 の ような美 しい声 で鳴 くカジ カガエ ル を連

想 され る方 も多 い こ とと思 う。 実 は、魚 に もカ ジカ とい う魚 がい る ので あ る。

カエ ルの方 はシ カの よ うに美 しい鳴 き声 か ら、魚 の方 はシ カの肉 を思 わせ る

よ うな味 か ら きた もの らしい。 金沢 の ゴ リ料 理 に は本 来 アユ カケ を用 い るが、

最 近 は資源 量 の減少 で 同 じ科 のカ ジカが代 用 とされ てい るよ うで あ る。

カ ジ カは以前 か ら3つ の型 に分 け られ る ことが 知 られ て いた。 つ ま り、上

流 か ら中流 域上 部 に生 息 して大 型 の卵 を産 んで海 に下 る こ とな く一 生 を河 川

で過 ごす大 卵型(河 川 陸封型)と 、 中流域 か ら下 流域 上部 に生 息 して小 さな

卵 を産 み 、ふ化 した稚 魚が1カ 月 ほ ど海 で生 活 す る時 期 の あ る小卵 型(両 側

回遊型)と 、 琵琶湖 にの み生息 す る さ らに小 さな卵 を産 む湖 沼型 で あ る。

これ ら、 カジ カの3つ の型 につ いて は学者 によ って見 解が 異 な る。 つ ま り、

湖 沼型 を ウツセ ミカ ジカ とし他 の2型 は将来 的 に は別 種 とす るが 当面 は型 と

して お くとす る考 え方 と、 湖沼 型 は小卵 型 と同一 と見 な して ウツセ ミカジカ

とし、大卵 型 をカ ジカ とす る考 え方 とが ある。 この場 で は前 者 に したが って

カ ジカ として扱 うこ とに した。

県 内 での確 認例 は少 な く、20年 程 前 に筑後 川 と糸 岐川 お よび嘉 瀬川 か らの

確 認例 が あ るの み(型 は明 記 され てい ない)で あった が、1995年5月 上 旬 に浜

川で3cmほ どの遡 上途 中 の小卵 型(両 側 回遊 型)の 幼 魚が 久 しぶ りに確 認 され

た。

なお、 ウツセ ミカジ カの特徴 は、両 眼 をつ な ぐ黒色 の帯 が見 られ る こ と、

胸 ビ レ条 数が13～16本 で カ ジカの12～14本 よ りや や多 い ことな どで あ る。

大卵型の成魚 写真提供(Y)

遡上期の小卵 型の幼魚1995.5.4浜 川(鹿 島市)
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オヤ ニ ラ ミ
Coreoperca kawamebari

スズキ科

地 方名 よつ め、 よ るめ ひ る め、 み ず く り

せ え べ え、 み つ くりせ えべ え、 せ

えべ え

大 きさ12cm

生息域　中流域

国 内の スズ キ科 の魚 の中 で唯一 の純 淡水 魚 で ある。和 名 は、 鯛蓋(え らぶ

た)に あ る暗青 色 の眼状 斑紋 と、本 当の眼 か ら放射 状 に のび る赤褐色 模様 が 、

も う1尾 の頭部 の様 に見 え、 それが本 来 の 「親 」 をに らんで い る様 に見 える

か らだ とい う。 しか し、実 際 には地方 名 の 「よつめ」 の方 が通 りが よい。

体 色 と模 様 は精神 状 態 に よって瞬時 に変 化 す る。興 奮 時 には1cmほ どの暗

褐 色 の横 帯 が数 本 出現 し、 す みか の ヨシの根 元 に同化 して見 え る。 さ らにス

トレスが続 くと、真 っ黒 にな り死 亡 す る こ とが多 い。

岸辺 の植 生 の豊 かで 水質 の よい河 川 の緩流 部 に、縄 張 りを作 って単独 生活

をす る。典 型 的 な動物 食性 で、 水生 昆虫 や 甲殻類 、小 魚 な どを捕食 す る。 飼

育 は、餌 さえ確保 で きれ ば容易 で あ り、 人 に も よ く慣 れ る。 水槽 の前 で観 察

してい る と、 オ ヤニ ラ ミも水槽 の 中か らこち らを観察 して い る。 慣 れて くる

と水 面 か らジ ャ ンプ して餌 を捕 った り、 指 に も反応 す る よ うにな る。 しか し、

2尾 の オヤ ニ ラ ミを同 じ水 槽 に入 れ る と大喧 嘩 の後 、必 ず一 方が 死亡 す る。

また、異 種 の場合 で も決 して良 い結果 は生 まない。個 人 で の飼育 は単 独飼 育

が無 難 で あ る。

産 卵期 に は雄 が コ ウホネや ヨシ、サ サ等 の水 中部 分 を口で清掃 し、雌 に2

cm強 の卵 を2列 に産 卵 させ る。雄 は稚 魚が ふ化 して泳 ぎ去 るまで、外 敵 を追

い払 った り、胸 ビレで新 鮮 な水 を送 った り、死 卵 を除 去 した りと、 甲斐 甲斐

し く世 話 をす る。親 不孝 の代 名詞 の よ うな和名 と実際 は、 まるで様 子が違 う。

子育 ての様 子 か ら 「みず くり(水 繰 り)せ えべ え王 とい う地方 名が あ る。

護 岸 工事 な どで岸 辺 の植物 帯 が除去 され る と、 真 っ先 に姿 を消 す魚 で環境

庁 によ り希 少種 に指定 され て い る。

1992.8.30田 手川(東 脊振村)

オヤニラミの 顔1994.8.28厳 木川(厳 木 町)

体 色の変化は著 しい1994.8.28(同 左)
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スズ キ
Lateolabrax japonicus

スズキ科

地方名 は くらご、 は くら、あかめ ば くら、や

すみ ば くら、はね、すす き、 せい ご、

はねせ い、 すず き

大 き さ100cm

住 息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

河 口付 近 の汽水 域 に は、周縁 性淡 水 魚 に分 類 され る沿 岸性 の海 産 魚が餌 を

求 めて侵 入 して い る。 スズ キ も日本 各 地 の沿 岸 に見 られ る周 縁性 淡水 魚 で あ

る。 国外 で は中 国、朝 鮮 半島 、 日本 海 沿岸 な ど東 ア ジア に分 布 す る。 ほか に

オ ース トラ リア東岸 で も確 認 され て い るが 、 こち らは移 植 に よ る もの とされ

る。

スズ キ は出世 魚 のひ とつ で、15cmま で をハ ク ラ、30cmま で をセ イ ゴ、60cm

まで をバ ネ、60cm以 上 をス ズキ とい う。有 明海 側 の地 方名 はバ クラ ゴー バ ク

ラー アカ メバ ク ラー ヤ ス ミバ クラーハ ネー ス ズ キ と多 くの段 階 を経 て 「出世 王

す る。

有明 海 は有数 な漁場 で あった が、近 年 で は 「スズ キ」 のサ イズ に まで生 き

残 って出世 す る もの はか な り少 な くな って い る。

産 卵 は、11月 ～1月 頃 に外 洋 に面 した岩礁 地帯 で 行 われ る。卵 は1.2～1.5㎜

ほ どの球形 で粘 着性 のな い浮遊性 卵 で あ る。 幼魚 は沿 岸 のア マモ場 や 河 口付

近 に生 息 す る。6月 頃 には5cmほ どに成 長 し河川 に侵 入 す る よう にな り、8

月 に10cmほ どにな る と中流 域 に まで侵入 す る もの もい る。若 魚 の体 側 の背側

や背 ビレ に見 られ る 「ほ くろ王 の ような黒色 斑 は成長 に伴 って消 失す るが 、

東 シナ海 と有 明海 の もの は成 魚 まで残存 す る とい う。

島根 県の松 江市 は鰹(ス ズ キ)料 理 で有名 で あ る。 しか し、 中国 の松江鰹

(晋の高 官 で あった 張翰 が、 ふ と故 郷 の松 江鯖 を食 べ た くな り、 あっ さ り と

官 を捨 てて松 江 に もどって し まった とい う故事 で有 名)と は全 く無 関係 で、

松江 鰭 はヤマ ノカ ミの ことで あ る。

1992.7.26松 浦川(唐 津 市)
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ブルー ギル
Lepomis macrochirus

サ ンフ ィ ッ シュ科

地方名 ぶる一 ぎる、 ぼろぎれ

大 き さ25cm

生息域 中～下流域、 ク リーク ・ため池、湖 沼

この魚 は北米 原産 で 、 え らぶ た に暗青色 の斑 紋 が あ るた め、 ブルー(青 い)

ギ ル(え ら)と い う。た め池 な どで 「タイ の よ うな見 慣 れ ない魚 が捕 れ た王と言

う場 合 、 このブル ー ギルで あ る こ とが多 い。

1960年 に天皇 陛 下が 皇太 子時代 に訪米 され た折 、 ミシ シ ッピー川産 の18尾

が シカ ゴの シ ェ ド水族 館 か ら贈 られた のが始 ま りで 、 その後 、各 地 の止水域

で爆 発的 に増 加 しつ つ ある。

県 内 に は、 宮崎 県 の一 ツ瀬 ダム か ら1967年 に神 埼 町 の 日ノ尺池 に入 れ られ

た のが最 初 で あ る。

この 魚の分 布拡 大 はオオ クチバ ス の餌 用 に との考 えか らの意識 的 な放 流 も

大 きな要因 で あ る。 しか し最 近 で は、 逆 にオ オ クチバ ス の幼魚 の多 くが ブル

ー ギル に食 わ れ る こ とか ら食 物連 鎖 で はブル ーギ ル の方 がオオ クチバ ス よ り

も上 位 に位 置 す る と考 え られて い る。

生後1年 に満 た ない幼 魚 は全体 に透 明感 が あ りパ ステ ル系 の金属 粉 をまぶ

した ようで美 しいが成長 す る と全 体 に黒 味 を増 し、体 高 も高 くな る。 また 、

餌 の た めか全体 が 明 るい黄色 で、体側 の暗色横 帯 が不 明 瞭 にな って い る場 合

もあ る。生 殖 期 の雄 は胸部 に赤 錆色 の婚 姻色 が現 れ る。 産卵 はオ オ クチバ ス

とほぼ同 じで、雄 が砂 泥底 に作 ったす り鉢状 の巣 に行 われ る。 ふ化 した仔 魚

は、 や は り雄 に よって しば ら く保護 され る。

在 来魚 は環 境 の悪化 の他 、子 供 の頃 はブル ーギル に、成長 す る とオ オ クチ

バ ス に捕 食 され る とい う トリプル パ ンチ に よって絶 滅 の淵 に立 た され てい る

もの も多 い 。

1991.8.25中 地江川水系 のク リー ク(干 代 田町)

幼魚199り.8.4佐 賀 江川水系のク リーク(佐 賀市)

婚姻色1994.5.1」 多布施川水系

佐賀城 跡南堀(佐 賀 市)
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オオ クチバ ス
Microptents salmoides

サ ンフ ィッ シ ュ科

地方名 ぶ らっ くばす、ばす

大 きさ50㎝

生息域　 中～下流域、 ク リー ク ・ため池 、湖 沼

北米 原産 の 魚で 、一般 に はブラ ックバ ス の名 の方が とお りが よい。1925年

に箱 根 の実 業家 が ア メ リカ合 衆 国 のオ レゴ ン州 か ら取 り寄 せ て 自宅 の池 に飼

って いた もの が、芦 ノ湖 に脱 走 して定 着 した といわれ て い る。 魚食 性 が非 常

に強 いた め、芦 ノ湖 か らの持 ち出 しが禁 止 され てい た に もか かわ らず 、ル ア

ー フ ィッシ ング の対 象 として各 地 のダム 湖 な どにヤ ミ放 流が行 わ れ、 現在 で

は 日本 全 国の ほ とん どの止水 域 に分布 す るよ うに なって い る。

非常 に貧 食 で、 カム ル チー の よう に人 に こそ食 い つか な いが、 動 いて い る

もの で あれ ば魚や エ ビ をは じめ何 にで も食 いつ く。

脅 え る こ とを知 らない よ うで、捕獲 した ばか りで も水槽 に入 れ た途端 に先

住 者 を食 い尽 くす の に、 もの の数分 とか か らな い。

水槽 の中 の惨 劇 と同 じ事 が天 然 の水 系 で も起 こって い る。 淡水 資源 の宝 庫

で ある琵琶 湖 で はオオ クチバ スが爆発 的 に増 加 し、 いた る所 で群 泳 す る姿 が

見 られ、 これ に反 比例 す る よ うに在 来魚 が激 減 し、 内水 面漁 業 に大 き な被 害

を与 え てい る とい う。

県 内 で も、 い つの間 にかダ ム湖 に姿が 見 られ るよ うにな り、流 下 した幼 魚

が河 川や ク リー ク に も分布 を広 げてい る。 ア メ リカで は塩分 濃度 の か な り高

い汽水 域 に も姿 が見 られ る とい う。 本 当な らば有 明海 の特 に湾奥 部 は も とも

と塩 分濃 度 の低 い水域 で もあ り、遠 か らず有 明海 に も侵 入 して しま うの か も

知 れ な い。

味 は白身 で美味 。老 化 防止 に効果 の高 い タ ウ リン を多 量 に含 んで い る。 芦

ノ湖 で は高級 魚 として、琵 琶湖 で は学校 給食 に も利 用 され てい る。健 康 と淡

水 生 態系 の保 護 のた め、釣 ったオ オ クチバ ス はキ ャ ッチア ン ドリ リー スな ど

せず 、食 べ て し まい まし ょう。

1993.8.29六 角川(武 雄市)

幼魚1992.7.19松 浦川(山 内町)
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ヒイラギ
Leiognathus nuchalis

ヒイラギ科

地 方 名 しい か ぶ ら、 し い ら、 しぬ ふ た 、 しび

ら、 ち ょん 、 ち ょ ん ご ろ 、 とん ば 、 ひ

い ら ぎ

大 き さllcm

生息域　 河 口 ・汽水域

和 名 は、 背 ビ レ と尻 ビ レの棘が 非常 に固 く、 ま るで樹 木 の ヒイ ラギ の葉 の

よ うで あ る と ころか ら付 け られ た名前 で あ る。 また、 地方 によ って は 「ネ コ

ナ カセ 王 とか 「ネ コ ゴロ シ王 な どと呼 ぶ ところ もあ る。

河川 で見 られ る魚の 中で は最 も銀色 の 美 しい魚 で、 まるで ク ローム メ ッキ

をほ どこ した ように輝 く。

口 は普通 に見 え るが 、 目の前 方 の膨 らみ の中 に、 ス ライ ドす る漏 斗型 の吻

が格 納 されて お り、採餌 時 には漏斗型 の 口を前方 下 向 きに突 出 させ て、水 を

吹 きか け餌 を掘 り出 して捕食 す る。 そ の ときの顔 は、「ひ ょっ とこ王を思わ せ

る。

発光 す る魚 とい えばチ ョウチ ンア ンコ ウの よ うな深海 魚 のイ メー ジが あ る

が、 内湾性 の強 い ヒイ ラギ も発 光 す る魚で あ る。何 の た めに光 るの か、 どう

や って光 るのか は、寡 聞 に して知 らない。

外 洋 に はほ とん ど出ず 、河 川水 の影響 の強 い内湾 に群 れ て生活 す るが 、潮

の満 ち 引 きにの っ て汽 水域 の上限 付近 まで ボ ラ類 に混 じって河 川 に も侵 入す

る。 しか し、完 全 な真 水 で は生活 で きな い よ うで 、純 淡水 域 に は入 らない。

「餌 取 り王と して釣 り人 に嫌 わ れ る魚で、 硬 い棘 のた め かあ ま り食 用 に もさ

れ な いが、 吸物 や酢 づ け に した りして骨 を柔 らか くす れ ば食 べ られ る。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

1994.8.11松 浦川(唐 津市)

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



クロダイ
Acanthopagrus schlegeli

タイ科

地方名 くろだい、ちぬ、 ちん、 めいた

大 き さ60cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽水域

ク ロダイ は北海 道南 部以 南 の水 深50mほ どの岩 の多 い浅海 に見 られ る魚で

あ るが、 幼 魚 は春 か ら秋 にか けて、 よ く河 川 に侵入 す る。 塩分濃 度 の低 い河

口や 汽水 域 に餌 を求 め て侵入 す るの だ ろ うが、 中流 域 まで 侵入 す る こ とも珍

し くない らしい。 この ため、 ボラや スズ キ と同様 に、 周縁 性淡 水 魚 として扱

わ れて い る。

な どと、 頭 で はわか って い て も実 際 に、投 網 に引 っか か って い るク ロダイ

を初 めて見 た とき は、 さす が に狼 狽 して しま った。捕 獲地 点 は確 か に、河 口

付 近 の汽水 域 で あ ったが、 捕獲 時 は干潮 で隣 の瀬 には アユが泳 ぎ、上 流 か ら

流 れ下 る水 のた め、舐 めて も塩 気 は微塵 も感 じなか っ た。

貧食 な魚 で、 甲殻類 や貝 類 、 ゴカイ の ほか大型 の藻類 も食 い ち ぎって食 べ

る。 水槽 内 で は小 魚 を他 の魚食 魚 の よ うに丸 飲 み にす るの で はな く、 食 い ち

ぎって食 べ る のが印 象的 で あった 。

それ は そ う と、釣 魚 として人 気 の高 い ク ロダイ は、 「クロ(標 準和名 はメ ジ

ナ)王 と区別 して、 チ ヌ と呼 ばれ るこ とが 多 い。実 際 に は、 「チ ン王 と発 音 さ

れ る。 なお 、 ク ロダイ に非常 によ く似 るが、腹 ビ レ、 尻 ビ レ、 尾 ビレの下半

分 が黄色 い もの は近 縁 の キチヌ で あ り、 「し らち ん」 「きびれ王 「わ せ王 「きち

ん王 な ど と呼 ばれ る。

クロ ダイ の小型 の もの は「めいた」と呼 ばれ る。 クロ ダイ は性 転換 を行 う魚

で、20cm以 下 の小 型 もの はすべ て雄 と して機 能 す るが、25cmを 超 える頃 に は

明 確 に雄 と雌 が分 化す る。

関 東で小 型 の ク ロダイ を 「ちん ち ん王 と呼ぶ の は偶 然 に して は出 来す ぎか

もしれ ない。

1994.8.7糸 岐川(太 良町)
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ナイルテラピア
Oreochromis niloticus

カワスズメ科

地方名 な し

大 き さ50cm

生息域　 温排水の流 れ込 む河川、 クリー ク、用

水路

テ ラ ピアの仲 間 は雌 が卵 や 仔 魚 を口の 中で保 育 す る と ころか らマ ウ スブ リ

ー ダー と も呼 ばれ
、 観賞 魚 として も有 名 な グルー プで様 々 な種類 が飼 育 され

て い る。

ナ イル テ ラピア は1962年 にア ラ ブ連 邦 か ら食 用 として移 入 され、 各地 で温

泉水 等 を利 用 して養 殖 がな され てい る。 タイ にや や似 て い る ことを良 い こ と

にイズ ミダイ(泉 鯛)と か、学 名 のオ レオ ク ロ ミス ・ニ ロチカ のチ カ を掛 けた

チカ ダイ の販 売 促進 用 の名前 も考 案 され てい る。

県内 で は、諸 富 町の養鰻 場 で残餌 の処理 の ため 、入 れ られた ものが近 くの

ク リー ク に も自然繁 殖 して い るよ うであ る。1991年 に千 代 田町 の ク リー クで

捕獲 した2cmほ どの ブルー ギル の幼魚 の 中 に、 た った1尾 だが混 じっ ていた。

しか し、夏 季 に は分 布 を広 げ るが冬季 の低 水温 に耐 え られ ず、今 の と ころ養

殖場 の排水 口付 近以 外 で は生 き られ ない ようで ある。

植 物 プ ラ ンク トンや ウ キクサ な ど も食 べ る雑 食性 で 、成 長が速 く水槽 内 で

も1年 後 に は20cmほ どに成長 した。

と ころが 、 その年 の秋 にブル ー ギル と一 緒 の水槽 で 、何 と産卵 して しまっ

た の であ る。 ナイ ル テラ ピア は1尾 しか い ない ので処 女生 殖(単 為 生殖)の 可

能性 もあるが ブル ーギ ル との雑種 の可 能性 も否 定 で きな いた め、1993年 に単

独 で飼 育 した とこ ろ、今 度 は2回 の産 卵 に成功 し、2回 とも稚 魚 を得 る こ と

が で きた。

個 体 数 が少 な い ときの両性 生殖 は近 親 交配 の危 険 も高 く、 な に よ り相 手 と

巡 り会 う必 要 が あ る。 しか し、単 為生 殖 な らばその どち らの 問題 も無 関係 に

な る。 帰化 昆虫 で は この よ うな事 例 は確認 され てい るが、 も とも と性 的分化

の あ ま り進 んで いな い魚類 で も起 こる もの らしい。

1991.8.25中 地江川水 系のクリーク(干 代田町)

単為発生 した と思わ れる幼魚1993.11撮 影
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ボ ラ
Mugil cephalus cephalus

ボラ科

地 方 名 い な 、 ぼ ら、 くろ め ご 、 くろめ 、 だ ん

ぎい 、 ち ゅ う ぼ ら、 う うぼ ら

大 き さ60cm

生息域　 中～下流域、河 口 ・汽水域

松 浦川 河 口の松 浦大 堰 の魚道 にはお びた だ しい数 の40cmほ どの魚 が集 まっ

て くる。 黒 い もの もあれ ば 白黒 の もの もい る。近 くの子 供 に聞 く とコ イだ と

い う。 しか し、 どう もコイ には見 え ない ので捕獲 した ところ、 ボ ラで あった。

白 く見 えた の は うろ こに付 いた寄生 虫 で あった 。

ボラ は成長 に ともな ってバ ク→ オ ボコ→ イナ → ボ ラ→ トドと名 前 が変 わ る

「出世 魚 王で あ る。 うぶ な女 の子 を示 す 「オ ボ コ娘王、江 戸 の魚河 岸 の粋 な若

者 が 、結 った 「鯉 背銀 杏王か らは 「イ ナセ な王、行 き着 くと ころ まで行 ったの

意 味 の 「トドの つ ま り王 な ど、 ボ ラか ら出 た言葉 は多 い。

有 明海側 の地 方名 も成長 に合 わ せて 、「くろめ ご王→ 「くろ め王→ 「だ ん ぎ

い王 → 「ぼ ら王→ 「ち ゅ うぼ ら王→ 「ううぼ ら士 と、や は り 「出世 王 す る。

ボラ の卵 巣 の塩 蔵品 は、 中 国の墨 に似 て い るた めカ ラス ミと呼 ばれ 、庶 民

の 口に はなか な か入 らな い高級 珍味 で あ る。 ボラ は 日本 全 国 に分布 す るのに、

長 崎 が カ ラス ミで有名 な の は、 産卵 の た め東 シナ海 に回遊 の途 中、長 崎沖 に

達 した こ ろの卵 巣 の成 熟具 合が 丁度 良 いた めで あ る。 当地 に は 「トン ビが タ

カ を産 む王 と同意 の 「カ ラス ミ親子 王 とい う言葉 が あ る。

西 ア フ リカ を除 く世 界 の暖海 に広 く分布 す るいわ ば コス モポ リタ ンで、 日

本 各地 の沿 岸 に も普 通 に見 られ る。 下流域 で 渦 を巻 くよ うに群 れ て い るの は

ボ ラの子供 で あ る こ とが多 い。成 長 す る に した が って、 前後 か ら脂 瞼(し け

ん)と 呼 ばれ る透 明 な膜 が 眼 を被 う よう に発 達 して くる。 また、胸 ビ レの基

部 が ほ んの りと青 み を帯 び るの もボラ の特 徴 で あ る。

1991.11.2町 田川(唐 津市)

稚魚1995.3.28塩 田川(塩 田町)
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セスジボラ
Chelon affinis

ボラ科

地方名 しゅくち、 しくち

大 き さ30cm

生息域　 下 流域 、河 口 ・汽 水域

日本 の沿岸 に は14種 ほ どのボ ラ科 の魚が 見 られ る。 この うち、 ボラ属 の ボ

ラ、 タイ ワ ンメナ ダ属 のタ イ ワンメ ナダ とナ ン ヨウ ボラ、 フウラ イボ ラ属 の

フウ ライ ボラ、 そ して メナ ダ属 のメ ナダ とコボ ラ とセ ス ジボ ラの7種 は、少

な くと も河 川の 汽水域 に まで は侵 入す る とされ る。

県内 の河 川で普 通 に見 られ るの はボ ラ、 メ ナダ、 セ ス ジボ ラの3種 であ る。

ボ ラ は玄 界灘 側 と有 明海側 の両 方 に見 られ るが 、 メナ ダ は有 明海 側 に多 く玄

界灘側 で はほ とん ど見か けない。 逆 に、セ ス ジボ ラの 方 は玄界灘 側 に は多 い

が有 明海 側 で は見 か けない。 どう も、好 みの底 質が 異 な るた めの よ うであ る。

セス ジ ボラ は、 目 にはボ ラ ほ どで はな いが ボ ラ同様 に透 明 な脂 瞼 が発達 し

て い る。 しか し、 ボ ラの ような胸 ビレ基部 の青色 斑 は見 られ ない。 また、 目

の上 半分 はメナ ダ の よ うに朱色 を帯 びて い る。色 彩 的 に は、 あ ま り特徴 の な

い魚 で あ るが、セ スジ ボラ の和 名 が示 す よ うに、背 中(頭 部 か ら背 ビ レを通 る

背 中線)に くっき りと尾根 線状 の ス ジが走 って い るので 、他 の ボラ科 の魚 との

区別 は容 易 で あ る。

玄 海地 方 で は 「し ゅ くち」 「す くち」とい う地 方名 で呼 ばれ るが、 多 くの地

方 で この地 方名 は メナ ダ を指 す ことか 多 いので 気 をつ け る必 要 が あ る。

ボ ラ とメナ ダの新鮮 な もの は、 刺身 な どに して も美味 で あ るがセ ス ジボ ラ

はあ ま り食 用 に され る ことはな い ようで あ る。

1994.8.11松 浦川(唐 津市)

1994.8.3松 浦川(唐 津市)
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メナダ
Chelon haematocheiluis

ボラ科

地 方 名 え び な ご、 え び な 、 えぶ な 、 あ か め 、

わ か や す み 、 や す み 、 ふ る や す み 、 な

よ し、 な よ せ 、 ま い お、 し ゅ くち、 し

くち

大 き さ100cm

生息域 下流域 、河 口 ・汽水域

魚 に限 らず、 昆虫 に しろ植 物 に しろ、素人 に は見 分 けが難 しい仲 間が あ る。

それ らを見 分 け られ る様 にな るた めに は、 まず実物 を よ く見 る こ とで あ る。

メ ナダ とボラ も意 外 と区別 の で きない人 の多 い 魚で あ る。 しか し、両 種 を

並 べ てみ れ ば、 その違 い は一 目瞭然 の はずで あ る。

まず 、体 形 が メナ ダの方 が はるか にス リム で、上 か ら見 る と頭部 が偏 平(縦

偏)で 、鯉 蓋(え らぶ た)の ところが最 も左右 に張 り出 してお り胴 体 よ り太

くなって い る。脂 瞼 は発達 せず 、地 方名 の 「あか め王、 「しゅ くち王 が示す よ

うに 目の上半 分 と口元 が朱 色 を帯 び る。 また、 メナ ダ の胸 ビ レ基 部 に は青 色

斑 はな い。

メナ ダ もボ ラ と同様 に成 長 に伴 って コス リ→ トウブ シ→ メナ ダ と名 前 の変

わ る出世 魚 で あ る。 県 内で は 「えび な ご王→ 「えび な(え ぶ な)王 → 「あかめ王

→ 「わ かや す み」→ 「や す み」→ 「ふ るや す み士→ 「な よ し王 と変 化す る。

八 田江 や福 所 江 な ど有 明海 に注 ぐ小 河川 には 「江 」 のつ く ものが 多 い。佐

賀 の平 野部 を流 れ る川 を 「江 湖」と呼 ぶ ことか ら来 て お り、「えぶ な王(江 鮒)

とは、 そ の様 な と ころに多 い魚 で ある こ とを示す 。 また、 「まいお 」(真 魚)

の地方 名 は有 明海 沿岸 で古 くか ら漁業 の対 象 として重 要 な魚 で あった こ とを

意 味 す る もの と思 わ れ る。

九州 以北 の 日本 全 国 に分 布 す るが ボ ラ よ り少 な く、北 に多 い とされ る。 し

か し、泥底 を好 むた めか、 城原 川、 田手 川 の下流 で捕 獲 した もの はすべ てメ

ナ ダで あ った 。

1991.9.6田 手川(千 代田町)
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イダテンギンポ
Omobranchus punctatus

イソギ ンポ科

地方名 なし

大 き さ9cm

生息域　 下 流域 、河 口 ・汽 水域

関東以 西 に分 布 し、潮 間帯 や潮 だ ま りな どに も見 られ る。石 や岩 の隙間 か

ら顔 を出 して眼 をキ ョロ キ ョロ させ て周 囲 を うか が い、胸 ビレ と腹 ビ レで歩

くよう に して、 チ ョロチ ョロ とはい まわ るよ うな泳 ぎ方 は子 ネ ズ ミの ようで、

ひ ょう きんで愛 ら しい。

体色 は地 味 な灰褐 ～ 灰赤 色 で、液体 が 流れ た あ との よ うな数本 の暗色 の縦

条 が ぼ んや りと見 える。 この暗色 縦 条 は雄 は明瞭 で あ るが、 雌 で はやや不 明

瞭 で あ る。 腹 ビレ は黄 色 く、胸 ビレ よ り前方 の喉 のあた りにあ る。

体 は側 扁 して お り体 幅 は薄 い。 口 は小 さ く 「お ち ょぼ 口」 で あ るが、一 番

奥 の歯 は犬歯(牙 状 の歯)に な ってい る。特 に下 顎 の犬 歯 は巨大 で あ る。

ギ ンポ と名 の つ く魚 は、 イ ソギ ンポ科 のほか に もニ シキ ギ ンポ科 、ア サ ヒ

ギ ンポ科 、 ボ ウズ ギ ンポ科 な どが あ るが、 この うちイ ダテ ンギ ンポ と体形 の

似 てい るの は、 や は り同 じナベ カ属 の魚 で ある。

イ ダテ ンギ ンポ を黄土色 に して前半 を白色 とこげ茶色 の横 帯 で染 め分 けて

後半 は ごま塩 を まぶ した よ うな ナベ カ、頭 部 にニ ワ トリの とさか の よ うな皮

弁 を持 つ トサ カギ ンポ、 眼 の後 方 に1個 の ほ くろの よ うな黒色 斑 が見 られ る

クモ ギ ンポな どが、 岩 の多 い河 口付近 の汽 水域 で も見 られ る ことが ある。 こ

の うち、過 去 にナベ カは糸岐 川 で確認 例 が あ る。

1994.8.7糸 岐川(太 良 町)
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ワ ラス ボ
Taenioides rubicundus

ハゼ科

地方名 じんきち、 すぼ、 どうきん、 どきゅう、

わ らすぼ

大 き さ35cm

生息域　 河 口 ・汽水域、有明海側 のみ

有 明海 沿岸 の民 家 の庭先 に は、 とき どき妙 な 「縄 の れ ん王が見 られ る。 ワ

ラスボ を干 す風景 で あ る。 内臓 を抜 いた ワ ラスボ の鯉穴(え らあ な)か ら口

にひ もを通 してぶ ら下 げて お くと、2～3日 でか ちか ち の素干 しが で きあが

る。 見 た 目 は悪 い が、 は さみで3cmほ どに切 って 油で 妙 めて醤 油 をか け る と

立派 な肴 の出来 上 が りで ある。保 存 は きか ないが 、干 し始 めて1日 ほ どの生

乾 きの頃が 最 も美 味 とい う。

ワラス ボ は河 口付 近 の軟泥 底 を好 み、 国外 で は朝鮮 半 島、 中国 、 イ ン ドに

分布 す るが、 ム ツ ゴロウ 同様 に国 内で は有明海 にの み生 息す る。

見 るか らに長 い体 形 はウナ ギ を思 わせ るが 、癒 合 した腹 ビ レが 示 す よ うに

ハ ゼ科 の 魚で あ る。胸 ビレの背 中側 の2/3は 鰭 膜(ひ れ ま く)が な く、 糸

状 にな って お り 「うちわ 王の骨 の よ うで ある。 眼 は発達 せ ず結果 として成 魚

で は皮下 に埋 没 して機 能 して い ない。 口 は大 き く歯 は口か らむ き出 しにな っ

て い る。 正面 か ら見 た顔 は、 映画 のエ イ リア ン を連 想 させ る。

潮 の 引い た干 潟 で、「ス ボ掻 き王と呼 ばれ る道 具 で泥 を切 るよ うに して引 っ

か けて捕 る漁法 が有名 なた め泥 の中 に生息 す る魚 と思 われ が ちで あ るが 、潮

が満 ちて くる と水 中 を泳 ぎ回 る。 立派 な歯 を持 って はい るが噛 む力 が弱 く、

ゴカ イな どの餌 を加 えて逃 が さない程 度 の機能 しか持 た ない よ うで ある。 ほ

か に、 ア ゲマ キ な どの軟 体動 物 も食 べて い る ようで あ る。

ワラス ボ よ り小 型で 、赤 み の強 い 「あかす ぼ王 「ち うなぎ王と呼 ばれ る もの

は、 チ ワラス ボで こち らは静 岡以 西 の河 口域 や 内湾 に広 く分布 して い る。

1993.11筑 後川

1993.11(同 上)
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シロウオ
Leucopsarion petersii

ハゼ科

地方名 しろうお、 しろいお、 しらうお

大 き さ6cm

生息域　 下流域 、河 口 ・汽水域

シ ラウオ 科 の シラウ オ とハ ゼ科 の シロ ウオ。紛 らわ しい こ とこの上 ないが 、

シラ ウオの 方 は よ く見 れ ば背 ビレの後 ろに 「申 し訳 」程 度 の脂 ビレが あ り、

ア ユや サ ケに近 縁 であ る こ とが分 か る。 シ ロウオ の方 は胸 ビレの直 下 に左右

が癒 合 した腹 ビ レが 、 や は り「お まけ王程度 につい て お りハ ゼ科 と分 か る。唐

津 の料亭 な どで「お ど り食 い王され るの はハゼ科 の シロ ウオで あ る。 有 明海側

に も分布 して い るのだ が、玄 界灘 側 ほ ど熱 心 には捕獲 されて い ない よ うで あ

る。

シロ ウオ は海 で生 育 し、産 卵 の ため に河川 に遡 上 す る回遊 魚で あ る。2月

か ら4月 にか けて遡 上 す るが、 河川 に入 る と消化 管 は退 化 して餌 を食 べ ない。

水 深10cm～20cmの 流れ の緩 や かな砂 底 に到着 す る と砂 を一粒 ず つ 口に くわ え

て トンネル を掘 り、水 底 か らさ らに5～30cmほ ど下 の石 の下 面や 側面 に産 卵

す る。 雌 は産 卵後 、雄 は卵 の ふ化後 死亡 す る年 魚で あ る。

体 はや や飴 色 を帯 びた透 明 で、裏 側 の眼球 や 背骨 も透 けて見 えるが、死 亡

す る と白濁 し て不 透 明 に な る。雌 の 腹 部 の大 部 分 は 卵 で あ る。 この 中 に

300～700粒 もの卵 が 入 って い るのだか ら驚 きで ある。体 の中央 にあ る目立 つ

球状 の構 造 は浮 力 を調節 す るた めの浮 き袋 で あ る。 点 々 と見 え る小 黒斑 はメ

ラニ ン色 素 を含 む色 素胞 で、唇 は これが集 まって お り、雌 雄 とも黒 い 口紅 を

して い るよ うに見 え る。

産 卵 のた め、 遡上 して きた もの を水 槽 に入 れ て しば ら くす る と、 ピ ンピ ン

と泳 いで い るの は雌 ばか りに なって しま う。 この時雄 は、砂 の 中 に潜 った り、

石 の下 の砂 粒 を1粒 ず つ 口で くわ えてせ っせ と穴 を掘 り産 卵床 を こ しらえて

い る。

雌の成魚 中央の球状の構造は浮き袋1995.3.20半 田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲

産卵巣を掘る雄1994.3.4

半田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲
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ミ ミズ ハ ゼ
Luciogobius guttatus

ハゼ科

地方名 な し

大きさ8cm

生息域　 下流域、河 口 ・汽 水域

名 前 が示 す よ うにハ ゼ科 の魚 で あ るが 、 シロ ウオ を除 く他 のハ ゼ と異 な り、

背 ビレ を1つ しか持 た な い。 癒合 した腹 ビレが吸盤 状 にな ってい るハ ゼ亜科

としての特 徴以 外 の体形 や動 きは、 む し ろ ドジ ョウに似 て い る。

全 国の河 川 の下 流か ら河 口 まで の石 のあ る所 に潜 み、小 動物 を捕 食 す る。

産 卵期 は2月 か ら5月 ごろ まで で、他 の多 くのハ ゼ と同様 に石 の下 面 に2.5mm

ほ どのだ 円形 の卵 を一 層 に産 着 す る。卵 はふ 化 す る まで 、や は り雄 に よって

保 護 され る。 そ の頃 の雄 は頭部 の筋 肉が 左右 に張 り出す の で、雌 との 区別 が

容 易 に な る。

水槽 内で は、生 きた ミジ ン コで飼 育 した が、 「へ王の字 に結 ん だ ロで1㎜ ほ

どの ミジ ンコ を一 粒 ずつパ ク リパ ク リとや る様 子 はな か なかユ ーモ ラ スで あ

る。

よ り塩 分濃 度 の高 い汽水 域 や潮 間帯 の転 石部 には、腹 ビレが痕 跡化 したナ

ガ ミ ミズハ ゼ、胸 ビ レの最上鰭 条 が遊離 し10cmな るオ オ ミミズハ ゼ、眼 の下

に ヒゲ状 突起 を持 つ ヒゲ ミミズハ ゼ な ど も見 られ る。

また 、海 の影響 のあ る井戸 や洞 窟 か らは、赤 み が強 く眼 が小 さ く退化 した

イ ド ミミズハゼ や ドウク ツ ミ ミズハ ゼが住 む。 この2種 につ いて は全 国で も

確認 例 も少 な く生態 につい て は不 明 な こ とが 多 い。

海 辺 にお住 まい で井戸 をお持 ちの 方 は、 一度 井戸 の中 を覗 かれ て みて はい

か がだ ろ うか。

1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏 捕獲

1994.3.29半 田川(唐 津市)(同 上)
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カワアナ ゴ
Eleotris oxycephala

ハ ゼ科

地方名 どんこ

大 き さ25cm

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

普段 あ ま り泳 がず、 川底 に腹 ばい にな ってい る魚 を一 般 に底 生 魚 とい う。

この仲 間 には、 カマ ツカ な どの コイ科 、ヤ マ ノカ ミや アユ カケ な どの カジカ

科 、 そ してハ ゼ科 な どが含 まれ る。 県 内で は、 コイ科 を除 く底生 魚 を 「どん

こ王 と総称 す る こ とが多 い。

大 まか な科 の相 違点 を述 べ る と、 コイ科 の底 生魚 は背 ビレが1枚 で他 は背

ビレが2枚 で あ る。 そ の中で 、 う ろこが な く鯛 蓋(え らぶ た)の 縁 が棘状 に

なって いれ ば カジ カ科。 うろ こが あれ ばハ ゼ科 。 さ らに、左 右 の腹 ビレが癒

合 して 吸盤状 にな って いれ ばハ ゼ亜科 、左 右 の腹 ビレが独 立 して いれ ばカ ワ

アナ ゴ亜科 で あ る。

カ ワア ナ ゴは、茨 城 県以西 の流 れ の緩 やか な淀 み に生息 す る。夜 行性 で、

昼 間 は石 の下や 倒木 の陰 に潜 み夜 間 に小 魚や エ ビ、 カニ等 の 甲殻類 を捕 食 す

る。 この生 活形 態 のた めか 、 また は もと も と個 体 数が 多 くな いた めか 県内 で

の捕獲 例 は少 な く、特 に地 方名 もない よ うで あ る。六 角川 の 旧河道(古 川)

で捕獲 された写 真 の カ ワアナ ゴ も「初 めて見 る ドンコの様 な魚 が捕 れ た王とわ

ざわ ざ届 け ていた だ いた もの であ る。筆 者 自身 も、 このほか に は多布施 川水

系の水 路 で捕獲 され た もの を確認 した に過 ぎ ない。

頭 か ら背面 は平 坦 で断面 は四角 に近 い、平 常 の体色 は背面 が淡 黄褐 色、腹

側 は暗褐 色 の ツー トンカラー に染 め分 け られ てい るが、 ドンコに近 い仲 間で

もあ り、 黒一 色 か ら灰 白色 まで大 き く変 化 す る。物 陰 に潜 む性質 が非 常 に強

い。頭 部 の下 面 に も白色 の斑 点が あ り、尾 ビレ と胸 ビレ の基 部 に それ ぞれ2

個 の黒色 斑 が見 られ る。 また 、雌 の肛 門 の直後 にあ る生 殖突 起 は房状 にな っ

て い る。

1994.7.3古 川(江 北町)東 島禮氏 捕獲

1994.7,3(同 上)

腹側1994.7.3(同 上)
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ドン コ
Odontobutis obscura obscura

ハゼ科

地方名 い しが きどん こ、 どんぽ、 どんぽつ、

む ぎつ くどん こ、ぼぼこや し

大 き さ25cm

生息域　 上 流～下流域 、細流、ク リー ク ・ため

池、湖沼

学 生 時代 に先 輩 の調査 に伴 って、 島根 県 の宍道 湖 に注 ぐ河川 の調 査 に同行

した こ とが ある。小 さな温泉 街 を流 れ る誰 か ら も顧 み られ ない よ うな小 川 だ

ったが 、 それ が幸 い してか近 代 的 な治水工 事 とは無縁 な状 態 で あった 。 スキ

ューバ ダ イ ビ ングで もす る ような格好 で 、 さ して深 くもな い川 の中 を はう よ

うに して潜 水 す る と、握 り拳大 の石 が ゴ ロゴ ロ して い る川底 に 「私 は石 で す王

とい わ んばか りに動 かな い ドン コが 、 ほぼ30cm間 隔 で並 んで い たの に は驚 い

た。 肉食性 の ドン コが これ だ けの高 密度 で生 息 で き るの は、 そ の数十 倍 の餌

とな るエ ビや 小魚 が宍 道湖 か ら補 給 されて くるた めで あ ろ う。

海 に起 源 を持 つハ ゼ科 の魚 は、 ほ とん どの ものが 一生 の うち に何 らか の形

で海 との関 わ りを持 つが、 カワ ヨ シノボ リと ドンコの2種 は、一 生 を淡水 の

み で生活 す るハ ゼ科 として は数少 ない純 淡水 魚 で あ る。 海 と比 べて厳 しい淡

水環 境 に適応 す るた め、大 型 の卵(長 径5㎜ 、 短径2㎜)を 産 み、稚 魚 は最

初 か ら親 と変 わ らない姿 を して い る。

成 長 に伴 っ て全体 に丸 み を増 して い くが 、大 き くなっ て も下唇 の突 出 した

「うけ ぐち王 の ま まで あ る。

ドン コは新潟 ・愛 知以 西 に広 く分布 し、 県 内で も普 通 に見 られ る。飼 育 は

容 易で 、慣 らせ ば沈 降性 の コイ用 の餌 で も飼育 で きる。体 色 も周 囲 に合 わせ

て白色 か ら黒色 まで変 え る こ とがで きる。 また、 隠 れ家 として大 きな石 を入

れ て お けば梅雨 頃 に産卵 床 を作 った雄 が大 きな音 で グー グー と鳴 くの を聞 く

ことがで きる。た だ し、金 魚等 と一緒 の水槽 に入 れ な い こ と。毎 日金 魚が減

って い くの を観 察 す る羽 目 にな る。 肉 は柔 らか い 白身 で 美味 、賞 味 に値 す る。

1994.5.1多 布 施川水系佐賀城跡南堀(佐 賀市)

1994.8.1六 角川(武 雄市)
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佐賀低平地における「水文化」の特徴と再生 於保 泰正(佐 賀市)

小 学校3年 頃 までの思 い 出 は、 八 田江 や堀 で泳 ぎフナ取 りに熱 中 した こ と

で あ る。鱗 を光 らせ な が ら枝 吉樋 門 を遡上 す るフナ を網 でサ ッ とす くい上 げ

バ ケ ツー杯 にな る位 取 っ ていた。 石垣 ドンポ をつった 感動 も忘 れ る こ とが で

きな い。先 輩達10人 位 の集 団で遊 んでい たが 、技術 の足 りない低学 年 で はで

きな い こ と も多 く、上 級生 になった ら と思 う うち にク リー クでの遊 泳 が農薬

のた め に禁 止 され た。

充分 に遊 べ な か った 思 い を して今 日まで きた が、悔 しい思 い は生態調 査 を

通 して、 ドン コや カマ ツカ(砂 も ぐ り)を 取 り35年 ぶ りに味 わ うこ とで満 た

され た。 夏 にな る と堀 や 川で遊 ん だ風景 を思 い 出 し、ふ るさ との原風 景 とし

て よみ が えって くる。

かつ て堀 の水 は飲水 や風 呂の水 として生活 に利 用 され、 魚介類 を養 い、 田

に揚 水 して暮 らしを支 えて きた。 川神祭 は安 全 と生 命 の水 に感謝 す る祭 り と

して各 集落 で行 わ れ、ふ るさ との豊か な 「水文 化王 が形 成 され て いた。1カ

月程 か か って行 わ れて いた ゴ ミクイ(泥 土 上 げ)は 田の肥料 として利用 され

「しまい祝 」 は社会 的絆 を強 める役割 をはた して いた 。

水 ・物質 循環 が完 結 した農 村部 は、戦後 の工 業化 の中 で大 き く変 容 して い

った。 ゴ ミクイ は化 学肥 料 に、馬 か ら トラ クター に、 草 と りは除草 剤 に とっ

てか わ られた 。1965、6年 の 「新 佐賀 段 階王 と言 わ れ る反 収 日本一 は農 薬 の

多 量投 入 に よっ てい るが、 そ の反面 、1962年 の除 草剤PCPに よ る魚毒 事件

は、堀 や 有明海 のみ な らず 琵琶 湖 な ど全 国規 模 で被 害が発 生 し、健 康 や生態

系 に深刻 な影 響 を与 えて きた。 また生活 排水 の たれ 流 しによ り堀 は下 水路 と

化 して い った。堀 は浅 くな り、泳 ぐこ とも、 フナ を食 べ る こと もで きな くな

り、 「水 文化 王 は衰退 して きた。

この ような 「水 文 化王 の再 生 に は様 々 の切 り口が 考 え られ るが、水 質 の改

善 とゴ ミクイ(渡 喋)が 必要 不可 欠で あ る。水 質 の改善 に は、各 家庭 で生 活

雑廃 水 を浄 化 して流 す こと と、環境 保 全型 農業 へ の転換 が早 急 に検 討 され る

必 要が あ る。淡 水 魚の写 真 を見 る と魚 た ち もその こ とを望 んで い る よう に思

われ る。

(おぼ ・や す まさ、建設 コ ンサ ル タ ン ト経 営)

堀覚え書き
慣例 による管理

堀の管理は、古 くからの慣例で、堀の近くの水田の持ち主に委ねられ

ていた。東西に走る堀では、その北側に位置する田の主がそれに接する

南部の堀を管理した。南北に走る堀では、その東側の田の主がその管理

に当たった。管理区域を示すものは 「冬堰」と呼ばれ、減水した冬の堀

の水面から30センチ内外の高さの堰が設けられていた。冬堰は個人また

は共同で堀を干して魚を捕るために作られたものが多く、冬といえども

排水が続けられるよう冬堰の中央だけは水面以下に掘 り下げられていて、

次の堀への移動に差し支えないようにしてあった。

「堀 覚 え書 き王(37、61、101、191ペ ー ジ)以 上4編 は内田 萬二 ・元佐

賀女 子短 大教 授 の 「堀 王(「新郷 土王 連載)を 参考 に ま とめ ま した。

内田萬 二(う ちだ ・まん じ)氏

略 歴 明治42年1月18日 生 まれ。86歳 。東 京高 師研 究科 卒。 戦後 は佐

高教 官 な どを経 て杵 島商校 長 で定年 。佐 賀女 子短 大教 授 を務 めた。 佐賀

平野 の堀(ク リー ク)に 関 す る研 究 を続 け、 そ こに生 きる動 植物 か ら人 々

の生 活 、文化 まで考察 した多 くの論 文 が ある。主 な もの に 「堀 王(「新郷

土王 昭和28年 か ら29年 まで21回 連載)、 「佐賀 平野 の堀 の生 物相 の変 遷 王、

「ヌ ク メ」、 「佐 賀平 野 の堀 と漁具 と漁 法王(佐 賀 女 子 短大 研 究紀 要)な

ど。
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ムツ ゴロウ
Boleophthalmus pectinirostris

ハゼ科

地 方 名 ほ ん む つ 、 む つ 、 む つ ご ろ、 む っ ご ろ

う、 む っ と う

大 き さ18cm

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域、有 明海側 のみ

日本 で は有 明海 と八代 海 の一 部 にの み分布 す る魚 で、佐 賀 の代 表 の よ うな

魚で あ るが、 近年 減少 が著 し く環境 庁 に よって危 急種 に指定 され て い る。 佐

賀 平 野 に住 む人 で も実 物 を見 た こ との ない人 も少 な くな く、 トビハ ゼ ど ころ

か ヨ シノ ボ リ類 をム ツ ゴロ ウ と思 う人 す らい る。

減 少 の原 因 は生活排 水 や農薬 、 ノ リ漁業 の影響 な ど諸 説 あ ったが乱 獲 が主

原因 だ った らし く、六 角 川河 ロー帯 が 禁漁 区 に指定 されて以 降、 特 に1990年

か らは回復 の兆 しが見 え る。

体 の割 に は大 型 の歯 を持 って い るが 、動物 食 で は ない。潮 が 引 いた干潟 表

面 の ケイ藻 をか き集 め て食 べ て い る。 この時、 盛 ん に頭 を左 右 に振 るた め遠

くか らで も確 認 で き る。 潮が 満 ちて くる と自分 の巣 穴 に潜 っ て潮 が 引 くの を

待 つ。

成 魚 は緑 が か った灰色 ～褐 色 の体色 に点 々 と瑠璃 色 の小斑 点 が散 在す る。

また、2つ の背 ビ レ と尾 ビレ には、小 斑点 が密 にあ り美 しい。 幼魚 は、 褐色

の地 に トビハ ゼ を思わせ る ような不規 則 な黒色 斑 が あ る。

潮 間帯 に生 息す るが 、100%海 水 ～ 淡水 まで 幅広 い耐 性 を持 つ。1994年 は記

録 的 な小 雨 の年で 、河川 か らの流下量 が極 端 に少 な く、例 年 は見 られ な い と

ころに も浮泥 の堆積 が見 られた 。六 角川 の河 口か ら30㎞ ほ ど遡 った大 日堰(武

雄 市橘 町)は 感 潮 域 の上 限 付近 に位 置 す る。 普段 は大 潮 の満潮 時以 外 は潮 の

影 響 を受 けない砂 底 で あるが、 この年 は大水 を経 験 しなか った ため浮泥 が 堆

積 し、8月 の上旬 にム ツゴ ロウの3cmほ どの稚 魚の 大群 が見 られた。 このム

ツ ゴ ロウ達 は年末 には10㎝ を超 える ほ どに成 長 してい た。彼 等 に とって は塩

分 の濃度 よ りも泥 の 条件 の方 が重要 な ようで あ る。

求愛のジャンプ1995.6.10六 角 川(福 富町)
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約5㎝ ほどの未 成魚1991.11.10嘉 瀬川(久 保 田町)

約3㎝ ほどの未成魚1994.8.1六 角川(武 雄市)

〈闘争する成魚〉縄張りをもつ大型の個体は同種の未成魚や、シオマネキなどの侵入者を威嚇、

排除するが、未成魚と同サイズのトビハゼの侵入は気にしない1994.6.5六 角川(福富町)

〈ムツゴロウの摂食痕>199412.29六 角川

(武雄市)

〈ム ツゴロウの作った道〉摂食中のムツゴロウ

は数分笛に必ず水の中に飛び込む。水溜りは縄張

りを持たない未成魚達のオアシスとなる

1994.12.29(同 左)
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トビハ ゼ
Periophthalmus modestus

ハゼ科

地方名 かっち ゃむつ、 かっちゃん、か なむつ、

とびはぜ

大 き さlOcm

生息域　 河 口 ・汽水域

有 明海 沿岸 以外 で は、 東京湾 以西 の河 口干 潟 の発 達 した 河川 に点 々 と分 布

し、 日本 海側 には分布 しな い。ム ツ ゴロ ウに似 た魚 で 、ム ツ ゴロ ウの子供 ぐ

らい に思 ってい る人 もい る。

魚 の くせ に水 を嫌 うか の よ うに潮 が満 ちて くる と、堤 防 や石 や竹竿 な どに

よじ登 って潮 が 引 くの を じっ と待 つ。表 皮 が乾 燥 す る と時 々水 に飛 び込 むが

す ぐによ じ登 って くる。 潮が 引 いて干潟 が現 れ る と、干 潟 の上 をち ょこ まか

と活 発 に動 きまわ って小 動物 を捕食 す る。

ム ツゴ ロウ とは形 も色 彩 も異 な るが 、確 実 な区別 法 は敵 を威嚇 す る ときに

立 て る第1背 ビ レの条 数 を見 る ことで あ る。 ムツ ゴ ロウ は5本 しか な いので

簡 単 に数 え られ るが 、 トビハ ゼ は14本 で野外 で は正 確 に数 え るのが難 しい。

慣 れ て くる と逆光 で 、 シルエ ッ トしか見 えな くて もその行動 パ ター ンで 区別

で き るよ うに なる。満 潮 時 に水 面上 の竹 竿 な どに張 り付 いて い るの は間違 い

な く トビハ ゼの 方で あ る。 また、 トビハ ゼ は干 潟 を歩 く とき胸 ビレ と尻 ビレ

付 近3点 で体 を支 えて、腹 部 を干 潟 につ けな い。大 きなム ツ ゴロ ウの縄 張 り

を素 通 りで きるのが トビハ ゼで、 ム ツゴ ロウ の幼魚 の場 合 、縄 張 りの主 に激

し く追 い払 われ る。 また 、干潟 表面 のケ イ藻 を食 べ るム ツゴ ロウ は、 ケイ藻

を 削 り取 るた め腹 ばい にな って頭 を くね くね と左右 に振 って食事 をす る。

トビハ ゼ は純 淡水 で は生活 で きな いので 淡水 魚 とはい えな いが、100%の 海

水 で も生 活 で きな い。 汽 水魚 とい う言葉 が あれ ば一 番 ぴ った りの よ うな気 が

す る。 しか し、彼 等 が一 番好 むの は水 で はな く、空 気 の よ うな気 が す る。

1995.2.26飼 育個体(諫 早市 干拓の里むつご ろう水族 館)

水中のトビハゼ ムツゴロウ

と異なり、水の中を泳ぐこと

は多くないが、危険を感じる

と魚の本性を発揮する

1995.2.26(同 上)
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ス ミウ キ ゴ リ

Chaenogobius sp.1

ハ ゼ科

地方名 な し

大 きさ9cm

生息域 下流域 、河 口 ・汽水域

ウキ ゴ リの仲 間 はハ ゼ科 として は大 きな浮 き袋 を持 ち、 中層 に浮 か んでい

る こ とが 多 い。 ウ キゴ リの呼称 も 「浮 くゴ リ王 か らきた もので あ る。 頭部 は

縦 扁 してお り、横 か ら見 た顔 と上 か ら見 た顔 はか な り印象 が異 な って い る。

ス ミウキ ゴ リ(墨 ウ キゴ リ)は 、か つて は ウキ ゴ リの汽水 型 と呼 ばれ て い

た もの で、 同様 に 中流 型 と呼 ばれ てい た もの は シマ ウキ ゴ リ(縞 ウキ ゴ リ)

として別種 とされ る ように なった 。現在 で もウキ ゴ リ と呼 ばれ る もの は、か

っ て淡水型 と呼 ばれ て いた もので ある。 この うち、 実 際 に浮 いて い る ことの

多 いの は ウキ ゴ リで 、成長 したス ミウキ ゴ リ とシマ ウキ ゴ リは浮 き袋 もやや

小 さ く、 石 の下 や物 陰 に潜 んでい るこ との方が 多 い。

これ ら3種 は、成 魚 の形態 や婚姻 色 も異 な って い るが、仔 魚 の頃 か らすで

に色 素胞 等 に違 いが 見 られ る こ とが報 告 され てい る。幼 魚期 も尾 ビ レ とその

基部 の模様 もか な り異 なっ てい る。 ス ミウキ ゴ リは、第1背 ビ レの後縁 に黒

色 の小斑 が な い こ とで他 の2種 と区別 で きる。

県 内 での生 息 は少 な い よ うで、 個性 的 な顔 つ きに もかか わ らず地 方名 も聞

か ない。

産 卵 は春 で、10～30cm程 度 の平 らな石 の下面 に産 着 され る。 ふ化 した仔 魚

は、 海 に流下 し、5月 頃3cmほ どに成 長 した稚 魚 が遡 上 して くる。

第1背 ビレの後端に黒斑がないことが特徴1994.3.29半 田川(唐津市)熊 本常夫氏捕獲

スミウキゴ リの顔

1994.3.29半 田川(同 上)
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ビ リン ゴ

Chaenogobius castaneus

ハ ゼ科

地方名 なし

大 きさ6cm

生 息域　 下流域、河 口 ・汽水域

和 名 は、 メ ダカ の地 方名 として使 われ てい た もの で、本 種 が メダ カ をひ と

まわ り大 き くした程 度 に しか な らない こ とか らきた もの で あ ろう。北海 道 か

ら九 州 まで 分布 し、 河 口付近 の泥 底 を好 む。

マハ ゼ属 の魚 に似 た特 徴 のな い体色 で あ るが、 ウキ ゴ リ属 の ビ リンゴ は、

舌 の先端 が切 り欠 き状 にへ こん でい る。 この ような舌 の形 状 の特徴 は ウロハ

ゼ属 も同様 で あ る。

ビ リンゴ は、 同 じ く全 国 に分布 す る ジュズ カ ケハ ゼや近 年宍 道湖 で発 見 さ

れ た シ ンジ コハ ゼ に酷似 す る。 これ らの 中で ビ リンゴ は、 アシ シロハ ゼ に似

た横 帯 が見 られな い こ とで 区別 で きるが 、生 息環境 に よって は横縞 の不 明瞭

な ジ ュズ カケハ ゼ も見 られ るた め、 これ らの 区別 に は、眼 上 の感覚 管 とその

開 口部 の数 で確認 す るのが無 難 で ある。

これ らのハ ゼ はすべ て雌 が 雄 よ りひ とまわ り大 き く、産 卵期 には雄 で はな

く雌 が婚 姻色 を呈 す る。 尾 ビレ と胸 ビレを除 くす べ ての ヒレが 黒 ず み、体 も

黒 み を帯 び淡色 の横 帯 が現れ 、雄 に求 愛 す る。産卵 は雄 が掘 った縦 穴 の壁面

に産 みつ け られ る。雄 は、他 の多 くのハ ゼの よう に別 の雌 に卵 を産 ませ た り

せ ず、1尾 の雌 の産 ん だ卵 をふ化 まで 保護 す る。産 卵 床 に は、 放棄 された ア

ナ ジ ャ コや ゴ カイ の巣 も利 用 され る とい う。

県内 での 生息 数 はあ ま り多 くない よ うで、筆 者 ら も1994年 に糸岐 川 で2尾

を捕 獲 した に過 ぎない。

写真提供(Y)
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ウ ロハ ゼ

Glossogobius olivaceus

ハ ゼ科

地方名 どん こ

大 き さ20cm

生 息域　 下流域、河 口 ・汽水域

和 名 は 「ウロ」 つ ま り石 の隙 間 にす むハ ゼの意 味 で、成 長 す る と普段 か ら

物 陰 に隠 れて餌 を待 つ 習性 が あ る。 岡 山 を中心 とす る瀬戸 内地 方 で は この習

性 を利 用 して素 焼 きの壷や木 箱 を沈 め て本種 を漁 獲 す る 「ハ ゼ壺漁 業 」が行

われ てい る。 味 はか な り うまい との こ と。

分布 域 は ゴ クラクハ ゼ に似 て太平 洋側 は茨城 以 南 で あ るが 、 日本 海側 は能

登 半 島 を越 え新 潟 南部以 南 となっ てい る。礫底 よ りは砂泥 底 を好 み、 ときに

下 流 の純 淡水域 に も侵 入す る。

ウロハ ゼ は涙が 流れ た あ との ような、 眼か ら上唇 を通 り抜 け突 出 した下唇

に達 す る特 徴 的 な黒色 の帯状 の斑紋 が見 られ る。 また、頬 の下 部 に は ご飯粒

で も くっつ けた あ との よ うな黒 色斑紋 が2～3個 見 られ る。 これ らの斑 紋 は、

河 川 へ の遡 上 を始 め た頃 に はすで に明瞭 に見 られ る。 また、 眼か ら背 ビレに

か けて の頭 部上 面 に見 られ る 「ほ くろ王 の よ うな黒色 小 点が分 類 の決 め手 に

な る。

これ らの特徴 に よって下 流 か ら河 口付 近 に見 られ る、 あ ま り特徴 のな い地

味 なハ ゼ科 の幼魚 の 中で も比較 的容 易 に区別 で きる。

1991.11.10嘉 瀬川(久 保田町)

未成魚1991.11.10(同 上)
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マハゼ
Acanthogobius flavimanus

ハゼ科

地方名 はぜ

大 きさ25㎝

生息域　 中～下流域 、河 口 ・汽水域

日本 全土 と中 国、朝 鮮半 島 の河川 の汽 水域 や 内湾 に広 く生 息す る最 も普 通

に見 られ る大 型 のハ ゼで あ る。 夏期 には純淡 水域 に も多 く生 息す る。 大衆 的

な釣 りで あ る 「ハ ゼ釣 り」 の対 象 とな る魚 で ある。

ゴカイ類 な どの小動 物や 小魚 、藻類 な どを捕食 す る。 この際、 視覚 が重 要

な役割 を果 たす よ うで、餌 を発 見 す る と腹 ビ レでバ ラ ンス を と りなが ら、胸

ビレで の この こ と歩 くよ うに して接近 し、一 定 の距離 まで近 づ く と体 勢 を整

えて一 気 に飛 び かか る。 この ため、 干満 の差 が非 常 に大 きい有明 海側 の河 川

で は、干 潟 の泥 が巻 き上 げ られ視覚 が きか な くな る大 潮 時 よ り も、小 潮 の時

の方 が よ く釣 れ る とい う。

成長 した ゴ クラ クハ ゼ やハ ゼ クチ に似 るが、尾 ビ レの上部2/3に 明瞭 な

点 列 が見 られ 、下 側1/3は 斑 紋 がな い こ と、尾 部 の下 部 に は青 白 く光 る真

珠 光沢 が 見 られ る こ とな どで 区別 で きる。

産卵 は、1月 中旬 か ら3月 下 旬 で汽水 域 の泥底 に掘 られ た2つ の 出入 口 を

持 つ Ｙ字型 の直径5cmほ どの トンネル壁 面 に行 われ る。1年 後 に11.5cmほ ど

に成長 した もの は産卵 し死 亡 して しま うが、8cmほ どに しか成長 してい ない

もの は産卵 せ ず 、 さ らに もう1年 生 きて産卵 後 や は り死 亡 す る。

水 質 の悪化 に も耐性 が強 く、 生息 域 で ある河 口や 内湾 が汚 染 に よって生 き

残 りは した が、 で き もの ので きた よ うな奇形 の もの や油 臭 い ものが増 えて人

気 を落 としたが 、秋 か ら冬 にか けての てん ぷ らは美 味 で ある。

近 年、 船 のバ ラ ス ト水 に混 じって密 出国 した と思 わ れ る ものが ア メ リカ西

海 岸 に定 着 して い る とい う。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

幼魚の第1背 ビレには黒斑が見られる1993.6嘉 瀬川(久保田町)
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ハゼ クチ

Acanthogobius hasta

ハ ゼ科

地方名 は し くい、 ながれは しくい、 はぜ、 は

ぜ くち

大 き さ40cm

生息域　 下流域、河 口 ・汽水域 、有明海側 のみ

以 前 、知 人 か ら 「有 明海側 の ハゼ と玄海 側 のハ ゼ は形 が違 うの は なぜか 」

と聞 かれ た事 が あ る。答 は簡 単 、別種 だ か らで あ る。

ハ ゼ クチ は、 日本 で は有 明海 湾奥部 にの み分 布 す る魚 な ので、 玄海地 方 の

河 川 で はマハ ゼ しか釣 れ ない ので あ る。 また 、冬 季 に有 明海側 の魚屋 の店頭

に並 ぶハ ゼ は、 マハ ゼで はな くすべ てハ ゼ クチ の方 で あ る。

マハ ゼ との違 い は、 まず大 きさ。 全 国 に分 布 す るマハ ゼが20cmほ どに しか

な らな いの に対 して、 ハ ゼ クチ は45cmを 超 え る もの もあ る。 マハ ゼ の尾 ビレ

の上側2/3に は点列 が見 られ るが、ハ ゼ クチ の尾 ビレ には点列 はない。 ま

た、 ハ ゼ クチの 尾 ビ レ基部 の 中央 よ りや や背 中側 に寄 った ところ には、輪 郭

の ぼや けた淡 い黒 色斑 が一 つ見 られ る。 マ ハ ゼ よ り尾部 が長 く、 それ に とも

な って第2背 ビ レ と尻 ビ レの軟 条 がマハ ゼ の13本 とll～12本 よ り、 それ ぞれ

5本 以上 多 い。

春 か ら秋 にか けて河川 や時 にク リー クで も生 活 し、 晩秋 に有 明海 に入 って

3月 頃 に産卵 。 そ の後、 痛々 しいほ どやせ細 って 「流 れ は し くい」 とな って

1年 で一 生 を終 える年魚 で あ る。 つ ま り、 成長 の よい もの は1年 で45cm以 上

に成 長 す る こ とにな る。 広大 な干 潟 を持 つ有 明海 の生産 力 の膨 大 さ を思 い知

らされ る。

1994年 の夏 に糸 岐川 のJR鉄 橋 下 で干潮 時 に行 っ た調査 で は、 同 じ地 点 か

らマハ ゼ とハ ゼ クチ の未 成 魚が捕 獲 され た。大 き さは あ ま り変 わ らないが 、

マ ハ ゼが流 れ の あ る砂礫 底 に多 か った の に対 して、ハ ゼ ク チは流 れ のな い泥

底 の 方 に 「す みわ け」 る傾 向が 見 られ た。

1993.り1筑 後川
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ア シシロハゼ
Acanthogobius lactipes

ハゼ科

地方名 はぜ、 どんこ

大 きさ9㎝

生息域　 下流域、 河 口 ・汽水域

玄海 地 方 の早 春 の風物 詩 で あ るシ ロウオ漁 には場 所 に よって は、様 々 な汽

水 域 の魚 が混獲 され る。ハ ゼ の仲間 で はヌマ チ チ ブ と、 このア シ シロハゼ が

多 い。5cm程 度 のア シ シロハ ゼ には、 これ とい った特 徴 が な く、 尾 ビ レの下

1/3に 黒 色 の点 列が 見 られ ない ことか ら、 同属 の マハ ゼ の幼 魚 ぐ らい に思

われ て い る ことが 多 い よ うだ。

水温 が上 昇 し、7cmほ どに成 長 す る と、体 側 に10本 ほ どの淡 色 の横帯 が 明

瞭 にな り、他 のハ ゼ との 区別 が容 易 にで きる よ うにな る。 この頃 に は雄 の第

1背 ビレ は糸状 にの びだ して お り、縄 張 りのつ も りな のか盛 ん に背 ビ レを立

てて威 嚇 の姿 勢 を示す 。 しか し、 もと もとお とな しいハ ゼで あ り、他 のハ ゼ

の よ うな躍 動感 も力強 さ もな い。 あ ま り大 き くもない 口 を捻 り声 で も立 て る

かの様 に精 いっ ぱい開 けてい るのが何 ともい じ らしい。

マ ハ ゼ同様 に、 日本 各地 の 内湾や 汽水域 に生息 し、底 生 の小 動物 や 藻類 を

食 べ て い る。 産卵期 は5月 か ら7月 で、 他 の多 くのハ ゼ と同様 に沈 み石 の下

面 に産 着 され 、や は り雄 に よって保護 され る。 なお 、マ ハ ゼの産卵 期 は1月

下 旬 か ら3月 中旬 で あ り、 こち らの稚 魚 はシ ロウオ漁 の頃 に は、 まだ このサ

イズ まで は成 長 して いな い。 ア シシ ロハ ゼ と同 サ イズ のマハ ゼ の幼魚 は頭 が

大 きい 「頭 で っ かち」 で、 第1背 ビ レの後端 に明瞭 な黒 色斑 が見 られ る。

1994.3.29半 田川(唐 津市)熊 本常夫氏捕獲

未成魚1993.3.20半 田川(唐 津

市)熊 本常夫氏捕獲
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ゴクラ クハゼ
Rhinogobius giurinus

ハゼ科

地方名 なし

大 き さ10cm

生息域　 中～下流域、 汽水域

魚の地 方名 に は面 白い ものが多 い。 骨 の硬 い ヒイ ラギ は「ね こご ろ し」。美

味 な魚 で は、箸 で鍋 の底 をつつ いて食 べ る こ とか ら「なべ こわ し王、 ご飯 が足

りな くな って隣 りに借 りにい く 「ま まか り」 な ど枚 挙 にい と まが な い。 和名

に も面 白 い ものが あ る。1尾 で11人 を死亡 させ る こ とが で きる毒 を持 つ ヒガ

ンフ グ(彼 岸 河豚)な ども結 構 ブ ラ ックユー モ アか もしれな い。

ゴ クラ クハ ゼ はやや地 味 な体色 なが ら「極楽 」と言 うか らには、何 か 由緒正

しい 由来が あ るか らに違 いない と思 うの だが 、和 名 の 由来 には行 き着 か なか

った。 大型 の個 体 の頬 に見事 な唐 草模 様状 の斑 紋 が見 られ るた めで あ ろうか。

ゴ クラ クハ ゼ は、分類 の難 しい ヨ シノボ リ属 に分類 され るが、 か つて は、

単一 種 とされ た時期 もあ る他 の ヨシノ ボ リ類 とは、大 きさが異 な る こと、 眼

か ら口先 に伸 び る赤 い線 が見 られ ない こと、 背面 の うろ こが胸 ビ レの付 け根

よ りも遙 か に前 方 の眼 の直後 まで あ る ことな どで 、簡 単 に 区別 で きる。 また、

頬 の ミ ミズ状 の斑紋 と体 側 に見 られ る小 さな青 い斑点 等 も一 目で 分 か る特徴

で あ る。 どち らも成 長 に伴 って よ り派手 に、 目立 つ ように な る。

本 来 、茨 城 一福 井以 南 の中 ・下流域 に分布 す るが 、南 九州 か ら運 ばれ る仔

アユ に混入 して北 日本 に も分 布 を拡 大 して い る とい う。 この中 に はダム湖 を

海 の代 わ りに して、 「陸封」され る もの もあ る。

県 内で もほ とん どの河川 の下 流 の、丸 い小 石が 半 ば砂 に埋 まった ような平

瀬 や淵 に生 息 す る。特 に有 浦川 で は数 も多 く、下 流側 か らマハ ゼー ゴ クラ ク

ハ ゼー シマ ヨ シノボ リと 「す みわ け」が 見 られ る。

1992.8.14有 浦川(玄 海町)

未成魚1995.3.20半 田川(唐 津市)熊 本常 夫氏 捕獲
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シマヨシノボ リ

Rhinogobius sp.CB

ハゼ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い し もち 、 い し も ち ゃ、

い せ もっ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん し ょ、 さ な ぶ り、 さな

ぼ り、 す い つ ぎ ど ん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ7cm

生息域 中～下流域

少 しばか り前 の図鑑 には、 ヨシノ ボ リ属 の魚 は、 ゴク ラクハ ゼ、 ヨシノ ボ

リ、 カ ワ ヨシ ノボ リの3種 が記 されて い る こ とが多 いが 、近 年 それ まで 多少

模 様 が違 うだ けで、単 一種 と思 わ れて いた ヨシノ ボ リは少 な くと も9種 に分

け られ る こ とが分 か って い る。 シマ ヨ シノボ リは、従 来 の ヨシノ ボ リの横 斑

型 に相 当す る。

シマ ヨ シノ ボ リは、 頬 に赤色 ～褐 色 の ミミズ状 の縞 模 様 が見 られ るこ とが

最 も簡 単 な 区別法 で あ る。 その ほか の特徴 は、胸 ビ レ基 部 に2～3個 の細 い

頬 の縞 と同色 の三 日月型 の斑紋 が あ り、背 ビレ、尻 ビ レ、 尾 ビ レに数条 の点

列 が 見 られ る こ とな どで あ る。 これ らの特徴 は成熟 した雄 で顕著 で あ る。 雌

はや や小 ぶ りで 、普段 は区別 がつ きに くいが、産 卵期 に は他 の ヨシノ ボ リ類

とは異 な り婚 姻色 を呈 す る。 イ ン クを こぼ した よ うに鮮 明 な ブルー に染 まっ

た腹 部 を雄 に見 せ つ けつ ける ように して積極 的 に求 愛 す る とい う。

北 海道 を除 く全 国 の流 れ のあ ま り速 くない平 瀬 に生息 す る。 県内 で もほ ぼ

全 域 に分 布 す るが、玄 界灘 に面 す る河 川 と有明 海側 で は南部 の流程 が短 く下

流域 の発 達 しない河 川 には多 い。

なお 、本種 は ヨシ ノボ リ類 の 中で も最 も神 経 質 で捕獲 が難 しい とされ るよ

うだが 、県 内で は特 にその よ うな印象 はない。

雄の婚姻色1992.8.14有 浦川(玄 海 町)

雌の婚姻色 シマヨシノボリは雌

も婚姻色を発現する1994.8.13

厳木川(厳木町)
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オオヨシノボリ
Rhinogobius sp.LD

ハゼ科

地 方名 い しぴ っ ち ゃ、 い し も ち、 い し もち ゃ 、

い せ も っ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

一 ん
、 ぐり一 ん し ょ、 さな ぶ り、 さ な

ぼ り、 す い つ ぎ どん こ、 び っ ち ゃ ん 、

や まん か ん じ ょ

大 き さ10cm

生息域　上～中流域

オオ ヨシ ノボ リは、 かつ て ヨシ ノボ リの黒色 大型 と呼 ばれ てい た もので あ

る。 しか し、 いつ も黒 いわ けで は な く、普 段 は他 の ヨ シノ ボ リ類 と似 た体色

を してい る。 ただ 、 この時 もオ オ ヨシ ノボ リは、胸 ビレ基 部 に菱形 の、尾 ビ

レの基部 に棒 状 の 明瞭 な漆黒 の斑 紋 が見 られ る。 トウ ヨシ ノボ リに も胸 ビ レ

基部 に似 た暗色 斑 を持 つ ものが あ るが、 こち らは黒 で はな く、 こげ茶色 で あ

る。見慣 れて くる と、 最近 まで 同一種 にみ な されて いた こ とす ら不思 議 なほ

ど、色 彩 や明暗 の コン トラス ト等 は異 なっ てい る。

オ オ ヨシ ノボ リは、北 海道 を除 く日本全 国 に分 布 す るが、規 模 の大 きな河

川 の早 瀬 を好 む。

ヨシ ノボ リ類 の産 卵 期 は5月 ～7月 で 、雄 が 口で砂 を運 び出 した川底 の沈

み石 の下 を掘 りその天 井 にあた る石 の下 面 に産 みつ け られ る。雄 は、 ふ化 ま

で 卵 を保護 す る。 ふ化 した仔 魚 は直 ち に流下 して海 に入 り、親 と同 じ様 な体

つ きに なって再 び川へ 遡上 す る。夏場 に河 口堰 の魚道 の下手 に遡 上 のチ ャ ン

ス を うか が って い るハ ゼ の子 の群 の ほ とん どは、 ヨ シノボ リ類 の稚 魚で あ る。

この時 、持 ち前 の強 力 な 「吸 盤」 で、 したた り落 ち る水 が あれ ば、 ほ とん

ど垂直 の壁 で も空 気 中 を文 字 どお り 「よ じ登 る」 こ とが で きる。

1994.8.13厳 木川(厳 木町)

1994.8.13(同 上)
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トウヨシノボ リ

Rhinogobius sp.OR

ハゼ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い し もち 、 い しも ち ゃ、

い せ も っ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん し ょ、 さ な ぶ り、 さ な

ぼ り、 す い つ ぎ ど ん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ7cm

生息域　 上 ～中流域 、 ため池

トウ ヨシノ ボ リは雄 の尾柄 の基部 に榿色 の婚姻 色 が現 れ る ことか らきた和

名 で ある。 かつ ての榿 色型 のほか 、宍 道湖 型、 房総 型 、湖沼 型 も含 まれ て お

り、 将来 的 に は更 にい くつか の種 また は型 に分割 され る可能 性 もあ る。

胸 ビ レ基部 には、 オオ ヨシ ノボ リを思わ せ る よ うな暗色斑 が 見 られ る こ と

が多 い が、輪 郭 が ぼや けて お り、 色彩 も漆 黒 で はな く暗褐色 で あ る。体 色 も

雌雄 や 時期 に よっ て も変化 が 大 きい。雄 は、産 卵期 が近 づ くと体 側 の斑 紋が

消失 して う ろ この 中心が瑠 璃 色、 前後 が榿 色 に な り全体 として青 みの強 い単

一色 にな る
。 さ らに、産卵 盛 期 にな る と全体 が黒 っ ぼ く変化 す る。 また、雌

で は、 シマ ヨシ ノボ リの よ うに尾 ビレや背 ビレ に点 列 が見 られ るほか、 頬 に

はカ ワ ヨシノ ボ リを思 わせ る よ うな赤 褐色 の微 小 な斑 点が そ ばか すの ように

見 られ る こと も多 い。

また 、産 卵期 に も和名 の 由来 とな った雄 の 尾 ビ レ基 部 も榿色 にな らない も

の もあ る。 県 内 に分 布 が確認 された ヨシノ ボ リ類以 外 に 日本本 土 に分布 され

る とす るル リヨ シノボ リや ク ロ ヨシノ ボ リまで含 めた 中 で、 どれ に も該 当 し

ない ものが トウ ヨシ ノボ リで ある と考 えた方 が、都 合 が よい か も しれ な い。

トウ ヨシ ノボ リは環境 へ の適応 力 が強 く、産 卵 は他 の ヨシノ ボ リ類 と異 な

り泥 の塊 で 代用 す るこ とが で きるた め、湖 や た め池 を海 の代用 として陸封 さ

れ る こと も珍 し くない。 このた め、 アユ 等 の放流 に混 じっ て各 地 に分布 を広

げて お り、 分類 を一 層 やや こし くして い る。

1992.7.26松 浦川(唐 津市)

雄の婚姻色1992.10.27嘉 瀬川(大 和町)
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カワヨシノボ リ

Rhinogobius flumineus

ハぜ科

地 方 名 い しび っ ち ゃ、 い しも ち、 い し も ち ゃ、

いせ もっ ち ょ、 い っ しん ち ょ く、 ぐ り

ー ん
、 ぐ りー ん しょ、 さ な ぶ り、 さな

ぼ り、 す い つ ぎ どん こ、 び っ ち ゃん 、

や まん か ん じ ょ

大 きさ6cm

生息域　上～中流域

カ ワ ヨシノ ボ リはハ ゼ科 で は数 少 ない純淡 水 魚で 、富 士川 以西 に分 布 す る

日本 固有 種 で あ る。 県 内で は、本種 の好 む 中流域 の石 の多 い平瀬 が少 ないた

め か、過 去 に塩 田川 で の記 録 が あ るほか は今 の と ころ厳 木川 で しか確 認 して

い ない。

現 在 で は、 ヨ シノボ リ類 はカ ワ ヨシ ノボ リ も含 め る と10種 に分 類 され るが 、

以前 は胸 ビ レ条 数が18本 未満 の もの をカ ワ ヨシ ノボ リ、18本 以上 の ものは一

括 して ヨシノ ボ リ とされて いた。

そ もそ も、本種 だ けが 早 くか ら独立 した種 として認 め られ て きたの は、明

らか に生 活 形態 が異 な って い るか らで ある。つ ま り、他 の ヨシノ ボ リ類 が2.5

㎜ ほ どの卵 を多産(数 千 ～数 万個)し 、 ふ化 した仔 魚 は流 下 して海 で生 活 す

るの に対 し、 カ ワ ヨシノ ボ リは6㎜ ほ どの大 型卵 を少産(100個 程 度)し 、 十分

に大 きな仔 魚 はふ化 と同時 に流 れの 中で生 活 し海 へ は入 らな い。 つ ま り、他

の ヨシ ノボ リ類 が 「下手 な鉄 砲 も数撃 て ば当 た る」式 の繁 殖戦 略 を持 つの に

対 して、 カ ワ ヨシノ ボ リは、最 も危 険 な仔 魚期 を父親 の保 護 を受 け る卵 の 中

で 過 ごす こ とで、少 な く産 んで確 実 に育 て る戦 略 を選 ん だわ けで あ る。

ヨシ ノボ リ類 の 区別 は慣 れ る まで は非 常 に難 しい。 しか し、筆者 自身が そ

うで あ った よ うに、捕獲 した ものが すべ て トウヨ シノ ボ リばか りで あ り、 そ

れ に気 づ かず に更 にそれ を細 分類 し よう と して い る こ とも少 な くは ない。 県

内で は、厳 木 ダ ム直 下 の コ ンク リー ト製 の 固定堰 の下 で は県 内で 見 られ る ヨ

シ ノボ リ類 のほ とん どが混 生 して お り、 水 中眼鏡 等 で観 察 すれ ば、 それ ぞれ

の違 いが分 か るので はな いだ ろ うか。

婚姻色1994.8.13厳 木川(厳 木 町)
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ヨシノボリ類の

見分け方

ヨシノボリ類は最近までカワヨシノボ
リとヨシノボリの2種 のみと考えられ
ていただけに区別が難しいため、それ
ぞれの特徴を簡単に示しておく。なお、
他にクロヨシノボリや、ルリヨシノボ
リも生息している可能性もある。

ヨシノボリの仲間の吸盤(左右の腹ビレの

癒合したもの)は 特に強力で水槽壁にも平

気ではりつくことができる

1992.7.26松 浦川(唐津市)

シマヨシノボリ

顛にミミズ状の模様がある。尾ビレの点列だけで区別しない方が無難。

1992。8.14有 浦川(玄海町)

オオヨシノボリ 胸ビレ基部の斑紋が輪郭の明瞭な漆黒の菱形である

1994.8.13厳 木川(厳木町)

トウヨシノボリ

顛に斑点があることも多く、胸ビレ基部にぼ

やけた暗色斑があることもあり、尾ビレ基部

がいつも榿色であるわけでもない。

1992.7嘉 瀬川(大和町)

カワヨシノボ リ

顛に斑点がある。胸ビレの条数を数えるのが無難

1994.8.13厳 木川(厳 木町)
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シモフリシマハゼ

Tridentiger bifasciatus

ハゼ科

地方名 しまはぜ、す じはぜ

大 きさ7cm

生息域　 中～下流域 、河 口 ・汽 水域 、ため池 ・

ク リーク

感 潮域 は、泥 の堆積 が 見 られ、 いつ も濁 っ てい る と思 わ れて い るが小潮 の

干潮 時 は河川 か らの流入水 のた め意外 と透 明度 が高 く、 水 中眼鏡 をつ けての

潜水 調査 も河川 に よっ て は可能 で あ る。 そ こで 目立 つ のが体 長数cmほ どの ヌ

マ チチ ブな どのハ ゼ科 の未成 魚で 、所 によっ て は川底 一 面 を被 うほ ど生 息す

る ことが あ る。 そ の中で ひ ときわ 目立 つ のが縦縞 模様 で染 め分 け られ た、 こ

の シモ ブ リシマ ハ ゼで あ る。 ハ ゼ科 の この魚 は好 奇 心 が旺盛 で 、 目の前 をピ

ンピ ン と寄 らず 離 れず の距離 で愛 敬 を振 りまいて くれ る。 「妖精 の よう」とい

えば、 ち ょっ とオ ーバ ーか もしれ な いが可 愛 い魚 で あ る。

シマハ ゼ の名 前 の 由来 で あ る眼 を通 過 す る体 側 の縦縞 は、大 型 になる と、

全体 が薄 茶 色 に な り不 明瞭 に なる事 が あ るが 、 その場合 で も体側 に は うっす

らと痕跡 が うかが え る。

シマハ ゼ は、 近 年 シモ ブ リシマハ ゼ とア カオ ビ シマ ハ ゼの2つ に分 け られ

る よ うにな った。 シモ ブ リシマハ ゼ は頬 に見 られ る小 さな 白色 点 が頭部 の下

面 に も見 られ る のが特徴 で あ る。 これ に対 して、 ア カオ ビシマハ ゼ は尻 ビレ

に2本 の赤 色 の線 が見 られ 、胸 ビレの最 も背 中側 の鰭 条 は、 ほか の鰭 条 の よ

うに膜 で つ なが って お らず遊 離条 とな って お り、 フジ ツボの見 られ る ような、

さ らに塩分 濃度 の高 い場 所 に生 息す る。

シモ ブ リシマハ ゼ は、 ヌマ チチ ブ と ともに混群 をな して い るこ とが 多 いが、

ヌマ チ チブ の方が やや 上流 側 まで生 息 す るよ うで あ る。 しか し、 これ は淡水

への適 応 力 の差 よ りも流速 の影 響 の方が 大 きい よ うで あ る。 シモ ブ リシマハ

ゼ もヌ マチ チブ 同様 に水道 水 で飼育 で き る し、何 よ りヌマ チチ ブの生 息 しな

い ク リー クな どに も見 る こ とがで きる。

卵を守る雄1995.4筑 後川 濱野大作氏提供

未成魚1991.10.27嘉 瀬川

(久保 田町)

1995.3.14塩 田川(鹿 島市)

藤井秀男氏 提供
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ヌマチチブ
Tridentiger•brevispinis

ハゼ科

地方名 あなはぜ、 どんこ

大 きさ10㎝

生息域 中～下流域 、河 口 ・汽 水域

物 事 を強 引 に押 し通 す こ とを示 す言葉 に 「ゴ リ押 し」 とい う言葉 が ある。

しか し、 この言葉 が 漁法 の一種 で あ る こ とはあ ま り知 られ てい な い。 ゴ リ と

はカ ジカや ハ ゼな どの底 生魚 を総称 す る呼称 で あ り、 川底 に敷 いた む しろ に

この ゴ リを川底 の石 もろ と も追 い込 んで捕 らえ るので あ る。 ゴ リ漁 の獲物 は、

多 くの場 合 ヌ マチ チブ であ る。

国内 の淡 水域 にはヌ マチ チブ の他 にチ チブ とナ ガ ノゴ リが生 息す る。 これ

らの3種 は同一種 と考 え られ て いたが 、最近 にな って 天皇 陛下 らの研 究 に よ

って 区別 され る よ うにな った もので あ る。

この うち本土 に分 布 す るヌマ チチ ブ とチチ ブ はよ く似 るが、 ヌ マチチ ブ の

胸 ビレ基部 の淡 色部 には榿色 の線 が見 られ る。 また、第1背 ビ レに も2～3

本 の暗 赤色 線 が見 られ、 雄 の第1背 ビレは糸状 に伸 長 す る。 これ に対 し、 チ

チ ブ は胸 ビ レ基 部 の淡色 部 に は榿 色 の線 は見 られ ず、4cmに 成 長 す る頃 には

雌雄 とも第1背 ビ レは糸状 に伸長 す る。

県 内の全 河 川の河 口か ら汽 水域 にか けて見 られ る3cmほ どの黒 っ ぼ くず ん

ぐり したハ ゼ の群 の ほ とん どは、 ヌマチ チ ブで ある こ とが多 い。

この時期 の ヌマ チチ ブ は体 を横 断 す る ように淡色 の横帯 が7～8本 見 られ

るが、 成長 す る と見 られ な くな り黒地 に白色 の斑 点が 見 られ る よ うにな る。

この ほか環 境 や精神 状 態 に よって 白色 ～黒 色 まで 大 き く色 彩 を変化 させ る。

県 内で は今 の ところヌ マチチ ブ ばか りでチ チ ブ は確 認 してい ないが、 さ ら

に塩分 濃度 の高 い河 口付近 にはチ チブ も生息 してい るの か もしれ な い。 な お、

近 縁 の シロ チチ ブ は有 明海 にのみ生 息す る固有 種 とされ て いたが 、最近 朝鮮

半 島 か らも生 息が確 認 され て い るよ うで あ る。

1992.8.14有 浦川(玄 海町)

未成魚1994.3.29半 田川(唐 津 市)

熊本常夫氏捕獲
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カ ム ル チ ー

Channa argus

タイ ワン ドジ ョウ科

地方名 らい ぎょ、 たいわん どじょう

大 きさ100cm

生息域 中～下流域 、汽水域 、 ク リー ク ・ため

池、湖沼

1923年 頃 に移 入 され た魚 で、 カム ルチ ー とい う和 名 は原産 地 の朝 鮮半 島 で

の呼 称 をその まま取 り入 れ た もので あ る。 しか し、一般 に は中国名 の 「雷魚王

の 方が 、 は るか に とお りが よい。 た だ し、 この呼称 はカム ル チー の ほか に台

湾 か ら移 入 され た タイ ワ ン ドジ ョウ も含 んで い る こ とが多 い ので注 意 を要 す

る。

タイ ワ ン ドジ ョウ はカムル チ ー に よ く似 るが、体 側 の斑紋 が 小 さ く、 背 ビ

レの上部 に2本 の暗褐 色 の線 が あ る ことな どで区別 で きる。 しか し、両種 の

確実 な区別法 は尻 ビ レ条 数 を数 え る必 要が ある。31本 以 上 で あれ ばカム ル チ

ー、29本 以下 な らばタ イ ワン ドジ ョウで あ る。

タイ ワン ドジ ョウ は近畿 地 方以外 で は、 ほ とん ど見 られ な い ようで あ る。

県 内で確 認 した 雷魚類 もカ ムル チー のみ で、 タイ ワ ン ドジ ョウ はまだ確認 し

て いな い。

空 気 を直接 呼 吸す るこ とが で き るた め水 質 の悪化 に よる酸 欠 には強 い耐性

を持 つ。 小魚 の ほか 、 カエル や アメ リカザ リガニ な ど何 で も食 べ る。成長 が

速 く、疲 労 回復 や補血 に効 果 が高 いた め、食 用 目的 に移 入 され た。 味 も大 変

美味 で刺 身 もい け る とい う。

しか し、身 には顎 口虫 が寄 生 して い るこ とが あ り、 これ を人 が食 べ る と顎

口虫 が皮 下 を這 い まわ り、脳 に達 す る こ ともあ る。 刺身 を薄 く切 って光 に透

か して みて ピンクの斑 点 が な けれ ば安全 と言わ れ るが、 生食 は厳 に慎 むべ き

で あ ろ う。

魚食 性 が強 く害 魚 の レ ッテル を貼 られた この魚 も、近 年 圃場整 備 に よ りク

リー クが植 生 の 乏 しい大型 の水 路 に置 き換 え られ て以 降激減 し、淡水 生 態系

の頂 点 の座 は北米 原産 の 魚食 魚達 に取 っ て代 わ られ つ っ ある。

1994.3.11六 角 川水系のク リー ク(白 石 町)

稚魚1992.7六 角川水系 のク リーク(白 石 町)

1994.3.11(同 上)
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クサ フグ
Takifugu niphobles

フグ科

地方名 がん ば、 くさふ ぐ、すなふ ぐ、ちーち

ーぶ く、 は まぶ く

大き さ15㎝

生息域　 下流域、河 口 ・汽水域

北 海道 を除 く全 国の沿 岸 に広 く分布 す る魚 で、釣 人 の問 で は餌 取 り名 人 と

して有名 な 「嫌 わ れ者 」 の ひ とつで あ る。 毒性(テ トロ ド トキ シン)が 強 く

食 用 と して利 用 もされ ないた め、 時た ま針 に掛 か る と、驚 い て水 や 空気 を吸

っ て ピ ンポ ン玉 の よ うに膨 らんだ とこ ろを足 で踏 みつ ぶ され て、「ボ ン」と音

を立 て て昇天 す る もの も少 な くない。

本 来 は海産 魚 で あ るが 、夏季 に河川 に普通 に侵入 す る。背 面 は暗緑 色 で、

示 さな淡 黄色 の斑 点 が多 数 あ る。背 ビ レや胸 ビ レ後 方 の大 きな黒 色斑 の周 り

に 白い縁 ど りが な い こ とが特徴 で あ る。

普段 は、背 ビレ と腹 ビレ をパ タパ タ とせ わ し く動 か して泳 ぎ、 黄色 い尾 ビ

レ は舵 程度 に しか使 わな い。驚 くとよ く砂 に潜 るた め 「す なふ ぐ」等 と も呼

ばれ る。

産卵 は、春 か ら夏 にか けて の大潮 の ころ、 満潮 に合 わ せ て、浜 辺 の波打 ち

際 に大 挙 して行 わ れ る。 この様 子 は、 テ レビな どで も時 折紹 介 され るが、 阿

鼻 叫喚 とい うか怒 濤 とい うか、 浜辺 に殺 到 した雌 雄 が ビチ ビチ と跳 ね回 る大

混 乱 の中 で行 われ る。

結果 として 、卵 は次 の大潮 まで浜辺 に取 り残 され るが 、卵食 性 の あ る本種

が 自分 た ちの 子孫 を食 い尽 くさな いた めの本 能行 動 だ と思 う と、感 慨深 い も

のが あ る。 他 に、 シマ フ グや トラ フグ も河川 や ク リー クに侵入 す る こ とが あ

る ら しい。

1995年度版『佐賀県の淡水魚- 人と川と自然を考える』



その他の水辺動物(エ ビ)

ミナ ミヌマ エ ビ

流 れ の緩 や かな水 草 の多 い ところに多 い3cmほ どの小 さ なエ ビ。 色 は青 、

赤 、 黄 、茶 、緑 褐色 の ほか無 色半 透明 、 な ど様 々 な変 異 に富 む。背 中線 に数

㎜ の淡黄 色 の縦 帯が 入 って ツー トンカ ラー にな って い る こと も多 い。 ヌマ エ

ビや ヌ カエ ビに似 るが額 角上 縁 の棘(ギ ザギ ザ)は 先 端付 近 に はな い。 また、

ふ化 した幼生 が プ ラ ンク トン生活 を行 わ ない こ とな どで 区別 され る。

ス ジエ ビ

最 も普 通 に見 られ る5.5cmほ どに成長 す るエ ビで 、水 草帯 や コ ンク リー ト壁

面 な どに群 れ てい る こ とが多 い。和 名 は体 に黒 色 の横 縞 が ある こ とか ら。色

は透 明感 が 強 く、歩脚 の関節 が黄色 い。汽 水域 に も見 られ る。

テナ ガ エ ビ

体 長 は9cmほ どに もな る。和 名 の もとにな った第2胸 脚 は非 常 に長 く、 は

さみ脚 にな っ てお り、成長 した雄 で は15cmに もな る。体 色 は赤 、黄 、褐 色 お

よび黒色 で あ るが、小 型 の もので は無色 の うえ、 は さみ脚 もあ ま り長 くな く

ス ジエ ビ に似 る。 低地 の止 水域 や汽 水域 に生 息 し、物 陰 に潜 む こ とが多 い。

ア メ リカザ リガ ニ

1930年 にア メ リカのニ ュー オー リンズか らウ シガエ ル の餌 用 と して移 入 さ

れた 。 日本在 来 のザ リガ ニ は、北 日本 の冷水 域 にのみ に分布 す るので、 県 内

のザ リガニ はす べて ア メ リカザ リガニ で あ る。第2胸 脚 は大 き く、 はさみ脚

に なっ てい る。小 型 の もの は暗褐色 、 暗緑色 のた め別種 と思 って い る人 も多

い。色 素 を全 く持 た な い白化個 体(ア ル ビノ)は 観 賞 用 として扱 わ れ てい る。

また 、青 色 の色素 だ けが残 って い る青色 個体 も自然 界 で も時折 見 られ る。

ミナミヌマエビ

スジエビ

テナガエビ

アメリカザリガ二
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「水を創る（つくる）」

井上 一夫(武 雄市)

昨 年 は、少 雨 に酷暑 そ して新 年早 々 に は、 神戸 を中心 に大 きな地 震が来 た。

今 年 に入 っ て も雨 は少 な く、昨 年以 上 の渇水 にな るの で は と心配 されて い る。

低平 地 の広 が る、佐 賀 の山 は浅 い。武雄 を流 れ る一 級 河川 六 角川 の源流 、

神 六 山の標 高 は447メ ー トルで あ り、そ の浅 い山 に河 川 の環境 維持 水 としての

水 の供 出 は望 め ない。 む しろ途 中 の利 水 ダ ムの水 の確 保 さえ、危 う くな って

きて い るのが現 状 で あ ろ う。

近 年 、家 庭 にお け る水 の使 用量 は、益 々多 くな って きて い る。 この水 の排

水 の技術 が 、生 活 の快適 環境 をつ くるた めの 重要 な ポイ ン トに な る と思 う。

勿論 、生 活 の快 適環 境 は、人 のみで は無 く生 態系 全体 か らの評 価 で な けれ ば

な らない。

かっ て の暮 らしの中 で は、 家庭 か らの排 水 の処理 技 術 は、素 掘 りの溜 桝 や

そ の回 りの ミ ミズ や土壌 微生 物 の働 きで足 りて きた。 そ の部分 を拡 大 し、今

の技術 を付加 した ものが 、個 別処 理 の家庭 用合併 浄 化 槽 とい え る と思 う。

水 を大 量 に消 費す る今 の暮 ら しの 中で、 人 と自然 との いい関係 を保 とう と

す れ ば、 その 中間 に水 処 理施設 を介在 させ る ことが 不 可欠 で あ る。

各 家庭 で個 別処 理 し、 河川 に環境 維持 水 と して戻 す 。上 流 のダム で取 り上

げた水 を、一 度家 庭 で使 い元 の水質 に浄 化 して同 じ量 を その場 で川 に戻 す。

水 を棄 て るので は な く、水 を創(つ く)る ・創造 す るイ メー ジで あ る。

私 は5年 前 に、 乳酸 菌飲 料 の容器 を濾 材 に した家庭 用 合併 浄化 槽 を設置 し、

その機 能 を検 証 して きた が、年 間(日 間)を とお してBOD(生 物化 学 的酸

素 要求 量)1ppmを 維 持 して い る。 環境 に対 す る水 質 は、BODだ けで はな

く、窒 素 や リンや 界面 活性 剤 な ど幾 つ かの 要素 が考 え られ るが、 そ れ らにつ

いて は家庭 内で の制御 や、 河川 の土 壌や 植 ・生物 の浄 化 能力 な ど、総 合的 ・

重 層的 な水 浄 化 のネ ッ トワー ク を、構 築 して い くこ とで解決 で きる と思 う。

阪神 大 震災 は、都 市 にお けるラ イ フライ ンの脆 弱 さ を露呈 した。パ イ プ ラ

イ ンを引 き回 し、 下流 で大量 処理 す る水 処理 方法 が い いか、 各家 庭 で処理 し、

近 くの川 に戻 してや る個 別処 理 方法 が いいか 、低 平地 で軟 弱地 盤 そ して 山が

浅 い(河 川 途 中の水 が少 ない)、 そ の ような佐賀 の 自然 環境 の 中で、 佐賀 に見

合 った技術 を見 出 し、 それ を積極 的 に進 め る時期 に きて い る と思 う。

そ して そ の こ とが多様 な生物 が棲 め る水 の復 権 、結 果 として人 も住 みや す

い水環 境 の再 生 につ なが る と思 う。

その ような 自然 と共 生 した ナチ ュ ラル ライ フライ ンの構 築 が、 阪神大 震 災

か ら私 たち への メ ッセー ジ と思 ってい る。

(いの うえ ・か ず お、武雄 まち なみ研究 会)
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釣 り 日記 「あ の 川　 この 堀 」

「…寒 の釣 りは大 場所 のヌ クメ ない所 は まん 中で釣 れ 、竿 は3～3.5間 が よ

く、 ヌ クメ あ る所 はヌ クメ付近 にポイ ン トを選 び、 ゲ ンチ藻 の多 い所 は藻 切

れ を探 り、 また は ツキの心 持 ち にて釣 る こ と。鵜 入 れ後 は10日 以 上釣 れ ず、

曳網 は1週 間位 で釣れ るよ うで鵜 入 りの証 拠 には必 ず前 カ キの あ とが 点々 と

あ る こ と。 … 」(昭 和32年2月17日)

「あの川 この堀 王とい う釣 り日記 の一 節だ 。著 者 は西 田惣七 氏 。佐 賀市 で

醤 油醸 造業 を営 む傍 ら、市 内 とそ の近郊 の川 、堀 を釣 り歩 いた。 昭和34年2

月、56歳 で急逝 。手 帳 にした ため られた もの を次 男 ・豊藏 氏 が ま とめ、一 周

忌 に出版 した 。県 内 の人が 著 わ した 釣 りの本 として は唯一 の もの といわれ る。

昭和30年 か ら亡 くなった 月 まで の4年 余 。松 の内 か らい そい そ と寒 ブ ナ釣

り、水 ぬ るむ春 はハヤ 、 ヤマ メ に興 じ、 夏 は清流 にアユ を求 め、秋 はハ ゼの

数 釣 り、 ヘ ラブ ナ との駆 け引 き… と四季折 々 、寸 暇 を惜 しんで出 か けた。 天

候 や場 所、 えさ、釣 果 な どと ともに上 記 の よ うな 「心 得王 も記 され てい る。

「とに か く研 究熱 心 で した。風 呂上 が りに翌 日の仕掛 け作 り。空 き瓶 に水 を

張 っ て ウキのバ ラ ンスを確 か めた り、座敷 か ら庭 に竿 を延 ば して調 子 を見 た

りしてい た王(豊 藏 氏)。

関東 地方 で は古 くか ら親 しまれ ていた ものの、 九州 で は珍 しいアユ の ドブ

釣 り(毛 針 釣 り)や タナ ゴ釣 りに も挑 戦。 特 に佐 賀で ク ソバ ヤ、 ニガ ブ ナ と

呼 び、 ハ ヤ(オ イカ ワ、 カ ワムツ)や フナ よ り下位 に、 あ るい は雑 魚 扱 いに

され る タナ ゴ類 も 「冬場 に小 川 の堰下 のた ま りに集 まって い るの を、細 くて

短 い専 用 の竹竿 で狙 って いた。繊 細 な アタ リと数 釣 りが面 白か った ので し ょ

う。王(豊 藏 氏)と い う。

自家 用車 が普 及 して い ない 当時、交 通手 段 は もっ ぱ ら自転車 かバ ス。遠 出

ともな る と道具 一式 を抱 えて 「午 前3時24分 発 鳥栖 行 き、5時35分 日田行 き、

7時3分 日田着 、7時30分 杖 立行 きバ スにて 大 山川上 野瀬 部下 車 …(ア ユ釣

り)… 帰 り6時20分 のバ ス 、 日田駅発7時13分 、 鳥栖 発8時38分 佐 賀 着9時

半 」(31年8月16日)。 夜 汽車 に揺 られ る釣 行 。今 思 え ば大 変 だが 、楽 しか っ

た に違 い ない。

釣 っ て きた 魚 は妻 のナ ヲ さん(平 成4年 没)が 料理 。ハ ヤ や子 ブ ナは ヒボ

カ シ(焼 き干 し)、 近 くの神 社 の秋 祭 りに は、 フナの 昆布巻 きが くん ち料 理 と

して 家族 に振 る舞 われ た。 川魚 は保 存食 と して大 切 に され ていた 。

今 で は荒廃 して し まった堀 や、改 修工 事 で様相 が一 変 して しまった 河川 も

しば しば登場 す る。佐 賀 の 自然 や人 々 の生活 の変 遷 を知 る上 で も興 味 深 い も

の だ。高 度成 長期 前 の「あの川 この堀 王。懐 か しさ と ともに、 さび しさを禁

じ得 な い人 も多 い だ ろう。

※ 冒頭 の 日記(昭 和32年2月17日)の 中 に出て くる 「鵜 入 れ」 「鵜入 り」は

118、119ペ ー ジ、平野 正 徳氏 が 「野鳥 と魚 」 で も指 摘 して い る鵜 匠 に よ る も

のだ ろ うか。

表紙の アユの魚拓は惣七氏が亡 くなる

前 年、川上川の釣 り大会で優勝 した時

の大物(67匁 ＝約250グ ラム)。裏表紙

まで使 い、原寸大の魚拓 は斜 めに して

ようや くおさめ られ た

惣七氏 のアユ釣 り風景。場所は大和町

川上の嘉瀬川、官人橋上流。対岸 に見

えるのは楊柳亭。昭和30年 前後
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河畔歳時記

1月 鹿島市のフナ市

鹿 島 市周 辺 に は 「二十 日正 月王 と呼 ばれ るえ

びす祭 りに、 タイ の代 わ りに フナ を供 える風 習

が あ る。 フナ は昆布 巻 きに して一 昼夜 、 ダイ コ

ンや ゴボ ウな どと ぐつ ぐつ煮 込 む 「フナ ん こ ぐ

い王 にす る。 その家庭 独 特 の味付 けが あ り、豊

作や 無病 息 災 を祈 る。昆布 の風 味 が しみ こみ、

骨 までや わ らか く煮 えた 「フナ ん こ ぐい王 は代

表 的 な郷 土料 理 の一 つだ 。

前 日の19日 早朝 、同 市浜 中町 と新 天町 には300

年 前 か ら続 く 「フナ市 王 が立 ち、 この材 料 を求

め る人 々 で に ぎわ う。 た らいや箱 舟 に大 小 の フ

ナ を泳 が せ「こっちが安 か よ王 「ピチ ピチ し とっ

よ士 と業者 の威 勢 よい掛 け声 が街 に響 く。 キ ロ

当た り500円 前後 。主婦 らは、た き火 で暖 を取 りなが ら生 きの い いフ ナを品定

めす る。

2月 シロウオ漁

満 ち潮 に乗 って産 卵 のた め に、 川 を上 る シロ ウオ。鹿 児 島県 ・志布 志 湾か

ら北 海道 南部 まで、 朝鮮 半島 南部 に も生息 。県 内 で は2月 初 旬 か ら漁が 始 ま

る。 東松 浦郡 玄界 町 の有 浦川 で は、河 口 に向か って扇状 に広 げた「簗(や な)王

と呼 ばれ る仕 掛 けで生 け捕 る。簗 で行 く手 をさ えぎ られた シロウオ は、 中央

に集 ま り 「獲 りか ご(う け)王の中 へ。 引 き上 げ る と飴色 で透 き通 った魚体 が

跳 ね る。

や な漁 は有 浦川 の他 、浜 玉 町の玉 島川 、唐 津市 の半 田川 で も行 わ れて い る。

伊 万里 市 の佐代 川 で は以前 はやな漁 だ ったが 、屠現 在 は四つ手 網漁 に代 わ った。

2月 松浦川のイダ(ウ グイ)漁

伊 万里 市 の大川 町漁 協(井 手 誠組 合長 、140人)が 松 浦 川で行 って い る。 例

年 な ら2月 中、下 旬 に始 まる漁 も、今年 は昨年 の渇水 や 年明 けか らの降雨 不

足 の影響 か ら不 漁が続 い た。 ようや く4月 下 旬 に なっ て、 ま とまっ た雨が 降

り漁 が本 格化 。対 象 に なるの は、 降海型 の ウ グイ。産 卵 のた め海 か ら遡 上 し

て くる もの を捕 る。

組 合員 が事 前 に堰 の下 の浅瀬 に作 った産卵 床 に は、体 長40～50cm、 オ レン ジ

色 の縦縞 が鮮 や か なイダ の群 れが集 まって くる。 産卵 床 の石 は川 原 の 日に当

た って乾 い た もの を使 う。 川 の中 の コケの付 い た もの は卵 が付 着 しないた め、

イ ダ も集 ま らな い とい う。

「魚 は何 で も知 って い るんで す よ王と網 か ら魚 を取 り上 げ る組 合員 。資 源保

護 のた め、 その場 で人 工授精 も行 われ、 ふ化 した仔 魚 は放 流 され て い る。

イダ は珍重 されて お り、刺 し身 に して酢 ぬた で食 べ るほか 、独特 の イ ダ飯

が あ る。 米が 煮立 った ころあ いに、 は らわ た を抜 い て水洗 い した イ ダを中 に

入れ 、醤 油 を落 とす。御 飯 をよ く蒸 した ら、 身 だ け箸 で しごいて取 り、 ほ ぐ

して混 ぜ 合わ せ る。 なか なか の珍味 とい う。

5月 エツ漁

エ ツ は、5月 か ら6月 にか けて産卵 のた め に

筑後 川 を上 って くる。 諸富橋 近 くで は小 舟が 約

200mの 川 幅 い っぱい に流 し網 を張 り、これ を待

ち受 ける。網 を巻 き上 げ る と、銀 色 に光 るナイ

フの ような魚体 が揺 れ る。網 に掛 か る とす ぐ死

んで しま うデ リケー トな魚 だ けに料理 は鮮 度 が

決 め手。初 夏 の風 に吹 かれ なが ら屋形 舟 で食 べ

るエ ツ料理 は格 別 だ。

特 異 な姿が ア シの葉 に似 てい る こ とか ら伝説

も残 る。 その 昔、初 夏 の激 しい雨 の 日、筑 後 川

の川 べ りに一人 の旅 の僧 が たた ず んでい た。貧

しい身 な りで 、だ れ も相 手 に しなか った。 見 か

初 夏の川風 を受けて屋形舟

で味わ うエツ料理 は格別

「フナんこ ぐい」用に生 きの

いいフナを求める客 でに ぎ

わ う鹿島市のフナ市
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ねた老 漁 師が 自分 の舟 で渡 して くれ た。この親 切 に、僧 が 岸辺 の ア シをち ぎ っ

て川 に流 した ら一 匹 の魚 にな った。この魚が エ ツで 、後 年 、漁 師 はエ ツ を捕 っ

て商 い を し、幸 福 に暮 ら した。 この僧 は弘法 大師 だ っ た とい う。 また、不 老

長 寿 の秘薬 を求 めてや っ て きた中国 ・秦 の徐福 が 、諸 富 に上 陸 す る時 に押 し

わ けてで きた 片葉 の ア シの落 ちた部 分が エ ツ にな った とも伝 え られ る。

漁獲 量 は潮 や風 な どに大 き く左 右 され るが 、河 川改 修 や堰 の建設 、水 質汚

濁 な ど環境 の変 化 で近 年激減 して い る。 地元 の諸 富漁 協 で は人 工授 精卵 の放

流 を行 い対 策 に躍起 だ。

12月 浜玉町の フナ食い祭 り

東松浦郡浜玉町の岡口地区に、生

きた寒ブナを丸ごと食べて無病息災

を祈る 「フナ食い祭 り王がある。同

地区の岡神社に伝わる奇習で、毎年

12月の初午(は つうま)の 日に行わ

れている。「豊臣秀吉の太閤検地の

際、この地を訪れた検地官が誤って

土地の守 り神である白蛇を殺したた

め大飢饅に襲われ疫病がはやった。

この時フナを唯一の栄養源として食

べ、 飢 え を しのい だ王 との伝 説が残 り、約400年 間続 いて い る。

岡神社 で神 事 を終 えた後 、持 ち回 りの座 主 の家 に集 まって行 われ る。 フナ

はあ らか じめ近 くの玉島 川、横 田川で大 小100匹 ほ どを捕獲 し、流水 で泥 を吐

かせ て お く。 酒 宴 もた けなわ にな る と、 い よい よフ ナが登場 。 深鉢 に泳 ぐフ

ナ は元気 いっ ぱい。箸 で つか んで酢 みそ で食 べ るのだ が、 生 きが よす ぎて箸

が使 えず手 づか みで 口 に運 んだ り、大 きい フナ を丸 か じ りす る人 もい て、笑

い声 が絶 えず盛 り上 が る。

生 きたフナを、箸や手づかみでほおばる

フナ食 い祭 りの参加者
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川 は面 白 い ぞ

多布施川で投げ網打ち

古川 国夫 さん(佐 賀市長瀬町)

「オ ジさん 魚見 せ て え」。 古川 国夫 さんが営 むケー キ屋 さん は、 淡水 魚 の ミ

ニ水族 館 と して近 所 で も有 名。 小学 校 の校 門前 に あ るお陰 で、下 校 時 に必 ず

立 ち寄 る"常 連"の 子 もい る。 「この歳 に なっ て子供 の友 達 の いっ ぱいで きた

よ王 と、 古川 さん も予 期 せぬ"お 魚効果"を 喜 ぶ。 しか し、古川 さん はただ

の魚 マニ アで はない。 なん と、 三十 数種 類 ・数百 匹 に及 ぶ淡 水魚 の大 半 を 自

分 で捕 ま えた の だ。

店 が閉 まる夜7時 、 古川 さん は 爪漁 師"に 変 身す る。 漁場 は多 布施 川上 流

一 帯
。胴長 を着 て投 げ網 、バ ケ ツを持 て ば、だ れ もケ ー キ屋 さん とは分 か ら

な い。川 に着 く ころ に は辺 りは も う真 っ暗 。古 川 さ ん は水 量 と濁 り具 合 を

チ ェ ックす る と、 「円盤 投 げの要領 王で エ イヤ ッと網 を放 つ。 網 は生 き物 の よ

うに しなやか に、 魚 た ちを包 囲す る。

婚姻 色 が美 しい アブ ラボテ 、横 に1本 走 った黒 い線 がダ ンデ ィなム ギツ ク、

タナ ゴ の仲 間 で最 も大 きい カネ ヒラ な どが き らき らと光 りなが ら上 が って く

る。 とき には上流 の

北 山ダ ムか ら流 され

た らしい ワカサ ギや

ブ ラ ックバ ス、下 流

か ら上 って きた ウ ナ

ギ も姿 を見せ る とい

う。

網 には、人 の手 に

触 れ た だ けで死 んで

しま う稚 魚 もまぎれ

込 む。「な るべ く生 か

して返 してや りたか

けんね 」 と、古 川 さ んは スプー ン とナ イフで根 気 よ くす くい取 り、彼 らを川

に返 して い る。 「そん な に捕 っ て大丈 夫?王 。 そ んな疑 問 も古川 さん の漁 を見

れ ば安 心 に変 わ る。

護 岸 工事 が進 み、 多布 施川 上流 の景 色 は一変 した。 ツル リ とした石 とコ ン

ク リー トの護 岸 は魚た ち にはつ らい環 境 だ。 と ころが 、た また ま残 った古 い

堰 、流 れ を弱 め る捨 て石 な どの ち ょっ とした場 所 がオ ア シス とな り、 ア リア

ケギバ チや オ ヤニ ラ ミな ど貴 重 な魚 が絶滅 を免 れ た。 古川 さん はた また まそ

こに網 を打 ち、 生息 確認 の きっか けをつ くった。

公 園化 され た河川 敷 に はい ろん な人 が い ろん な 目的 でや っ て くる。 中高生

は ジ ョギ ン グに、家 族連 れ はバ ーベ キ ュー に、 若者 は暗が りで愛 を語 りに…。

しか し、"川"そ の もの と接 してい る人 の何 と少 ない ことか。

古川 さん は今 日 も水 に一番 近 い所 で、川 の 自然 と向 き合 っ てい る。

古川 さんが投 げ網で捕 った多布施川の淡水魚は絶滅危惧

種 も含 む35種 。ケーキ屋 さんの ミニ水族館 として、下校

時の小学生 に人気の的だ

閉店後は漁師 に変身。夜、明か りのない川 に向かって黙 々と網を投 げる

古川 さん
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見 て見 て こん な大 物

南 米 のア マ ゾ ン川 な らい ざ知 らず、佐 賀 県 内の川 や ク リー ク に もこんな大

物(一 部 海産)が 一 。釣 りや 投網 、 も りで突 いた り…悪 戦 苦闘 で捕 らえ られ

た彼 や彼 女(?)を ご覧下 さい。 捕獲 当時 、佐 賀新 聞紙 上 に掲 載 され、 話題

とな った写真 を厳 選 して紹介 し ます。 アル

ビノのナマ ズ も加 えま した。(日付 は掲載 日)

ソ ウ ギ ョ 全 長l,48メ ー トル、 胴周 り85

セ ンチ 、重 さ55キ ロ(筑 後川、

昭 和60年7月26日)

ウ ナ ギ 全長1.35メ ー トル、胴 周 り35セ ンチ、重 さ7.2キ

ロ(肥 前 町高 串の海 、平 成2年3月26日)

ウ ナ ギ 全 長l.l5メ ー ト

ル、 胴の 直径約9セ ン

チ、 重 さ3.2キ ロ(塩 田

川、昭和60年6月28日)

カ ム ル チ ー 全長9L5セ ン

チ、 重 さ5キ ロ(佐 賀 市

の南 堀、 昭和54年5月 ρ7

日)

ナ マ ズ 全 長40セ ンチ、 ひげ も含 め た全

身 が 白いア ル ビノ。背骨 は プルー に見

える(武 雄川 、昭 和60年5月24日)

淡水魚飼育の魅力

濱野 大作(佐 賀市)

みな さん は、魚 を飼育 した ことが あ ります か。 魚 とは、水 の 中で何 の道具

も無 く、 生 きて い くことが で き る素 晴 らしい生物 で す。 その 中で も川 魚(温

帯 性 淡水 魚)は 、 私 たち の一番 身近 で、 しか も自分 で採集 して くる ことので

きる魚 です。

こん な狭 い佐賀 県 ですが 、 かな りの種 類 の川 魚が住 んで い ます 。 それ は幸

い に も、佐 賀 県が 田舎 で あった こ とが よか った ので しょ う。最近 の熱帯 魚 ブー

ム のせ いか 、最初 か ら高価 な熱 帯魚 を飼 わ れ る方が 随分増 えて きた よ うに思

われ ます。

川 魚 の飼育 は、熱帯 魚飼 育 の入 門 として 、大 い に役立 ち ます し、川 魚 を大

切 に飼 った人 は、熱帯 魚 や海水 魚 に ない魅力 にひか れ る こ とで しょ う。天 気

の いい 日に部 屋 の中 で テ レビゲー ム をさせ るよ り家族 で川や 沼 に行 って 、一

緒 に魚 を捕 るのです 。 自分 で捕 った魚 に は、店 で買 っ た魚 よ り愛 着が わ くも

のです 。 この魚 は どこの川で 、 いつ、誰 と、捕 っ た とい う こ とを、大 人 は忘

れ て も子 供 は覚 えてい る ものです。 捕 った 魚 を飼 育 してい る と、 その後 に死

ぬ こ ともあ ります。 大切 に飼 っ てあ げな い と死 ん で しま うので す。

こ こで、 自分 以外 の生物 、例 えば人 間や 魚 に対 して、 こん な扱 い をした ら

死 ぬ。 こ こまでや った ら駄 目 にな る とい うこ とを、 自分 で覚 える もので す。

淡水 魚飼 育 には、 自分 で捕 る、 自分で 運 んで くる、飼育 す る、最 後 に生物 の

一 生 をそ の狭 い水槽 の 中で勉 強 す る ことが で きるので す。

私 は小 さい ころに、朝 早 くか ら夜遅 くまで 魚捕 りを した ものです 。夜 遅 く

魚捕 りを して い る とき、お巡 りさん に 「魚捕 れ るか い、気 をつ けて帰れ よ王

と声 を掛 け られた こ ともあ りま した。

一番 身近 にい る川 魚 を飼育 す る とい う こ とは、誰 にで もで き る、 経費 が あ

ま りかか らない鑑賞 魚飼 育 として は、 大変 お薦 めで き る もの です。 生 き物 に

対 す る優 しさを養 い、 また水 が汚 れ て くる と魚が い な くな る とい う視点 に立

ち、 河川 の浄化 、 美化 に関 心 を持 つ こ とがで きるので はない で し ょうか。

(は まの ・だい さ く、 ペ ッ トシ ョップ経 営)
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捕 っ た ら飼 っ て み よ う

この本 を手 にされ た方 は、 身近 な淡 水魚 も意 外 に美 しい と感 じ られ た方 も

少 な くない こと と思 う。 実際 、私 の周 りに もその魅 力 に とりつ かれ て しまっ

た人 も多 い。 今 まで、 なぜ その美 しさに気付 か な か ったの で あ ろうか?そ れ

は釣 り上 げ られ たい わ ば 「陸 に上 った 魚」 か、 魚 を狙 う天敵 の ように水面 上

か ら見 ていた か らで あ る。 つ ま り、魚 の美 しさを知 るた めに は、魚 と同 じ目

の高 さか ら見 る ことで ある。 その た めに は、水槽 で飼 育 して み るこ とが一 番

であ る。

天然 の川 や 湖 で は、 植物 性 プ ラン

ク トンが光 合成 を行 って増 殖 して い

る。 これ を動物 性 プ ラ ンク トンが捕

食 す る。動 物性 プ ランク トンは小魚

に捕食 され、小 魚 はよ り大型 の魚 に

捕食 され る。 この ように生物 が 「食

う一食 わ れ る」 の関係 で つなが っ て

い る ことを 「食 物連 鎖 王とい う。実 際 に は、 これ らの生 物 の排 出物 や遺体(有

機物)が バ クテ リア な どに よって分解 され、 無機 栄養(肥 料)と して植 物性

プラ ン ク トン等 に吸 収 され 、再 び 「食 物連 鎖 」 に取 り込 まれ循 環(リ サ イク

ル)し て い るので あ る。 つ ま り、物質 は消滅 す るの で はな く形 を変 えて存在

し続 け るので あ る。

水 槽 で魚 を飼 う とい うこ とは、 単 に水 を入 れた容 器 に魚 を入 れ る とい う こ

とで はな く、先 に述 べ た よ うな生 物 間 の循 環 の一部 を切 り取 って屋 内 に持 ち

込 む こ とだ と考 えるべ きで あ る。 理論 的 に は池 の水 と砂 を水槽 に入 れ 、水草

と水 槽壁 の 藻 を食 わ せ るた めの巻 き貝 を入 れ てや れ ば、餌 ど ころか手入 れ の

必要 もな いバ ラ ンス ドア クア リウム(永 久 水槽)が で きる はずで あ る。

実 際 に は、理論 通 りに はいか ない が、 このバ ラ ンス ドア クア リウム の理論

を理 解 して い ない と過度 な給餌 や 世話 、 また は、放 任 につ なが って し まい、

結局 「魚 の飼 育 は難 しい王 とい う こ とにな りかね な い。

バ ラ ンス ドア クア リウム の問題 点 は、飼 育 で き る魚 の数 は少 な い こ とで あ

る。 水槽 の 中 にメ ダカが1尾 で は一 体何 を飼 育 して い るのか 分 か らな くな っ

て しま う。 しか しそ こには人 間が手 助 けす るこ とで 、飼育 で きる魚 の数 を増

や す こ とが で き る。

魚 を増 や す と、 まず餌 と溶存 酸素(水 に含 まれ る酸素)が 不足 す る。餌 に

つ いて は 日本 の淡 水 魚 の多 くは雑食 性 な ので餌 は金 魚や コイの餌 を与 えれ ば

よい。溶 存酸 素 につ いて はエ ア ポ ンプや ろ過 器 で対 処 で きる。 しか し、 しば

ら くた つ と魚 自身 が排 出 した有 毒 な ア ンモニ ア によっ て魚 の調子 が悪 くな っ

て くる。 この ア ンモ ニ アは砂 や ろ過 器 な どの 中 にあ る種 のバ クテ リア(硝 化

細菌)が 繁殖 して い る と、彼 らが硝 酸 に作 り替 えて くれ る こ とで減少 させ る

こ とが で き る。硝 化細 菌 によっ て生 じた硝 酸 は水草 の肥 料 となる のだが 吸収

量 に も限界 が あ るた め、飼 育 す る魚 の量、 つ ま りは餌 の量 に もよるが1～4

カ月 お きに水 換 えを行 う こ とで除 去す る。

水槽 のセッ トの仕方

大 きな水 槽 は非常 に高価 で あ るが、 小 さな水 槽 は水 の量 が少 な いた め温度

や 水質 の変 化が 大 き く管 理が 難 しい。 コス トパ フ ォー マ ンス を考 え る と、最

も普及 してい る60cmの ガ ラス水槽 が よい。 また、 ろ過器 、 蛍光 灯 もセ ッ トで

購 入 す る ことを進 め る。 で きれ ば、恐 ろ しい 白点病 に備 えて ヒー ターや 小 さ

なす くい網 、魚 薬(何 にで も効 く薬 は効 果 は何 にで も今一 つ と考 えた方 が よ

い)。 全 部合 わ せて も普 及品 な らば1万 円程度 で そ ろ うはずで あ る。

設 置場 所 ……60cm水 槽 で も水 を入 れ る と60㎏ ほ どにな る。 大人 が乗 って も ぐ

らつ かな い丈夫 な台 を用 意 す る。 また、 直射 日光 の 当た る所 は

水 温 の変化 も大 き く、水 槽壁 に藻が付 く原因 にな るた め避 ける。

む し ろ専 用の蛍 光灯 の 明か りが感 じ られ る くらいのや や薄 暗 い

とこ ろの 方が見 栄 え も よい 。 また、水 換 えの手 間 を考 える と蛇

口か ら近 い方 が都合 が よい 。

ろ過器 … ……有 毒 な ア ンモ ニ アを除去 す るた め だ けでな く、酸 素 の補給 に も

な るので 、必 ず セ ッ トす る こと。通 常 は「上 面 ろ過王「底 面 ろ過 王

の どち らかが 用 い られ る。 どち ら も一長 一短 あ るが 、管理 の 面

で は 「上面 ろ過 」 が楽 で あ る。 また、簡 易 な コーナ ー フ ィル タ

ー は60cm水 槽 に は容 量不 足 で あ る。
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レイ ア ウ ト…砂 や 小石 を必 ず5cm

ほ ど入 れ、石 や流 木 、

水草 等 で生息 環境 を

イ メー ジ して隠 れ家

を作 ってや る。砂 は

お米 を と ぐ要領 で濁

りが な くな るまで よ

く洗 う こ と。 多 少 の

濁 りは水が で きあが

る と、 な くな るの で

神 経質 にな る こ とはな い。

水作 り…… … カル キ を抜 くこ とで はな く、 砂 や ろ過 器 にバ クテ リアが繁 殖 す

る こ とを意 味 す る。 最初 、 白 っぼか った 水 も水作 りがす む と、

著 し く透 明度 が向上 す る。水 を入 れ て ろ過器 を回 し続 けて も、

バ クテ リアの餌 が な いた め時 間 がか か るが、 少数 の小 魚 を少量

の餌 で飼育 す る と比 較 的早 く水作 りがで きる。 すで に軌道 に乗

っ てい る水 槽 の フ ィル ター の一部 や砂 を入 れて や って もよい。

また 、魚薬 を投 与 す る とバ クテ リアが死 滅 す る こ とが あ るので、

この時 も新品 の水槽 と同 じように水作 りか らや り直す必要 があ る。

飼育の仕方

日本 の淡 水 魚 の ほ とん どは雑食 性 な ので、 一部 を除 いて は市販 の コイや 金

魚 の餌 で十 分 で あ る。 動物食 性 の魚 の 多 くも、慣 らせ ば コイの餌 を食 べ る よ

うにな る。 ペ ッ トシ ョップ には様 々 な種 類 の餌 が売 られ て い るが 、 魚の 口 に

入 る大 き さな ら問題 は起 こらない。 大 きす ぎる場 合 には それ を砕 い てや れ ば

事 足 りる。汎 用性 を考 える と、 浮上 性 の餌 よ りも沈 降性 の餌 が望 ま しい。 こ

ち らな らばハ ゼ科 等 の底生 魚 も食 べ る こ とがで きる し、 小 さ な魚 もふや けて

か ら食 べ る こ とがで きる。 割高 にな るが、 テ トラ社 の シュテー プル フー ドは

慣 れ な い魚 で も比 較 的食 いが いい 。 また、 冷凍 赤虫 はほ とん どの魚 が食 べ る

ので 万一 に備 えて冷凍 庫 に保管 してお くの もいい。

餌 の量 は、 数分 間 で食 べ て しま う量 を1日 に2～3回 や るのが基 本 であ る。

水温 や魚 の量 に よって異 な るので、 特 に決 まった量 は ない。毎 日観 察 して、

やせ て いな けれ ば良 しと考 えて よい。 む しろ、 おび えて いた り、餌 が合 わ な

くて ほ とん ど食べ て い ない ときに無 駄 に餌 をや る方 が、 は るか に害 が大 きい。

同様 に死 魚 もす みや か に除 去 しな い と、 腐敗 して水質 を悪 化 させ る。

水 槽壁 を掃 除 して もす ぐに藻 が つい た り、 透明 度 が良 くて も水 が黄 ば んで

きた ら水 換 え を行 う。 水換 え時 には、上 面 ろ過器 の フ ィルタ ー ウール も手 も

み洗 いす る。 年 に1回 は砂 も洗 う ことが 望 ま しい。水 を全 量交 換 す るので な

けれ ば、 水道水 をそ の ま ま使 って も差 し支 えな い。 しか し、湯 ざ ましや井戸

水等 の場 合、水 温 の変化 が 大 きか った り、溶存 酸 素 が欠乏 して いた りと問題

が あ る ことが 多 いの で注意 を要 す る。

採集 と運搬

魚 にはそれ ぞれ適 した環境 が あ り、 同 じ様 な環 境 に は同 じ様 な魚 しか生息

しない。 よって、 目的 の魚 の習性 を よ く調べ て お く必 要が あ る。魚 種や 時期 、

河川 に よっ て捕 って はい けな い魚、 漁法 、禁 漁 区、禁 漁期 が あ るので、 該 当

す る河川 の 内水 面 漁協等 に連 絡 し確認 を取 って お くこと。 手網 で捕 れ た小魚

を大 き く育 てた方 が、慣 らしや す く愛着 もわ くもの であ る。

また、 ドン コや ヌマ チチ ブ な どは危 害 を加 えるの で、他 の魚 と同 じ水 槽 で

は飼育 で きない。 オ ヤニ ラ ミにいた っ ては希 少 な魚 であ る以前 に、 個人 レベ

ルで は単独 飼育 しかで きない ので遠慮 した ほ うが 無難 で あ る。 また、魚 食性

の魚 や、 アユ の よ うに特 殊 な餌 しか食 べ な い もの も飼育 は難 しい。 逆 に、成

長 して も5cmほ どに しか な らない魚 は群 で飼育 した方 が よい。 こ うした こ と

を考 えて持 ち帰 る ようにす べ きで あ る。

持 ち帰 る時 に は、欲張 らず に少 数 ずつ持 ち帰 るのが 基本 で あ る。乾 電 池式

のエ ア ポ ンプ を取 り付 けた ふた付 きのバ ケ ツ を準備 して お くと数時 間 は大丈

夫で あ る。釣具 屋 で生 き餌 を運搬 す るた め の容 器 を購 入 す るの もよい。 いず

れ にせ よ、新鮮 な水 を入 れ て運 ぶの だが 、氷 な どで急激 に水温 を下 げる こ と

はか えって危 険で あ る。

取って きたばか りの魚が死亡す る原因

「魚 の飼育 は難 しい王 と思 わ れ てい る人 が 多 い の は確 か で あ る。 その 多 く

60cm水 槽 に上面ろ過装置 を

セ ッ トした状態
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は、 かっ て あや しげな水槽 で金 魚 の飼育 に失敗 した 経験 か らきた ものが 多 い。

ろ過器 付 きのち ゃ ん とした水槽 で あれ ば、以 下 にあげ る初期 死亡 の原因 の4

つ のポ イ ン トに注 意 すれ ば、 魚 の飼 育 は小 鳥 よ り簡 単 で あ るこ とが 実感 で き

る こと と思 う。

温度 の急 変 ……水 温 の変 化 は3℃ 以 内 に とどめ る こ と。 水温 計 が な けれ ばバ

ケ ツの 中 に10秒 間 手 を入れ て、 す ぐに水 槽 に手 を入 れ て温度

差 を感 じな けれ ば、 その差 は3℃ 以 内 に なっ てい る はずで す。

酸素 の欠 乏 … …エ アポ ンプ や ろ過 器 を使 って いて も、新 しい水 槽(水 作 りの

で きて いな い水槽)に は1週 間 は5cm以 下 の魚 を5～6尾 程

度 に と どめ る こ と。 また、 入 れた ばか りの魚 に餌 を多量 にや

って し まう こ とも、初 心者 が 陥 りが ちな失敗 であ る。死 んだ

魚や 食 べ残 しの餌 は、 やが て腐 敗 し溶 存酸 素 を減少 させて し

ま う。

ス トレス …… …人 間 と同様 に魚 もス トレス を感 じ る。 生息 環境 をイ メー ジ し

て石 や 水草 、流木 等 で隠 れ家 をレイ ア ウ トしてや る。 また 、

底 に敷 く砂 は硝化 細 菌 の繁 殖 を考 える と5cm以 上砂 を入れ て

お くこと。

けが や病気 ・・… ・特 に危 険 な もの はス レに よる感 染 症 と白点病 で あ る。 これ ら

は、早 期発 見 ・治療 を行 う必 要 が あ る。 また 、外 見 か ら見 て

わか るイ カ リ虫 や魚 ジラ ミ(チ ョウ)は ピンセ ッ ト等 で取 り

除 い てや る。 その他 病気 は、 砂 の洗浄 や 水換 えで 自然 治癒 す

る こ とが多 い。

※主な魚の病気と治療法

ワタカ ビ病 ・尾 ぐされ病

水 カ ビが生 えた り、 細菌 感染 に よって ヒ レが腐 って い きやが て死亡 す る。

捕 獲 時 の魚体 の ス レが原 因 とな る こ とが多 い。 市販 の グ リー ンFゴ ール ドも

し くはパ ラザ ンを水槽 の規 定 量使 う とよい。 同時 に塩 を50君 に対 して杯2杯

程 度 入 れ る とよい。 また マ ラカ イ トグ リー ンを50を に0.01g入 れ る とよい。

捕 獲 時 に網 な どで ス レた 魚 は持 ち帰 らな い こ とが一 番 の予 防法 で あ る。

白点病

0.2mmほ どの 白点 が まず ヒレにつ き、や が て全身 に広 が っ てい く。コイ科 の

魚 に出や す く、感染 性 、死亡 率 は高 い。 野外 か ら捕 って きた タナ ゴ類等 は要

注意 で あ る。 また、春 や秋 には 自然 に発 生 す る こ とが あ る。市 販 の グ リー ン

F、 もし くは、ハ イ トロピカル を水 槽 の規定 量使 う とよい。 また メ チ レンブ

ル ーや マ ラカイ トグ リー ン等 の色素 剤 も効果 的 で あ る。 同時 に塩 を50β に対

して さ じ2杯 程度 入 れ る とよい。水 草 を枯 らして し まうので 注意 す る こ と。

毎 日観察 し、 早期 発見 ・治 療 が重要 で あ る。
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穴 あ き病

水 が 古 くな る と出 や す い。 きれ い な水 で飼 育 す る と自然 治癒 す る。水 温

27～28℃ で 、 あ る程度 治 るまで1/3ず つ毎 日換水 す る。砂 を洗 うこ とも効

果的 で あ る。

イ カ リ虫、 チ ョウ

外 見 か ら見 て分 か るイカ リ虫や チ ョウは ピ ンセ ッ トな どで取 り除 き傷 口に

マ ー キュ ロ クロー ム また は、 エル バ ー ジュ とア クア セイ フ を混 ぜ た もの を、

塗 る。大 量 に発 生 して い る場 合 は、デ ィプテ レ ックス水 溶液 を100を あた り1

cc投 薬 す る。
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内水面漁協のほかに、淡水魚を含む自然環境保全を目的に活動

する市民団体 を紹介 しておきます。

アクアフォーレ自然保護会

・平成4年4月 発 会

・会 員 数182人(発 会 時)

・事 務 局 神埼 郡神 埼 町本堀2565五1小 桜保 育 園 内

電 話0952-52-3345藤 戸 弘 己 一

・会 の 目的 川 や湖沼 の きれ いな水 を守 るた め、山林 な どの環 境保 全 を目指

す

・主 な活動 自然 環境 破壊 の恐 れが あ る山林 開発 の制 限 を求 め る陳情

東南 ア ジア諸 国 でマ ング ロー ブな どの植 林活 動

嘉瀬川倶楽部

・平成6年9月 発 会

・会 員 数45人(7年5月 現在)

・事 務 局 佐 賀市 西 魚町56べ 一 ス キ ャンプ 内

電 話095229-2820田 中信 明

FAXO952-29-8504

・会の 目的 嘉 瀬川 、 お よび その水 系 の 自然 に親 しみ、 これ を守 る こ と

・主 な活動 自然 に親 しみ、 自然 を知 る こ と

自然 の保護 と回復 のた めの実 践活 動

自然環 境保 全 のた めの意 見表 明 、陳情 な ど

力丸 喬之(佐 賀市)

テ レ ビもあ ま り普及 してい なか った昭 和30年 代 の 中頃 だ った と思 う。 当時

人気 の ラ ジオの ク イズ番組 「私 は誰 で しょ う王か 何か で、 「カワ ク ジラ とは一

体何 で し ょう」 とい う問題 が 出た。

その 頃、私 は魚貝類 の地 方名 を集 め てい た ので我 が意 を得 た りとばか り小

躍 りした ものだ が、各 界 の知名 士が 顔 を揃 えた 回答者 か ら正解 はなか った 。

その後 、縁 あって佐 賀 の地 へ来 て以来 、 ず っ と 「川 鯨」 の ルー ツ を探 して

きたが、 い まだ に不 明の ままで ある。

お そ くなった が、正 解 は 「メダ カ」の こ とで 、澁 澤敬 三著 「日本 魚名 集 覧」

(昭和17年)に は佐賀 県三 養基 郡鳥 栖 町鳥栖 で こう呼ぶ とあ る。何 とユー モ

ラス な呼 び名 で はないか。

なお、この書 に は2,700以 上 ものメダ カ の地 方名 が 集 め られ て お り、昔 の 日

本人 が メ ダカ を仲 介 に、いか に 自然 に親 しみ、自然 を慈 しんで い たかが わか る。

さて、 魚 貝類 の名 前 には学会 で決 め られ た世界 共通 の「学名 王(ラ テ ン語 ま

た はギ リシャ語 で表記)と 日本 国内 で共通 の 「和 名 王(「標 準和 名 王と もい う)

が あ る。 しか し、一般 には地 方特有 の名 前(「 地 方名 王 また は 「方言王)で 呼

ばれ る こ とが多 い。

魚食 国で あ るわが 国 は魚貝 の地方 名 が非常 に多 く、 さ らに、名 前 は同 じで

も まった く別 種 の ものだ った り、 同 じ種 類 の ものが別 の名 前 で呼 ばれ た りで、

魚 を調査 研 究 して い る と混 乱 す る こ ともしば しばだ 。

魚貝 の名 前 は、 その ものの色 や形 、雌 雄 ・幼成 、生 態 ・習性 に由来 す る も

の及 びそ の転 化 した ものが多 く、名 前 の起源 をた どる となか な か味わ い深 い

ものが あ る。

最近 は流通 の広域化 、遊 漁 の広域 化 、 さ らに は魚 貝類 に関 す る情 報 ・知識

の普及 に伴 っ て、今 まで なか った名 前 が使 われ るよ うにな った反 面、 地方独

特 の名 前が使 われ な くなって い くと同 時 に、魚貝 に まつわ る地方 の民 話伝 説

や 故事 来歴 が語 られ な くな ってお り、一 種 の地 方文 化財 が消 えてい くよ うで

非 常 に さび し く思 って い る ところで ある。

(りき まる ・たか し、佐賀 県物 産振 興協 会佐 賀支 部事 務 局長)
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佐賀の淡水魚類目録及び地方名

科 名 和 名 地 方 名 備 考

ヤツメ ウナギ科 カ ワヤ ツメ ヤツメ ウナギ

スナヤ ツメ メクラ ウナギ

ヤツメ

ヤツメ ウナ ギ

コノシロ科 コノシロ オヤノ シャクセン

コノ シロ

ツナ シ

ハ ビラ

ハ ビロ

カタクチイワシ科 エツ ① エツ ①世界で有明海だけに住

ウバエ ツ む

シ リガ レエツ

サ ケ科 ヤマメ エ ノハ

ヤマ メ

アマゴ アマ ゴ

エ ノハ

ヤ マメ

ニジマス ② ニ ジマス ②北 アメ リカ原産

マ ス

サケ サケ

シャケ

シロジ ャケ

アユ科 アユ アイゴ

アイノイオ

アユ

キ ュウリウオ科 ワカサギ ③ ワカサギ ③1958年 以来、霞 ケ浦、

シラウオ科 シラウオ シラウオ 讐蠣 器 薦 縣

アリアケシラウオ④/
シラウオ 欝 麟 鹸 けに住む

アリアケヒメシラウオ⑤.ト ンサ ンイオ ⑤世界で有明海だけに住む

コイ科 タモ ロコ

イ トモ ロコ イ シバヤ

ソコバェ

ホ ンモ ロコ

ム ギツク アイ ノジ ョウ トク

科 名 和 名 地 方 名 備 考

イシバヤ

クチボ ソ

スジバヤ

スボ

スボバヤ

スボ ビキバヤ

ドジ ョウバヤ

カ ワヒガイ アブラバヤ

アブラメ

ニゴイ サクラバヤ

獄}鱗
ギ ョウ トク

ジ ョウ トク

スナセセ リ

スナモグ リ

ツチフキ

ドウキ ョウ

ボウジ ョ

ゼゼラ

モツゴ イシバヤ

クチボ ソ

ゼ ンモ ンバヤ

ウグイ イダ

ウグイ

ユダ

タカハヤ アブラバヤ

アブラボウ

アブラメ

ク ソバエ

ドロバエ

ハ ヤ

ヒナモ ロコ(メ ダカ)

カ ワバタモ ロコ(メ ダカ)① 中国大陸原産
。近年、

ソウギ ョ ① ソウギ ョ 佐賀 の各地で クリークの

カワムツ アカハヤ 麟 聚難 灘 謝
アカブチ ている
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

サ ンジ

シラハヤ

ハヤ

ヤマ ソウ

ヤマバエ

ヤマブ キ

オイカ ワ アカ ッパ

アカハヤ

アカブチ ①1978年頃から県内河川

アカライ 垂暑雛 融辮 黍
サ クラバヤ 混入 してきた もの と思わ

サ ンジ れ る

シラハヤ

ハヤ

ヤマブキ ②③中国大陸原産。埼玉

ハス ① ハス 騨 撒 灘 編
バ クレン ② レンギ ョ と思われ る

コクレン ③ レ ンギ ョ

オオキンブナ ④ キンブナ ④ フナ属魚類は自然環境

フナ 羅 懲 灘 し易く・
ホ ンブナ

マブナ

ギンブナ ④ ギンブナ

フナ

ホ ンブナ

マブナ

ゲ ンゴ ロウブナ ④ ゲ ンゴ ロウブナ

フナ

ヘラブナ

コイ コイ

ノゴイ

ヒゴイ

マゴイ

ヤ リタナ ゴ

アブラボテ

セボシタ ビラ

科 名 和 名 地 方 名 備 考

カネ ヒラ アカブチ

タイ リクバ ラタナゴ カンノ ンバヤ

ニ ッポ ンバ ラタナゴ ク ソバヤ

カゼ トゲ タナ ゴ シ ビンタ,「
シブタ

シブタ ゴ

シュブ タ

シンゴ ッチ ャ

タバヤ

デ ンバヤ

ニガブナ

ベタ ンチ ョ

ベニバヤ

ベ ンバヤ

ボテ

ドジ ョウ科 ドジョウ キネ ドジュゥ

ドジュウ

ドジ ョウ

ドンジ ョ

ドンジュウ

ヤマ トシマ ドジ ョウ① シマ ドジ ョウ ① 別名

スナ クイ ドジ ョウ タイ リクシマ ドジ ョウ

ナマズ科 ナマズ ナマ ズ

ヒュウタンゴ

ヒョウタン

ヒ ョウタンゴ

ギギ科 アリアケギバチ ギギュゥ

ギギ ョ

ギュウギュウ

ギンギュ

ギンギ ョ

ギンギ ョバチ

シャチ

ヘ ブイギ ンギ ョ

アカザ科 アカザ アカナマズ

ウマンクソギンギョ
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ウナギ科 ウナギ アオウナギ

ウナギ

オナギ

カニ クイ

ガネ クイ

ギンウナギ

クチ ボソ

ク ロ コ

ゴマ

シケウナギ

シラス ウナギ

ビリンソー

ビロツソ

ヨシノコウナギ

ソウメ ンコ

アナゴ科 マアナゴ アナゴ

ドグ ラ

サ ヨ リ科 クル メサ ヨ リ サ ヨリ

メダ カ科 メダ カ カ ワクジラ

ザ ツコ

ションシ ョンイオ

タイ ワシ

タカ ンチ ョ

タバヤ

チ ャー ワシ

チ ャメ ゴ

べ一べ一 タンゴ

マメ ンジャコ

メザカ

メザ ツコ

メ ジャカ

メダカ

メダカ ンチ ョ

メダ コ

メチ ャバヤ

メ ンコ

カダヤシ科 カダヤシ ① タップ ミンノー ①北アメリカ原産

科 名 和 名 地 方 名 備 考

グ ッピー ① グ ッピー ①南 アメ リカ原産

トゲ ウオ科 イ トヨ

タウナギ科 タウナギ

ボラ科 ボラ ② イナ ②成長に伴って呼び名が

ウウボラ 欝 海1出鵜 ゴーク
クロメ ロメ→ ダンギイ→ ボラ→

多票 鰯 惚 鵠ボラ
チュウボラ

ボラ

セスジボラ シクチ

ボラ

メナダ ③ アカメ ③成長に伴って呼び名が

エビナ 変わる 《出世魚》

エビナゴ 陣 臨 留 靖
エ ブナ カ メ→ ワカヤス ミ→ヤ ス

シクチ 報 そノ煽 ㍉9影
シュクチ(ナ ヨセ、 マイオ とも)

ナヨシ

フル ヤス ミ

マ イオ

ヤ ス ミ

ワカヤス ミ

タイワンドジョウ科 カム ルチー ④ タイワン ドジ ョウ ④中国大陸 か ら朝鮮 半島

ライギョ を経て移入された

ヒイラギ科 ヒイラギ シイカブラ

シイ ラ

シヌフタ

シビラ

チ ョン

チ ョンゴロ

トンバ

ヒイ ラギ

スズキ科 オヤニ ラ ミ オヤニ ラ ミ

セエベエ

ミズ ク リセエベエ

ミツク リセエベ エ
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ヨツメ

ヨルメ ヒル メ

スズキ ① アカメバクラ ①成長に伴って呼び名が

ススキ 欝 離 幌 ゴーノヽ
スズキ クラ→ アカメバ クラ→ヤ

セイ ゴ ス ミバ クラ→バ ネ→スス
_キハ クフ[玄 海]

セイ ゴ→ ハ ネセ

バ クラ イ→スズ キ

バネ

ハネセ

ヤス ミバ クラ

サンフィッシュ科 ブルー ギル ② ブル占ギル ②北 アメ リカ原産

ボロギレ

オオクチバス ③ バス ③北アメリカ原産

ブラックバ ス

タイ科 クロダイ クロダイ

チ ヌ

チ ン

メイタ

カワスズメ科 ナイルテ ィラ ピア ④ イズ ミダイ ④ アフ リカ原産

チカダィ

ティラピア

イソギンポ科 イダテンギンポ

ハ ゼ科 シロウオ イサザ

シラウオ

シロイオ

シロウオ

ミミズハゼ

カ ワアナ ゴ ドンコ

ドンコ イシガキ ドンポ

ドンコ

ドンポ

ドンポツ

ボボ コヤ シ

ムギツ ク ドンポ

ムツゴロウ ⑤ ホンムツ ⑤日本で有明海 と八代海

ムッ の一部だ けに住 む

科 名 和 名 地 方 名 備 考

ム ツゴロウ

ム ツ トウ

トビハゼ カッチャムツ ①日本で有明海だけに住

カッチャン む

カナムツ

トビハ ゼ

ウロハゼ ドンコ ②形態や斑紋、生活史な

マハゼ ハゼ 錨 贈 撚 辮
ハゼクチ ① ナガレハシクイ 域や生息環境が異なる

ハ シクイ

ハ ゼ

ハ ゼクチ ・シマ ヨシノボ リ

アシ シロハゼ ハ ゼ(横 斑型)

ドンコ ・オオ ヨシノボ リ

ゴクラ クハゼ(黒 色大型)

ヨシノボ リ ② イシ ビッチ ャ ・ヒラ ヨシノボ リ

イシムシ(南 黒色大型)

イシモチ ・ル リヨシノボ リ

イシモ ッチ ャ(る り型)

イセモ ッチ ョ ・クロ ヨシノボリ

イ ッシンチ ョク(黒 色 型)

グ リー ン ・アヤ ヨシノボ リ

グ リー ンショ(モ ザイ ク型)

サナブ リ ・トウ ヨシノボ リ

サナボリ(榿 色型)

ビッチ ャン ・アオバ ラヨシノボ リ

ビッチ ン(中 卵形 ・腹部 る り色)

ヤマ ンカンジ ョ ・キバ ラヨシノボ リ

カ ワヨシノボ リ(中 卵形 ・腹部黄色)

シモ ブリシマハ ゼ ③ シマハゼ

スジハゼ ③従来のシマハゼ

ヌマ チチプ アナハゼ

ドンコ

チチブ

シ・チチブ ④ 謄 蘇 簸 ナ鎌
ス ミウキゴリ 朝鮮半島からも確認 され

ビ リンゴ た
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科 名 和 名 地 方 名 備 考

ワスラボ ① ジンキチ ① 日本で有明海だけに住

スボ む

ドウキ ン

ドキュウ

ワラスボ

カジカ科 ヤマノカミ ② オコズ ② 日本で有明海だけに住

カワオ コズ む

カワ ンカ ミ

カワ ンカ ミドンコ

カンカ ンジ ョウ

タチャ

ヤマンカ ミ

カジカ

カマキリ ③ ウルゴ ③別名アユカケ

コオサズ

シャチ

スイツキ ドンコ

ヤマホー リャ

マフグ科 クサフグ ガンバ

クサブク

スナブク

チーチーブ ク

ハ マブク

(注)1.一 般 に 「淡 水魚 王 とは、 一生涯 を、 あ るい は生 涯 の一 時期 を淡水 域

で生 活 す る魚 を指 す こ とが多 いが 、 ここで は本 文 に従 っ て、河 口や

内湾 の湾 奥部 な どの汽水域 で生活 す る魚 お よび海水 域 と汽 水域 を行

き来 す る魚 も収 め た。

2.魚 の地 方名 は、 詳 し く調 べ てい くと市 町村 や集 落 ご とに も異 な る も

ので あ るが 、 ここで は県 内 の呼 び名 とした。

3.以 前 はた くさん住 んで いて流域 の人 び とに親 しみ を もっ て呼 ばれ て

いた魚 も、 現在 で は ほ とん ど見 えな くな った た め、名 を聞 い て も魚

種 の確認 が で きず、 魚 の形態 や生 息状 況 な どの情報 で推 測 した魚種

もあ る。
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